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Episode1　バッドガール・ビギンズ







　キリハという少女の中では、常に二つの気持ちがせめぎ合っている。それは大好きな人に甘あまえたいという気持ちと、困らせたいという気持ちだ。しかし器用な彼かの女じよは、その二つの気持ちをＴＰＯに応じて切きり替かえ、両方を上う手まく表現している。その基準は、傍そばに他ほかの誰だれかがいるかどうかである場合が多い。彼女は他の誰かの感情の発はつ露ろを邪じや魔まする事を好まない。だからこの時のように二人きりであれば、少女らしさを存分に発揮させ、大好きな人に甘えられるのだった。

「勝った」

　映画館を出るなり、キリハはそう言って微笑ほほえみ、間近から孝こう太た郎ろうを見上げた。腕うでを組んで道を歩く二人の顔は驚おどろくほど近い。比ひ較かく的てき背が高いキリハだから、こうしていると息が届くような距きよ離りだった。

「何が何に？」

「我らが映画に」

「………意味が分からない」

「孝太郎と我の方が、さっきの映画の主人公とヒロインより、運命的な関係だった」

「変なところで対たい抗こう意識を燃やすなよ」

「否定はしないのだな？」

「………」

「好きっ」

　最後の一言だけ、キリハははしゃいだ様子で言った。そして孝太郎の腕を抱だき締しめるようにして身体からだを寄せる。それは大人の入り口に立ちつつある女の子の仕草なのだが、どこか幼い少女を思わせる透とう明めい感があった。

　―――やっぱりキリハさんの中には、キィちゃんがいるんだな………。

　そしてその透明感は孝太郎に、かつて出会った幼い少女の事を思い起こさせる。だから孝太郎も感じている。キリハが言う通り、運命的な関係なのだろう、と。

「どうしたのだ、ボーっとして？」

　孝太郎が考え込んでしまった事で、キリハは笑え顔がおを消すと心配そうに孝太郎の顔を覗のぞき込んだ。そして手を伸のばして孝太郎の頬ほおに触ふれる。

「ちょっと、昔が懐なつかしくなっただけだ」

　隠かくすような事でもなかったので、孝太郎は素す直なおにそう答えた。そして孝太郎は間近にあるキリハの頭に手を伸ばし、まるで幼い少女に対してするように、優やさしく頭を撫なでた。

「………そうか」

　キリハは孝太郎の様子からおおよその事を察すると、そっと目を閉じて孝太郎にされるがままになる。かつて望み、得られなかったものが、豊富に与あたえられている。キリハにはそれを全すべて受け入れる用意があった。

「しかしな、我は多くの時が流れて良かった気がしている」

「どういう意味だい？」

　孝太郎は幼い少女に対するように、そっとキリハに囁ささやきかける。

「………キィの小さな身体では、汝なんじの大きな身体は、抱き締める事が出来ないからだ」

　そしてキリハは少し勢いを付け、飛び付くようにして孝太郎を抱き締めた。

「えいっ」

「お、おい………」

　孝太郎は軽く後ろに下がりながらキリハを受け止める。キリハは成長した身体を、小さな少女であった頃ころからの純じゆん粋すいな想おもいで操あやつっている。それは孝太郎の気持ちを大きく揺ゆさぶる、とても強力な攻こう撃げき手段だった。










　一〇六号室が近付くと、キリハはごく自然に孝太郎から離はなれた。これはいつもそうで、キリハは他人の目―――特に六畳間の少女達たちの前では、孝太郎に甘える事はない。キリハは自分だけが幸せであればいいとは思わないし、孝太郎との懐かしい想い出は独ひとり占じめしておきたいという事情もある。だから家の傍で誰かと出会っても、孝太郎とキリハは普ふ段だん通りに振ふる舞まう事が出来るのだった。

「二人とも、映画はどうでしたか？」

　この日に出会ったのは、病院帰りの晴海だった。彼女は駅前の病院に通っているし、病院から自宅は近い。しかしころな荘そうに行けば沢たく山さんの友人と過ごす事が出来るし、帰るのも簡単だ。『青あお騎き士し』の転送用ゲートで一いつ瞬しゆんのうちに自宅へ帰れるので、晴海にとって一〇六号室へやってくるのは自宅へ帰るのと同義だった。

「しんみりする良い話だったと思う」

「面おも白しろかったです。あと、桜さくら庭ば先せん輩ぱいが好きだって言った理由が分かった気がします」

　この日、孝太郎とキリハが映画を観に行ったのは、晴海の勧すすめからだった。晴海は先日クラスメイトとこの映画を観に行き、面白かったので孝太郎達に勧めた。だがスケジュールの都合や、真ま面じ目めな映画であった為ために、孝太郎とキリハだけで行く事になったのだった。

「そうでしたか。気に入って貰もらえて良かったです」

　晴海は嬉うれしそうに目を細める。自分が勧めた映画を楽しんで貰えたのは嬉しかった。そんな晴海の様子を見て、孝太郎はにやりと笑う。

「でもキリハさんは、自分の方が波は乱らん万ばん丈じようだったって言ってました」

　いつもキリハにからかわれている腹いせに、孝太郎は先さき程ほどの話題の一部を晴海に伝える。それはちょっとした復ふく讐しゆうになる筈はずだったのだが、ここでもやはりキリハの方が一枚上手だった。

「当たり前だろう？　共にあれだけ濃のう密みつな時間を過ごしたというのに………」

　キリハは軽く頬を染め、恥はずかしそうに俯うつむく。軽く吐はき出だした息と、胸むな元もとに当てられた手が、女性らしさを強調していた。そして横目で恨うらめし気げに孝太郎の顔を見つめる。

「えっ、ええぇぇぇぇっ!?」

　そんなキリハの様子を見て、晴海は思わず『濃密な時間』の内容を過激な方向で想像してしまい、顔が真っ赤に染まった。そして耳まで赤くなり、恥ずかしくなって顔を伏ふせてしまう。これに困ったのが孝太郎だった。

「こらぁぁぁっ、悪質な嘘うそは止やめろぉっ!!」

「嘘など何も言っていないではないか………いけないひと」

　キリハは孝太郎に寄より添そい、その胸を指先で撫で始める。それは完全に恋こい人びとの言葉に傷付き、拗すねる女性の仕草だった。

「演出が丸ごと嘘だろうがっ！」

　確かにキリハの言葉には嘘は微み塵じんも含ふくまれていない。しかし勘かん違ちがいを誘ゆう発はつする言葉選びと、それを助長する言い方や仕草によって、完全に別の意味にすり替えられている。これでは晴海が勘違いをするのも当たり前だった。

「ふふ、ふふふふふっ」

　孝太郎が酷ひどく慌あわてる様子から、晴海はキリハが孝太郎を―――そして多分晴海も―――からかっている事に気付いた。おかげでホッとしたやら情けないやらで、晴海は思わず笑い出していた。

「んもー、あんまりびっくりさせないで下さい、二人共っ」

「孝太郎が意地悪を言うのが悪い」

　キリハは晴海が気付いた時点で普段の調子に戻もどり、孝太郎から身体を離す。慣れない人が見れば驚くような変わり身の早さだった。

「俺おれのせいかっ!?」

「ふふふふふっ、あははははっ」

　孝太郎と晴海は、完全にキリハに踊おどらされていた訳だ。晴海はそこに、非常に大きな精神年ねん齢れいの差を感じていた。

「想い出を軽かろんじた罰ばつだ」

「巧こう妙みように避さけただろう！」

「あぁ………また男の論理に女が泣かされる」

「泣きたいのはこっちだっ！」

　晴海が事実関係に気付いても、相変わらず孝太郎はキリハにきりきり舞いさせられている。それは晴海が思わず感心してしまう程ほどだった。

　―――これが大人の女性の余よ裕ゆうという事なのかしら………それとも悪女って言うべきなのかな？　どっちにしろ、今の私には無いものだわ………。

　そして晴海はキリハの大人ぶり、あるいは悪女ぶりに、密ひそかに憧あこがれを抱いた。










　一〇六号室へ帰ってきた孝太郎達は、しばらくお茶を飲んでのんびりとした時間を過ごしていた。だが夕方の六時が近付いてくると、まずは孝太郎が席を立った。

「そろそろ風ふ呂ろに入ってくるよ」

　六時を回るとキリハは夕食の準備を始めるし、家を空けている少女達も続々と帰ってくる。だから孝太郎はこの時点で風呂に入ってしまう方が何かと都合が良いのだった。

「孝太郎、背中を流そうか？」

「いらんわい！」

　孝太郎はキリハの申し出をばっさりと切り捨てると、一人で風呂場へ入っていく。キリハはそんな孝太郎の姿を笑顔で見送る。そして晴海は、不思議そうな眼まな差ざしでそのキリハを見つめていた。

「あの………キリハさん」

「なんだ？」

「………えっと、いつも思うんですけれど………ああいう事を言って、もし里さと見み君が背中を流してくれって答えたら、どうするんですか？」

　晴海は湯ゆ呑のみをちゃぶ台に置くと、非常に言い難にくそうにキリハに尋たずねた。キリハが口にした言葉は、年とし頃ごろの男の子に投げかける言葉としては非常にリスキーなものなのだ。

「ふむ………さしあたって、喜ぶだろう」

　キリハも湯呑みを置くと、小さく微笑んでそう答えた。すると晴海は目を丸くする。

「喜ぶんですか？」

「ああ………孝太郎はああいう男だ。我の全てを受け入れる覚かく悟ごがなくば、背中を流せとは言わないだろう」

「そっか………それはつまり、里見君の問題の解決を意味するんですね」

　晴海は頷うなずく。彼女にもキリハの考えが分かってきた。孝太郎は責任感が強い反面、本質的に他人を遠ざける。結果的に他人と一いつ緒しよに風呂に入れるのなら、他人を遠ざける気質を解消したという事でもあるのだ。

「孝太郎の問題解決にどういう手法が有効かは誰にも分からない。我だけに可能なこの手法も、定期的に試ためす必要があるのだ」

「言われてみれば、そういう事もあるかもしれませんね」

　女性としての魅み力りよくを使った働きかけは、他の少女達には難しい。静しず香かやルースが辛かろうじて可能かという程度で、ほぼキリハの独どく壇だん場じようになっている。孝太郎の心の壁かべを破るのにそれが必要である可能性が少なからず存在しているので、これはキリハがやらねばならない事なのだった。

「それに………キリハさんとしても損はない」

「まぁ、そういう事だな」

　キリハはそう言って微笑むと、再び湯呑みを手に取りお茶を飲んだ。孝太郎をからかうのは、孝太郎の為であるのと同時に、キリハ自身の為でもある。この場合は大好きな人と一緒に風呂に入って背中を流してやりたいという願望が叶かなうし、違ちがう事でからかっている場合もそれはそれで孝太郎の生の感情をぶつけて貰える。キリハにとって得ばかりの状じよう況きようなので、それをしない理由はないのだった。

「しかし、なかなか上手くいかない。孝太郎が真面目過ぎるのか………我の方で弾だん幕まくが薄うすいのか………多少の変化はあるのだがな」

「ふふ、意志が強いっていうのも考えものですね？」

「しかもそこが魅力でもあるから、厄やつ介かいなのだ」

「あは、分かる気がします」

　キリハの考えを理解した事で、晴海は彼女が正しいと感じ始めていた。楽しむ為だけで孝太郎をからかっているのなら問題かもしれないが、その裏には深い愛情と思いやりが潜ひそんでいる。むしろキリハを応おう援えんすべき―――晴海はそう考えていた。

「そこでキリハさん、一つ相談があるんですけれど」

「うん？　なんだ？」

　キリハが頷くと、晴海は一度息を呑のんでから、大おお真ま面じ目めな顔で切り出した。

「………私に悪女のやり方を教えてくれませんか？」

「なんだとっ!?」

　常に冷静なキリハも、この晴海の申し出には酷く驚かされた。おおよそ晴海の口から出てくる言葉とは思えない。教えてくれという一点だけが、辛うじて晴海らしさを残している程度だろう。

「お願いしますっ、キリハさんっ！　私もキリハさんみたいにっ、里見君をからかってみたいんですっ！」

　晴海はとても真しん剣けんな眼差しでキリハに迫せまる。晴海は本気なのだ。するとキリハはそんな晴海を頭の天てつ辺ぺんから足の先まで眺ながめた後、力強く断言した。

「………無理だ。諦あきらめて欲ほしい」

　キリハの見立てでは、晴海には悪女の素質が皆かい無むだった。人間には人格の振ふれ幅はばというものがある。晴海はその振れ幅の中に、悪女の要素が含まれていない。善意が服を着て歩いているような少女なのだ。生まれたての子犬には獲え物ものは狩かれない。それにそもそも頭を下げて真しん摯しにお願いしている時点で、明らかに悪女の道を踏ふみ外はずしている。キリハが論外だと結論するのも当たり前だろう。

「そこを何とかっ！　私も自分が向いていない事ぐらい分かっています！　でも一生に一度ぐらいは、里見君を女の子の魅力で困らせてあげたいんですっ！」

　晴海も現実は分かっている。しかしそれでも女の子として生まれたからには、一度ぐらいはその力を行使してみたい。大好きな男の子を困らせてみたい。女の子なら当たり前の願望だろう。

「それに今ならきっと、里見君の為になりますっ！」

「うぅむ………」

　キリハが言うように、本質的に他人を受け入れられない少年の心を動かすには、時には女の子の魅力が必要かもしれない。今なら晴海の願望は、孝太郎の人生の足しになる。だが孝太郎の問題が片付いた後ではそうではない。今がお互たがいの為になる唯ゆい一いつのチャンス。晴海の意志は固かった。

　―――この根こん性じようがあれば、あるいはやり遂とげるかもしれんな………。

　最初は無理だと考えていたキリハだったが、晴海の様子とその瞳ひとみに宿る力を感じて、もしかしたら何とかなるかもしれないと思い始めていた。そしてしばらく考え込んだ後、キリハは晴海に向かって頷いた。

「………分かった、やってみよう」

「本当ですかっ!?」

「ただし、結果は保証出来ない」

「分かってます！　それで結構ですっ！」

「その覚悟があるならいい。やるだけやってみよう」

「よろしくお願いしますっ！」

　こうして晴海はキリハから悪女―――女の子としての立場と魅力の悪用方法を習う事となった。その道のりは長く険しい。しかし晴海は不断の努力でそれを成し遂げようと思っている。それがなおの事問題を難しくしているのだが、晴海がそれに気付いた様子はなかった。










　キリハの見たところ、晴海には悪女の才能がない。欠片かけらもない。内面から溢あふれ出る善意や優しさと、その落ち着いていて清潔感がある外見が合わさって、悪女どころかその対極にある聖女や慈じ母ぼを思わせる。だからキリハは、この状態の晴海を心身共に悪女へ改造するのは不可能だと思った。だが不可能だからといって諦める訳にはいかない。そこでキリハはまず、外面を完全に整える事にした。

「これは………台本と舞ぶ台たい衣装、ですか？」

　晴海とキリハはちゃぶ台を挟はさんで座すわっていた。そしてそのちゃぶ台の上に、一冊の本と衣装一式が置かれている。どちらもキリハが何日もかけて用意したものだった。

「そうだ。汝の人格面を変えるのは不可能に近い。そこで『悪女の晴海』というキャラクターを創造し、その演技として悪女を習得して貰う」

　キリハが考えたのは、晴海に教育として悪女を習得させるのではなく、演劇の登場人物として習得させるという方法だった。晴海には演劇の経験があるので、もし悪女の心を習得出来なくても、台本により膨ぼう大だいなパターンを学習する事で悪女として行動出来るようになる。幸いキリハには孝太郎との想定問答を作るだけの知識と経験があった。

　キリハは晴海に弟で子し入りを志願された時から、幾いくつか計画を立てた。その中で最も可能性が高いと思われたのが、この手法だった。

「なるほど………これなら確かに抵てい抗こう感は少ないです」

　晴海は台本のページをぱらぱらとめくりながら、しきりに頷いた。晴海としては本当の意味で悪女になりたい訳ではない。自分が納なつ得とくしたら、いつもの晴海に戻りたいと考えている。だからいつもの自分と明確に切り分けが可能な演技として習得するという手法は、晴海にとって受け入れやすいものだった。

「外側を完全に仕立て上げる事で、内側の変化を不要のものとする訳だな」

「でも外面を取とり繕つくろうというのは、後ろ向きかなって思いますけど………」

　晴海はそこに少しだけ引ひっ掛かかりを覚えていた。演劇の場合、心身共にキャラクターと一いつ致ちさせるのが理想だろう。しかしキリハの案はそれを敢かん然ぜんと否定していた。

「悪女というものは元々本音を明かさないものだ。方法論としては間ま違ちがっていない」

「言われてみれば、確かにそうかもしれませんね」

　だが晴海はキリハの言葉を聞いてすぐに納得する。悪女とは本音を隠したまま、男性を手玉に取る存在だ。つまり元々が外面を取り繕う存在という事になる。結果的にキリハが提案したやり方をしても、心身共に悪女と一致するという訳だった。

　―――それにキリハさんだって本音は里見君の事が好きな訳だし………。

　キリハは日常的に孝太郎を手玉に取っているが、その本音がどこにあるのかは晴海にはよく分かっている。キリハは周囲に気を遣つかって普段は本音を隠しているが、晴海の目にはそれが時折垣かい間ま見みえる事があった。晴海も同じ気持ちを抱かかえているし、性格上周囲をよく見ているから、キリハが僅わずかに漏もらした本音を見み逃のがさなかったのだ。そして晴海がなりたい悪女はキリハそのものなので、この時のキリハの言葉に納得出来るのだった。










　キリハが用意した衣装は露ろ出しゆつが多く、挑ちよう発はつ的てきなものだった。使っている生き地じも晴海のイメージとは真逆の黒で、ファーや刺し繍しゆうで派手に飾かざり立たてられている。そしてそこへアクセントを加えるアクセサリー類は金色。全体としては、いかにもなデザインだった。

「こっ、これっ、過激すぎませんかっ!?」

　衣装に袖そでを通した晴海は、顔を真っ赤に染めて恥ずかしそうに身を捩よじる。同性のキリハの視線からも逃にげ出したい気分だった。

「まだ大人しい方だ」

　しかしキリハはきっぱりと首を横に振る。これはキリハの言う通りで、デザインの過激さはあくまで晴海が普段着ているものとの比ひ較かくの問題だった。晴海の普段の格好が真面目で清せい楚そなだけなのだ。

「でも下着なんて完全にっ、そ、そのっ、普ふ通つうじゃない感じですっ！」

「直接下着を見せる訳ではない。服の隙すき間まから、ちらちらと見えるのが男心をくすぐるのだ」

「直接じゃなくても、見られたら死にますっ、こんなのっ！」

「最終的には見せるつもりなのだろう？　覚悟を決めるのだ」

「それは今じゃないしっ、普通の下着でですっ!!」

　道徳心が強い晴海の感覚では、この格好は表を歩けないレベルだった。裸はだかと同じくらいに恥ずかしいのだ。近所の子供達の教育にも悪そうだった。

「耐たえて貰うしかないな」

「そんなの無理ですっ！」

「汝の技術でカバーできない分は衣装に乗せるしかないのだ。それとも技術面を強化してみるか？」

「うっ、ううぅぅっ………」

　だがキリハの淡たん々たんとした言葉に、晴海は次し第だいにトーンダウンしていく。晴海には技術面で劣おとる自覚があったし、自分から教えてくれと言った事なので拒きよ否ひは出来なかった。やがて晴海は大きく一つ深呼吸をして動きを止めた。

「はぁ………」

「落ち着いたか？」

「はい、な、なんとか………」

「それに慣れるのも訓練の内だ」

「私、慣れる前に恥ずかしさで死ぬかもしれません」

　晴海は赤い顔のまま自分の服装に目を落とす。この格好で孝太郎の前に出る事を想像すると恥ずかしくて仕方がない。それだけでも大変な事なのに、孝太郎に変な女だと思われたら、その時点で本当に死ぬかもしれない。晴海はここで、早まったかもしれないと怖おじ気けづき始めていた。

「既すでに賽さいは投げられたのだ。覚悟を決めろ、晴海」

「は、はい、頑がん張ばります」

　顔を出し始めた晴海の弱気を、キリハが即そく座ざに打ち消す。ここで止めては何も生まれない。それにキリハが色々と準備した事も無む駄だになってしまう。責任感の強い晴海はそれではいけないと考え、気合いを入れ直した。
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　晴海の服装が整ったところで、キリハは早さつ速そく指導へ移った。最初の指導は、基本中の基本である立ち方からだった。

「………という事情で、普段のように真まっ直すぐ立ってしまうとまずい事になる」

「では、どうすればいいんですか？」

「まず、ほんの少しどちらかの肩かたを前に出す」

「半身になる訳ですね」

「その上で、左右の手を非対称の位置に」

「非対称？」

「全体的にアンバランスな印象が欲しいのだ。心理的な効果を狙ねらっている」

「難しいですね………」

　キリハは適切な指示を与え、晴海の立ち方を修正していく。すると最初は優等生然としていた立ち方が、だんだん攻こう撃げき的てきな女性らしさを帯び始めた。

「こんな感じでしょうか？」

「うむ、大体そんなものだろう………しかし………」

　立ち方がしっかりすると、普通はそれだけで色気が感じられるようになる。だがキリハは首を傾かしげた。何な故ぜか晴海はそのようには見えなかったのだ。

　―――立ち方はよくなった筈だが………何故そう見えないのだ………？

　キリハの経験上、理想的な立ち方になったにもかかわらず、晴海からはタンポポのような親しみ易やすさが感じられる。これでは男性というより、幼よう稚ち園えん児じを引き付けそうな雰ふん囲い気きだった。

「………とりあえず表情を付けてみるか」

　キリハは一いつ旦たん立ち方の指導を止め、新たに表情の指導を始める事にした。見た目の印象は立ち方だけでは決まらない。幾つかの要素を複合させてみない事には、結論は出ないだろう。

「お願いします」

「まず、顔を身体と同じ向きに向ける」

「半身になっているので、元の正面ではなくそっちという事ですね？」

「そうだ。顔も正面よりは角度が付いた方がそれらしくなる」

「分かりました。こんな感じですか？」

「そうだ。続いて目を伏し目がちにして―――」

　キリハは指示を出しながら、晴海の表情を調整し始めた。立ち方に比べて細かい注文が多かったが、晴海は文句ひとつ言わず黙もく々もくとこなしていく。おかげで数分後には、キリハが理想とする流し目が完成していた。

「こんなものかな」

　ぱしゃっ

　キリハはある程度形になったところで、携けい帯たい電話で晴海の姿を撮さつ影えいする。すると晴海は途と端たんに慌て始めた。

「こっ、こんなの写真に残さないで下さいっ！」

「撮とらねばどんな姿をしているか分からないだろう？　見せたい角度は視線の方向ではないのだからな」

「………後で消して下さいね？」

「分かっている。我を信じろ」

「はい………」

　キリハはきちんと約束を守る。見み飽あきた頃に消そうと考えていた。そんな事を考えながら、キリハは撮影した画像を晴海に見せてやった。

「大体こんな感じになっている」

「まぁ………大分普段と感じが違いますね」

　晴海は自分で自分の写真を撮る事は少ないのだが、観光地などで友人達たちと一緒に写真を撮る事は少なくない。そういう時のものと比べると、今の晴海は格段に色っぽい雰囲気に仕上がっている。晴海は自分の変化をはっきり感じる事が出来、かなり満足していた。

　―――しかし………これでもまだ印象が弱い………何故だろう………？

　満足している晴海とは逆に、キリハは再び首を傾げた。見た目は完かん璧ぺきなお色気ポーズになっているのだが、どこかしっくりこないのだ。

「カラマ、コラマ、光学観測で我の画像と比較してみてくれ」

『ハイだホー！』

『お任せだホー！』

「きゃあっ!?　埴はに輪わちゃん達もいたんですかっ!?」

『いたホー』

『最初から全部見てたホー！』

「きゃあきゃあきゃあっ!!」

　埴輪達が姿を現した事で、晴海の姿勢や表情があっという間に崩くずれてしまう。しかし埴輪達は最初から見ていたので、既に取得してあった画像を使って、キリハのポーズとの比較を始めた。

『身体の大きさや形の差を無視すると、殆ほとんど姐あねさんと合がつ致ちしているホー』

『ポーズそのものの幾き何か学がく的てきな差異はないと考えるのが妥だ当とうだホー』

「ふむ………」

　埴輪達の答えを聞いて、キリハは考え込む。晴海の女性的な印象が弱い理由は、ポーズ以外の場所にあるのだ。

「埴輪ちゃん達っ、データは消して下さいねっ!?」

『記録としてのデータは消すホー。おいら達はプライバシーを守るホー』

『でもおいら達の記き憶おくは消せないホー！　スマンだホー！』

「うぅっ、それは消せとは言えないっ」

　しかし埴輪達と騒さわいでいる晴海の姿を見た事で、キリハには晴海の女性的な印象が弱い理由が分かってきた。

「目か………」

　問題は晴海の目だった。晴海の目には、いわゆる目力がない。穏おだやかで優しい、包み込むような目をしている。タンポポのような親しみ易さも、この目が原因だった。

「記憶は他の人には見せないで下さいね？」

『大だい丈じよう夫ぶだホー。姐さんしか見れないホー』

『でもオーバーホールの時にアーカイブされるホー』

「複製されるんですかっ!?」

「晴海、こっちを見て貰えないだろうか？」

「えっ!?　あ、はいっ！」

　晴海は埴輪達との会話を中断すると、言われた通りにキリハを見る。その目には『どうしたんですか？』という疑問がありありと浮うかんでいた。穏やかで優しく、素直な目。悪女の目としては失格だった。

「そのまま睨にらんで貰えるか？」

「睨む？」

「そうだ。どうやら汝は攻こう撃げき性せいが不足しているらしい。そのせいで悪女の格好をしていても、その印象が弱まってしまうようなのだ」

「攻撃性………」

「挑発的、扇せん情じよう的てきと言っても良いだろう。相手に対する働きかけが弱いのだ」

　悪女はただ立っているだけで相手の意思を動かす必要がある。だが晴海は基本的に受け身で相手に対する働きかけが殆どない。目にもそれが表れている。相手を思おもい遣やり、事情を知ろうとする目なのだ。ここではむしろティアのような挑ちよう戦せん的てきな目が必要になる。それが無いから、晴海の姿は悪女としてしっくりと来なかったのだ。

「えと………こんな感じでしょうか」

　晴海は言われた通りにキリハを睨んでみる。眉まゆを寄せ、少しだけ目を閉じ気味に。晴海のイメージでは大分攻撃的になっている筈だった。

「形だけだな………そうだな、我を敵だと思って睨んでみて欲しい」

「敵………」

　敵と言われて晴海がすぐに思い出したのは、つい先日の戦いの事。だがその少し後に、アライアの記憶の中から二千年前に対たい峙じした敵の姿が飛び出してきた。ビオルバラム・マクスファーン。誰が敵かといって、この人物ほど重大な敵はいないだろう。

「………」

　晴海は目の前の人間がキリハではなく、マクスファーンであると自分に言い聞かせる。孝太郎を斬きり殺ころそうとした、あの許されざる人物だ、と。すると晴海の雰囲気が急激に変化し始めた。

「晴海、それは少し違う」

　だがこれはキリハの想定外の結果を生み出した。皇女としての凛りんとした美しさが前面に出てしまい、女性の魅力とは違うところへ行きついてしまった。これは明らかに敵の人選ミスだった。

「誰だれを思ったのかは知らないが、その敵よりももう少し許せる敵にしてほしい」

「許せる敵………」

　晴海の脳のう裏りに浮かんだのは、悪の魔ま法ほう少女達。クリムゾンやパープルなどは、比ひ較かく的てき許せる敵だった。だが晴海が思い出した悪の魔法少女達の暗い衣装が、ある全く別の敵の存在を記憶から呼び覚ました。

『フッハッハッハァッ、残念だったなぁ、若造っ！　この可愛かわいい子は俺の嫁よめにする！』

　真っ黒で刺とげ々とげしい鎧よろいを身に着けた、悪の地底人の幹部・悪あく魔ま男だん爵しやく。晴海にとって、彼かれが一番許せる敵だった。

　―――もしあのままハルカゼマンが来なかったら、どうなっていたのかな………。連れて行かれて、それで教会で………。

　晴海は一年ほど前の事を思い起こしながら、目の前に悪魔男爵がいるつもりで、じっとキリハを見つめる。

「………」

「………晴海、その敵には何もかも許し過ぎている。もっと普通の敵にしてくれないだろうか」

「ごめんなさいごめんなさいっ、もっと別の敵にしますっ！」

　晴海は慌てて悪魔男爵の事を頭から追い出すと、新たな敵を探し始めた。

　―――て、手て強ごわい………。

　そんな晴海を見てキリハは頭を抱える。この様子では、晴海が悪女の演技を習得するまでには、非常に長い時間が必要になるだろう。やはり根本的なところで、晴海は悪女に向いていないのだった。










　キリハが晴海に悪女の演技を教え始めてから一ヶか月げつが過ぎた。この頃ころになるとハリボテながらも晴海の演技は様になり始めていた。身体からだの動かし方には色気が出始め、想定問答もうまくこなすようになりつつある。だからキリハは、そろそろ実地訓練が必要だろうと考えていた。

「実地訓練、ですか？」

「そうだ。自動車の運転で言うところの、路上教習のようなものだ」

　キリハは晴海を実際に孝太郎と一緒に過ごさせ、その様子を観察して問題点の洗い出しをしようと考えていた。誰もいない場所での演技は様になっているから、ここからは相手がいる状態でやる方がいい。とはいえ晴海は不特定多数を相手にしたい訳ではないので、最初から孝太郎を相手に訓練を行うつもりだった。

「でもいきなり里見君を相手にして大丈夫でしょうか？」

「何も心配はいらない。もし話がこじれそうになったら、素す直なおに悪女の演技を練習していると言えばいい」

「それを言ってしまって大丈夫なんですかっ!?」

　晴海は驚おどろいて目を剥むく。本当の事を言ってしまったら、孝太郎に笑われやしないだろうか―――晴海はそう考えて焦あせっていた。

「始めた動機を言わなければ大丈夫だ」

「あれ、そうなんですか？」

「うむ。汝なんじが隠かくしておきたいのは、演技そのものではなく動機の方だろう？　それに汝の動機は非常に想像し辛づらい。大丈夫だ」

　悪女の演技の練習をしていると言われれば、普通は自然とまた演劇でもやるのかなという想像をする。一生に一度ぐらいは女の子としての魅力で大好きな男の子をノックアウトしてみたいとか、心の壁を破る手段として有効かもしれないとか、そういう想像は遠回り過ぎてしないだろう。だから自分からそれを言い出してしまわなければ、孝太郎に気付かれる心配はない筈だった。

「ともかくそろそろ相手がいない状態での練習は限界だ。かといって、無関係の男性を相手に練習するのは―――」

「困りますっ！　それは絶対にダメですっ！」

　晴海はぶんぶんと首を横に振ふる。晴海が孝太郎を困らせたいのは大好きだからこそだ。自分という女の子の全すべてを見て貰いたいからやるのであって、男なら誰でも手玉に取りたいという訳ではないのだ。だから他ほかの男性で練習など、あってはならない事だった。

「だったら思い切って孝太郎で直接練習する他はない。最初は何もせずに様子見、それから徐じよ々じよに小出しにして、孝太郎のリアクションを確かく認にん。不自然にならない程度に、習得した演技を段階的にぶつけていくといい」

「わ、分かりました。やってみます」

　晴海は一度ごくりと唾つばを飲み込むと、真剣な表情で頷く。決して自信があるとは言えないが、これ以上一人で練習するのは頭打ちなのもまた事実。覚悟を決めて勝負に出る時がやってきたのだ。普ふ段だんは休きゆう眠みん状態の積極性を叩たたき起おこし、晴海は孝太郎の前に立つ決意を固めたのだった。










　何もせずに観察するところから始めるので、最初は普段と何も変わらない筈はずだった。しかし悪女をやる前提で孝太郎の近くへ向かうとなると、どうしても緊きん張ちようしてしまう。表情は強こわ張ばり、手足の動きはぎこちない。そんな彼かの女じよの様子は、まるで油をさしていないブリキの兵隊のようだった。

「あれ、桜庭先せん輩ぱい、筋肉痛ですか？」

　筋肉痛で全身が痛むから、動きが悪くて表情が硬い。孝太郎は晴海の事情を知らないので、ぎこちない動きで六ろく畳じよう間まへ入ってきた彼女の事をそんな風に解かい釈しやくした。すると晴海は筋肉痛という言葉を聞いて、びくりと身体を震ふるわせた。

　―――筋肉痛………そうだ、確か想定問答集の中にあった！

　キリハが用意してくれた台本―――孝太郎との想定問答集の中には、筋肉痛というキーワードに絡からんだ項こう目もくが存在していた。それはスキンシップに使い易いキーワードなので、二重丸が付けられた重要項目だった。

『そうなんです。里見君、ちょっと揉もんでくれませんか？』

　想定問答集によれば、こういう場合は軽く服の胸をはだけ、挑発的な上うわ目め遣づかいでそう言う事になっている。あくまで健全なスキンシップを要求しながら、同時に胸むな元もとを開けて上目遣いをする事で、邪よこしまな想像を誘ゆう発はつさせるのが狙いだった。

　―――早い、早いですキリハさんっ！　こんなのいきなりは無理ですっ！

　だが晴海にはそれを実行する事が出来なかった。まだその勇気がなかったのだ。反対にこの行動を意識してしまった事で、これまで以上に緊張してしまい、身体と表情が更さらに硬いものへ変化していた。

「………本当に大丈夫ですか、桜庭先輩」

　そして孝太郎の反応も想定問答集の中にあるものとは真逆の方向へ進んでいた。明らかに晴海の様子がおかしいので、筋肉痛ならよほどの重傷で、そうでないなら生まれつき身体が弱いゆえの体調不良を心配し始めていた。孝太郎は素す早ばやく立ち上がり、晴海に近付いていく。

「だ、大丈夫で―――はうっ!?」

　するとここで更に晴海を追おい詰つめる出来事が起こった。孝太郎の大きな手が、晴海の額に押おし当あてられたのだ。

「熱はないみたいですね」

「本当に大丈夫ですからっ！」

　晴海は思わず声が上うわ擦ずってしまう。彼女はこの状況にすっかり慌あわてていた。本来ならここでも一つやらねばならない事があった。孝太郎にそっと抱だき付つき、その耳元に『大好きだから熱ぐらい出ます』と囁ささやかねばならなかったのだ。しかし孝太郎に心配をかけまいとする気持ちが強く出てしまい、ただただ大丈夫だと繰くり返かえすだけ。そして想定問答集の通りに出来ないでいる事で更に焦る。完全な悪あく循じゆん環かんだった。

「ちょっと失礼」

「きゃあっ!?」

　そんな晴海の事情を知らずに更に心配を募つのらせた孝太郎は、彼女を手早く抱き上げた。早々に寝ねかせた方がよさそうだという判断だった。

　―――あれっ、え、えと………何でこんな事になってるのっ!?

　晴海の方は大混乱だった。やりたい事が出来ずに、気が焦るばかり。それにこうして抱き上げられてしまうと、このまま孝太郎に身を委ゆだねたいという欲求に駆かられる。大好きな人の体温を間近に感じて、嬉うれしくない筈はなかったから。

「ちょっとここにいて下さいね」

「里見君、あの………」

「いいからいいから」

　孝太郎は一いつ旦たん晴海を部屋の隅すみに下ろして座らせると、自身は押おし入いれに向かった。そして押入れから布ふ団とんを引っ張り出す。孝太郎はそこに晴海を寝かせるつもりだった。

「あ、あう、ああぅぅ」

　しかしこれを勘かん違ちがいしたのが晴海だった。この時の晴海は孝太郎が彼女の体調を心配して、寝かせる為ために布団を敷しいたとは考えなかった。

　―――えっ、えっ、私っ、もしかしてこのままっ、ええっ!?　ちょ、ちょっと早いです里見君っ!!　心の準備とかっ、将来の計画性とかっ、いろいろっ、あのっ!!

　晴海はこの時、もっと別の非常に大だい胆たんな想像をしていた。おかげで動どう揺ようは深く、まともな言葉は口から出て来てくれない。

　―――でもっ、嫌いやがるのは何か違う気がするしっ、とっても失礼な気もするしっ、里見君が勇気を出してくれた訳でもあるしっ、これはこれでいいのかもっ!?

　そして再び孝太郎に抱き上げられた時、晴海はもはやこれまでと覚悟を決めた。だが抵抗するつもりはない。心のどこかで、いつかはと思っていた事だったから。

「先輩、しばらく大人しく寝ていて下さい」

「へっ………？」

　しかし孝太郎は彼女を布団に寝かせただけで、素早く身体を引いた。晴海が想像してしまったような事は、起こらなかった。

「さとみくん、これはどおゆう………？」

「最近無理が多かったですし………せめてクランやルースさんが戻もどるまでは、静かにしていて下さい」

「まさか………これって………」

　そこでようやく晴海の顔に理解の色が走った。孝太郎が布団を敷いたのは、晴海の身を案じての事。晴海が想像したような大胆な事は少しも考えていなかったのだ。

「きゃああぁぁぁぁっ!?　いやああぁぁぁぁっ、私ぃっ、わたしぃぃぃぃっ、とんでもないことをぉぉぉっ、いやあぁぁぁぁぁんっ!!」

「あ、あれっ？　桜庭先輩………？」

　困こん惑わくする孝太郎をよそに、晴海は布団の中に潜もぐり込み、何とか孝太郎の視線から逃のがれようとする。穴があったら入りたい、正しくそんな心境だった。もしこのまま孝太郎と向かい合っていたら、恥はずかしさで本当に死んでしまうだろう―――晴海は本気でそう思っていた。










　この騒そう動どうの顛てん末まつを見て、大きく肩を落としたのがキリハだった。この結末は流石さすがのキリハも予想外で、常に冷静で知的な彼女にしては珍めずらしく、非常に間の抜ぬけた表情を覗のぞかせていた。

「………馬ば鹿かな………どうしてこうなるのだ？　孝太郎を手玉に取るチャンスなら、何度かあった筈だぞ………」

　もしキリハが晴海と同じ状じよう況きようにあれば、最低でも二回、上う手まくすれば四回ほど孝太郎をからかうチャンスがあった。そしてそのチャンスをどう活いかせばいいのかは、想定問答集で教え込んであった。

『大きいブラザーは何もやってないのに、晴海ちゃんは手玉に取られたホー』

『不思議だホー。姐あね御ごの教育が完全に逆効果になっているホー』

　だが晴海はそれにことごとく失敗した。手も足も出なかった―――というよりも、何もしないうちから積極的に自じ滅めつしていったような状況だろう。これは今一つ人間関係を分かっていない埴輪でさえ分かる、鮮あざやか過ぎる惨ざん敗ぱいだった。

「これは………やはり徹てつ底てい的てきに向いていないのだろうな、晴海には………」
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　今回の事で浮き彫ぼりになったのは、やはり晴海には悪女が向いていないという事実だった。孝太郎を前にすると、晴海はどうしても内から溢れる善意を抑おさえ込む事が出来なくなる。何かをしてあげたい、喜んで貰もらいたい、そんな気持ちが素直に働いてしまうし、すぐにそれが態度に出てしまう。そしてそれらを精神の力でねじ伏ふせようとするから、過か剰じように緊張する。これは悪女以前の問題だった。

『姐さん、どうするホー？』

『諦あきらめるのは可哀かわい想そうだホー』

「正せい攻こう法ほうでは無理な事が分かった。そこで最後の手段に出ようと思う」

『最後の手段ホ？』

『そんなものがあるホ？』

「うむ、大胆な発想の転てん換かんが必要なのだがな」

　この悪い状況においても、キリハにはまだ最後の策が残されていた。一つの問題に対して複数のアプローチを用意するのが成功の秘ひ訣けつ。埴輪達は一度顔を見合わせて心配そうにキリハを見つめていたが、彼女の表情にはまだ自信が漲みなぎっていた。










　最後の策に出る前に、キリハは一応晴海への再教育と、再度の実地訓練を試みた。最後の策は奇き策さくに類するものなので、実行には慎しん重ちようさが求められる。しかしやはり結果は芳かんばしくなく、結局は最後の策の実行を決めた。晴海はキリハの想像よりも遥はるかに悪女に向いていない。もはやこれしか方法はなかった。










　キリハから今後は孝太郎にいつも通りに接していいと言われた時、晴海は大きく安あん堵どした。晴海自身も自分が向いていない事は分かっていたし、悪女をやる為にはいつも孝太郎の言動に目を光らせ気を張っていなければならない。キリハには簡単な事でも、晴海にとっては大仕事。だから普通に編み物研究会の活動をしていいというだけで、自然と笑えみが零こぼれてしまうのだった。

「桜庭先輩、何を笑ってるんですか？」

　孝太郎が編み棒を動かす手を止め、晴海の顔をじっと見つめる。特に何かがあった訳でもないのに晴海が微笑ほほえんでいたので、不思議に思ったのだ。

「いえ………やっぱり慣れない事はするものではないなって」

　すると晴海も編み棒の手を休め、より明確な笑え顔がおを作った。悪女をやる必要がないので、その反応は早かった。

「ああ、気持ちは分かります」

「里見君も？」

「俺おれの場合、編み物がそうでしたから」

　孝太郎も笑い出し、晴海に自分の編み物を見せる。今でこそ孝太郎も迷わず編む事が出来るが、始めたばかりの頃ころは苦労の連続だった。

「そういえば、最初は窮きゆう屈くつそうにやってましたね」

「力が入り過ぎて腕うでが筋肉痛になったり、指にまめが出来たり、散々でした」

「ふふふ、慣れない事にはつい力が入っちゃうんですよね」

「今にして思えば、何をやってるんだって感じですけど」

　二人は楽しそうに笑い合う。そんな事をしながら、晴海はつくづく思う。悪女はやはり自分には不向きであったと。

「でも桜庭先輩、慣れない事でも本当にやりたい事なら、やり続けた方がいいですよ」

「えっ？」

「俺の編み物みたいに」

「そうですね………そういう時は、頑張ってみようと思います」

　編み物は孝太郎が気持ちの整理を付ける為に必要なもの。本当にやりたい事であったから、慣れない事でもやり続けて習得した。だから孝太郎は、晴海も本当に必要な事であればやり続けた方がいいと考えていた。

　―――私は本当に悪女になりたかったのかな………？

　晴海は改めてそれを自分に問い直す。すると晴海の願望は、必ずしも悪女そのものではない事が分かった。晴海は結局、今のような何気ない幸せを求めている。そして孝太郎を困らせるのは別の方法でいいし、心の壁かべを崩すのもそう。晴海にはきっと、晴海らしい方法があるに違ちがいない。だから晴海が悪女にこだわったのは、無駄ではないのだろうが、失敗だったのだろう。

「最初は筋肉痛になりますけど」

「あは、覚かく悟ごしてます」

　しかし実は、晴海とキリハの想定外の部分で、悪女教育が効果を挙げ始めていた。

　―――筋肉痛………悪女なら大胆に攻せめるところだけど、私には無理よね………。

　キリハが晴海に施ほどこした悪女教育は、直接的な成果は挙げなかった。今後もそうだろう。だが、その教育は晴海に少しだけ変化をもたらした。その変化を感じ取り、孝太郎は不思議な気持ちを味わっていた。

　―――なんだか、最近の桜庭先輩はこう………妙みようにドキドキさせられるな………何かが変わったって訳じゃないんだろうけど………。

　晴海はもう悪女教育で得た技術を利用するつもりはないのだが、訓練中に出てきた状況やキーワードに遭そう遇ぐうすると、教え込まれた技術を思い出してしまう。それが結果的に晴海に自分が女性であるという事を明確に意識させ、女性特有の魅み力りよくを引き出してくれる。またそれを意識した事で照てれ臭くささも生じる。つまり状況やキーワードによって、晴海に突とつ然ぜん色気が出るのだ。

　これはもちろん、晴海が意識してやっている事ではない。しかし孝太郎の方は、晴海の変化を意識せざるを得ない。時折不意打ちのように女性らしい魅力が襲おそってくるから、対応に困ってしまったり、見み惚とれてしまったりする事が少なくなかった。結果としてキリハの悪女教育は間接的に効果を挙げ始めていた。

　―――悪女………そうだわ、言わなきゃいけない事があったんだっけ！

　そしてこの会話の流れから、晴海は大事な事を思い出した。実は晴海には、孝太郎に言わなければならない事があったのだ。

「そうだ里見君、一つやってみたい事があるんですけれど、お手伝いをお願いしてもいいですか？」

「構いませんよ、何ですか？」

　いつも通りの笑顔、照れくさくて僅わずかに赤らんだ頬ほお、そこに同居するようになった女性らしさ。元々晴海の頼たのみを断るつもりなどないのだが、そんな彼女の雰囲気に誘さそわれて、孝太郎はごく自然に首を縦に振っていた。

「実は私、悪女になりたいんです」

「悪女!?　桜庭先輩がっ!?」

　孝太郎は驚きのあまり編み棒を落としそうになる。そんな孝太郎を見て、晴海は笑顔の種類を変える。それは本当に楽しい時の笑い方だった。

「あはは、正確には悪女の演技を覚えたいんですけれど………その練習に付き合って貰えないものかと」

「演技？　ああ、なるほど、そういう事ですか。構いませんよ」

　悪女の演技を習得したいと言われると、孝太郎は自然と演劇の事が頭に浮かんだ。そして以前の演劇の時には二人で練習していたので、この時の晴海の頼みには別段抵てい抗こうは感じなかった。

「また二人で頑張りましょう」

「ありがとう、里見君っ！」

　孝太郎は晴海の頼みを快く請うけ負おった。この時の孝太郎は、晴海を立派な悪女に仕立てようと意気込んでいた。それがキリハでも不可能であった事だと、知らないままに。










　晴海からかかってきた報告の電話を終えると、キリハは大きく息を吐はき出し、携帯電話をちゃぶ台の上に置いた。そしてその傍そばに置かれていたお茶を一口飲む。一〇六号室で電話を待つ間ずっと心配していたので、ようやく肩の荷が降りたキリハだった。

『どうなったホ？』

『晴海ちゃんはうまくやったホ？』

「孝太郎は晴海を悪女にすると約束した。どうやら成功したらしい」

　実はキリハの最後の策は、晴海が孝太郎に悪女訓練の協力を求めるというものだった。悪女は出来ない事を要求したりさせたりして、相手を困らせる存在だ。晴海が悪女になるのは不可能なので、孝太郎に悪女になる手伝いを求めるという事は、出来ない事を要求する事になる。つまりこれによって孝太郎は困った状態に陥おちいり、定義上は晴海が悪女になる事に成功する訳なのだった。

『姐さんは天才だホー』

『本物の悪女だホー』

「やれやれ、一時はどうなる事かと思ったが………」

　キリハはこの結末に満足していた。悪女のやり方は女の子の数だけ存在している。晴海には晴海のやり方がある。晴海なりに孝太郎を手玉に取った訳なので、悪女になる事に成功したと言えるだろう。晴海にその自覚があるかどうかは、また別の話なのだが。

『でも姐さん、どうして晴海ちゃんに協力したんだホ？』

『姐御は大きいブラザー―――孝太郎と結ばれたいんじゃなかったホ？　ライバルに協力してよかったホ？』

　だが埴輪達はそんなキリハが不思議だった。自分が好きになった男性に好意を寄せる別の女性に協力するのは、賢かしこい行動とは言えない。埴輪達にはキリハが自滅したがっているようにしか見えなかった。

「………結ばれる事よりも、もっと大切な事がある。その為には晴海の力も必要なのだ。これまで以上にな」

　だがキリハは迷いのない瞳ひとみでそう言い切った。その瞳は晴海に勝まさるとも劣おとらないぐらい、深い愛情と優やさしさで満ちていた。

『………姐さんは本当に大きいブラザーが好きなんだホ。普ふ通つうはそこまで出来ないホ』

『姐御は悪女のふりが得意だけど、やっぱり悪女向きじゃないんだホー』

「秘密だぞ？」

『がってんだホー！』

『おいら達たちは口が堅かたいホー！』

　とても器用そうに見えるのに、結局は真まっ直すぐにしか生きられないキリハ。埴輪達はそんな主人の姿を見て、密ひそかにある決意をする。

『ホー、ホー』

『ホホーホー』

　その決意とは、いずれ孝太郎にこの時の経いき緯さつを全てバラそうというものだった。それは不器用な主人の為の、ささやかな反逆だ。つまりカラマとコラマは悪女の主人を見習って、悪埴輪になるつもりでいるのだった。







Episode2　なぐり逢えたら







　クランにとって科学技術の研究者である事は、皇族である事と同じくらい大きな意味を持つ。かつてのクランはその技術を自分の為に使う事しか考えていなかった。皇族の力の一つ、誇こ示じすべきものという考え方だったのだ。しかし地球や過去の世界で多くの経験を積んだ結果、彼女は自らの技術を世の中の為に使おうと考えるようになった。それこそが正しい皇族、正しい研究者の姿だろうと思い至ったのだ。

　その結果生み出されたのがＰＡＦ―――パワーアシストフィールドだ。このＰＡＦは実体を持たない、バリアーだけで作った強化外骨格―――パワードスーツだ。例えば物を持ち上げようとすると、身体を覆おおったエネルギー場が動きに合わせて変形して力を貸してくれる。しかし本来は機械装置で行う事を全てエネルギー場で行っているので、エネルギーの消しよう耗もうが大きく、また多くの技術的な困難も伴ともなう。同じ規模なら普通の強化外骨格の方が力は強く、長時間の利用が可能だ。だが医い療りようや福ふく祉し目的なら十分で、不要な時は電源を切ればいいという手軽さもあり、運用テストは好調だった。

「………なのにどうして格かく闘とう技ぎの機能を付けるんだ？」

　この日、孝こう太た郎ろうと静香はクランの依い頼らいで町外れの人気のない広場を訪おとずれた。彼女が新たに開発したＰＡＦの新機能のテストをする為だった。しかしその新機能が格闘技でＰＡＦの開発方針とは少しかけ離はなれていたので、孝太郎は戸と惑まどっていた。

「格闘技なのは手段であって、目的ではありませんわ」

「どういう事なの？」

　静香も孝太郎と同じような気持ちで、不思議そうにクランを見ていた。するとクランは小さく微笑むと、事情の説明を始めた。

「ＰＡＦによる一いつ般ぱん生活のアシストは、ほぼ完成したと思いますの。でも世の中には事故ってあると思いません？」

「ＰＡＦが事故るって事か？　確かにナノマシンは爆ばく発はつしたもんな」

「もうっ、いじわるっ!!　交通事故や転てん倒とう、落下物なんかの事ですわっ!!」

「ああ、そっちか」

　クランの本当の目的は事故などに対する対策だった。その開発の手段として、格闘技の機能を必要としていたのだ。

「あなたという人はもう………いつか本当に殺しますわよっ!?」

「まあまあ………クランさん、それで？」

「はぁ………ええと、ＰＡＦを必要とされる方は基本的に身体が弱かったり、お年寄りだったりする訳ですから、素早い動きが苦手でしょう？　だから事故に素早く対応する仕組みを付けたいんですの」

「分かった！　それで格闘技なのね！」

「そういう事ですわ」

　静香はここでクランの考えを理解して表情を輝かがやかせた。それを見たクランは嬉しそうに表情を緩ゆるめる。しかし孝太郎はまだよく分かっておらず、首を傾かしげていた。

「どういう事なんだ？」

「里さと見み君、格闘技って予期せぬ事故が連続して襲ってくるようなものじゃない？　だからそれに対応出来るなら、事故も防げる―――って事よね、クランさん？」

「ええ。要は緊きん急きゆう事態に対して、自動で高速に対応する仕組みを作りたいんですの。そして手軽な緊急事態が格闘戦だった、という訳ですわ」

「へぇ………」

　孝太郎にもクランの言わんとしている事が分かってきた。ＰＡＦは動きをサポートする装置なので、これまでは利用者の動きだけを見ていればよかった。しかし事故を回かい避ひする為には周囲の状況を常に見ていなければならない。そして周囲の情報収集をどの程度の頻ひん度どで行えばいいのか、システムはそれをどう処理すれば効率的なのか、解決しなければならない課題は多い。そうした多くの課題を解決する為に、クランは多くの事故のデータを必要としていた。そこで彼女が事故のサンプルとして目を付けたのが格闘技であった、という訳なのだった。

　―――クランのやつ、本当に大したやつだな………。

　孝太郎はクランの考えに感心していた。使う側の立場になって新機能の開発に余念がない。他の技術者を知らないのでどの程度なのかは分からないが、これが彼女の優すぐれた部分である事は間ま違ちがいないだろう。

「つまり、俺と大家さんはお前をボコボコにすればいいのか？」

「………その表現は気に入りませんけど、概おおむねそういう事ですわ」

「分かった、任しとけ。よぉしっ、やる気出て来たっ！」

「………あなた、絶対いい死に方しませんわよ」

　しかし孝太郎は素直にクランを褒ほめる事が出来ない。これまでの関係性が、孝太郎にそうさせてしまう。だがやる気が出ているのは本当だ。孝太郎はクランが納なつ得とくするまで、実験に付き合うつもりでいた。










　緊急対応の仕組みなので、ＰＡＦの格闘機能は着用者の動きとはリンクしていない。棒立ちのクランから新たに赤い手足が一本ずつ生えたような状態で、それが勝手に孝太郎と戦っていた。

「ああ、さっきの黄色よりは見やすい気がするぞ」

「確かに戦い易やすそうですわね」

「おう―――っと危ない」

「じゃあ、緊急対応はこの色にしますわね」

　今やっているのは、緊急時に手足を増やす必要が出た場合に、それを何色にするかという事だった。ＰＡＦを形作るバリアーは無む色しよく透とう明めいなので、単純に手足を増やしても目で見て状態を確認する事が出来ない。そこで視し認にん性せいのいい色で着色したいのだ。

「でもクランさん、地球ではこれをやると大おお騒さわぎになっちゃうんじゃない？」

　バリアーが一いつ般ぱん的てきなフォルトーゼでは問題なくても、地球の場合は人間の手足が前まえ触ぶれもなく増えたら大騒ぎは必至だろう。

「そうですわね………ハルミ用に関しては、ハルミにだけ見えるように仮想の映像を投とう影えいする事にしますわ」

「それはそれで怪かい奇き現象だがな」

　色がついていなければついていないで、見えない何かが危険を払はらい除のけるのだから、見た者は怪奇現象だと思うだろう。

「ハルミが死ぬよりはマシでしてよ」

「そりゃあもっともな話だ」

　しかしこれはあくまで緊急事態の話なので、孝太郎もクランもあまり問題視はしていない。友達が真のピンチなら、ゆりかは人目があっても魔ま法ほうを使うだろうし、早さ苗なえも霊れい能のう力りよくを使うだろう。これはそういう次元の話だった。

　―――なんだかんだでクランは桜さくら庭ば先輩を気にしてくれてるんだよな………。

　孝太郎はそんな事を思いながらしばらくＰＡＦと戦い続けた。クランの目的や晴はる海みへの気持ちを感じ取った事で、孝太郎はクランに協力してやろうという思いが強くなった。クラン相手だと照れ臭くて直接言えないが、こういう彼女の手伝いなら、幾いくらでもやってやりたかった。

　―――なんですの、この感じ………なんだか、胸の奥おくが落ち着かないような………。

　この時の孝太郎の気持ちはクランにも伝わっていた。しかし孝太郎がはっきりと言葉で示した訳ではなく、クランも対人関係の経験が乏とぼしい為に、おぼろげにしか伝わっていない。けれどそのおぼろげな何かが、クランの気持ちを揺ゆさぶっていた。

　―――特別な事なんて、何もない筈ですのに………。

　身に着けたＰＡＦは激しく孝太郎と戦っていたものの、クラン自身はほぼ棒立ちのような状態だった。そして目の前で自分―――正確にはＰＡＦ―――と戦っている孝太郎を見つめている。孝太郎はやけに楽しそうだった。ちょうどみんなでゲームをやっている時とよく似た雰ふん囲い気きだった。しかし孝太郎の瞳はただクランだけを見つめている。そしてその瞳の奥に、いつもとは違う柔やわらかな光が宿っていた。

　―――いつもこんな風に、見つめて下さればよろしいのに………。

　孝太郎が何を思っているのかは分からない。けれどその瞳が、クランを肯こう定ていしている事は彼女にも分かる。彼女にはそれが嬉しい。妙にドキドキとして落ち着かないが、これがずっと続いてくれればと願わずにはいられなかった。

「はーい、そろそろ三分経たつわよー！」

「そろそろ終わりみたいだぞ、クラン」

「あっ………」

　しかし幸せな時間はそう長くは続かなかった。孝太郎の体力の問題もあるので、元々予定されていた時間は三分間。クランがずっと続いて欲ほしいと願った矢先に、唐とう突とつに終わりを告げたのだった。










　三分間休みなしで戦っていたので、孝太郎は疲つかれ切きっていた。その証しよう拠こに、呼吸は荒あらく顔は紅潮している。そんな訳で孝太郎は広場の真ん中に大の字になり、空を見上げていた。回復までは幾らかかかりそうな雰囲気だった。

「なんだかんだで随ずい分ぶん頑がん張ばったのね、里見君。ふふふ」

「そ、そうですわね………」

　そんな孝太郎を、静香とクランが一いつ緒しよに見つめていた。だが同じ事をしているのに、二人の表情は対照的だ。静香は楽しそうな表情だったのだが、クランの表情には寂さびしさと照れ臭さが同居していた。

「どうしたの、クランさん？」

　クランの様子に気付いた静香がその顔を覗き込む。するとクランは首を大きく横に振ふり、その長い髪かみを波打たせた。

「あ、い、いえ、何でもありませんわっ」

　そしてクランは慌てて表情を取とり繕つくろうと、腕うで輪わを操作してデータの解かい析せきを始めた。その姿には誤ご魔ま化かそうとする時に特有の不自然さがあった。

「ふぅん、そう。だったらいいけど」

　静香はそんなクランをしばらく眺ながめていたが、それ以上は特に何も言わなかった。その代わりに静香は別の事をクランに尋たずねた。

「ところでクランさん、自分では格闘技とかを覚える気はないの？」

　何を言われるかと内心びくついていたクランだったが、幸いな事に話題は彼女が困る方向へは行かなかった。だからクランは大きく胸を撫なで下おろすと、静香に笑いかけた。

「………そのつもりはありませんわ」

「どうしてなの？」

「向いてないんですわ。昔から身体からだを動かすのは苦手ですの」

「もったいないなあ。格闘技に関する知識はもう十分なんだから、やれば強くなると思うんだけど」

　格闘技や料理は、知識と技術が両方とも必要になる。片方が欠けると、それが進歩の上限を作る事になってしまう。クランの場合、既すでに格闘技の知識は十分な域にある。だから後は技術を身体に叩たたき込めば、クランは格闘技で戦えるようになる筈はず。静香はそうしないでいるクランをもったいないと思っていた。

「適材適所ってあると思いますわ」

　しかしクランにはそのつもりはなかった。運動は苦手だし、研究が楽しかった。また身を守る為の手段は多く持っている。そうした事情から、クランは格闘技を必要ないと思っていたのだった。

「まあ、クランが格闘技でも強くなっちまったら俺の立場がないからな」

　そんな時、ようやく呼吸が整った孝太郎が身体を起こし、二人の会話に加わる。孝太郎はクランの味方だった。

「確かにわたくしを強くするより、ベルトリオンを強くする方が効果的ですわね」

　クランが格闘技を覚える時間を孝太郎の装備の強化に充あてた方が、効率的に多くの人間を守れる。クランと孝太郎はそういう意見だった。

「里見君まで含ふくめちゃえば、そりゃそうなんだけど………」

　静香は苦く笑しようする。静香としては格闘技そのものというよりも、精神面まで含めた武道をやって欲しいという意図だったのだが、二人にはうまく伝わっていないようだった。

　―――でもまあ、今のクランさんの研究への打ち込み方は、武道と同じような精神性を持っているような気もするし………これはこれでいいのかもしれないな………。

　効率よく敵を倒たおすのが武術なら、その武術の体得と共に自己を高めようというのが武道だ。その視点で言えば、クランは科学を効率よく利用するのではなく、あえて制限して人の役に立てようとしている。つまりクラン向きの武道は、既にやっていると考えるべきだろう。だから静香はあえてそれ以上は言わなかった。

　実は静香にはもう一つ、クランが武道をやった方がいいと思う事情があった。それはとても乙女おとめ的な事情だ。

「でもクランは運動不足だから、健康作りの為にはやって欲しいな」

「大きなお世話ですわっ！」

「あぁ、フォルトーゼの民たみは将来、ぶくぶく太った皇こう帝ていを―――」

「またそれを言うっ！」

　しかし見たところそれは十分なようだったので、静香はその意味においても特に必要ないだろうと結論した。










　孝太郎が元気になったところで、静香と孝太郎は実験の問題点の洗い出しを始めた。二人は記録映像を見て問題点を見付ける度に、実際に身体を動かしながらどう対応すべきだったのかを議論していく。実験を分ぶん析せきし、改善策を練る。非常に重要な作業だった。

「………でも里見君、防ぼう御ぎよならこうやって左で払う方がいいんじゃない？」

　ひゅっ、ぱしっ

「確かにそれが正しいんですが、それは大家さんのスピードだから出来る事であって、ＰＡＦが想定する緊急事態なら、確実性を取ってやっぱり―――」

「こう？」

　ひゅっ、ぱしっ

「そうそう、右の方がいいと思います」

「なるほどね。緊急時にＰＡＦがどういう状態かは分からないもんね」

　クランはそんな二人の様子をカメラで記録していた。この映像記録を参考にして制せい御ぎよ用のアルゴリズムを手直しする訳なので、クランは強い熱意を持ってカメラ越ごしに二人を見つめていた。だがしばらくそうしているうちに、クランはある事に気が付いた。そしてその事が、クランの議論への興味を削そぎ始めた。

　―――楽しそうですわね、二人共………。

　クランが気付いたのは二人の間にある空気だった。拳こぶしを交かわしながら議論をする二人は、とても楽しげに見える。そして特にクランの目を引いたのが二人の瞳だった。

　―――あの目………さっきのと、同じ………。

　孝太郎と静香がお互たがいに向けている瞳には覚えがあった。とても楽しそうで、同時に優しさが感じられる瞳。それは先さき程ほどクランのＰＡＦと戦っていた時の孝太郎の瞳と、同じものだった。活動的な孝太郎だから、こういう事をしている時が一番楽しいのだろう事はクランにもすぐに想像がついた。

　―――もし、わたくしが格闘技を覚えたら………ベルトリオンはずっとあの瞳をしていて下さるのかしら………。

　やがてクランは静香が羨うらやましくなった。自分が実験の時に三分しか見られなかったものを、静香は日常的に見ている。自分もそうなりたい―――クランがそんな風に考えるようになるまで、それほど時間はかからなかった。そしてそれが、クランの考えを転換させるきっかけとなった。

「ベルトリオン、シズカ！」

　だからクランは、二人が議論を終えた時に思い切って申し出た。

「わたくしに格闘技を教えて下さいませんことっ!?」

　それはクランにとって非常に勇気のいる言葉だった。らしくない事を言っている自覚はある。それでもクランは我が慢まん出来なかった。あの瞳をもっと自分にも向けて欲しい、そう思ってしまったから。

「どうしたんだ、急に。さっきはやらないって言ってただろ」

　目を丸くしたのは孝太郎だった。やはり孝太郎には、クランらしからぬ言葉だと感じられていた。クランの体力のなさは特筆すべきものがあり、山歩きをして途と中ちゆうで力ちから尽つきるなど日にち常じよう茶さ飯はん事じだった。

「気が変わったんですわ！　自分で出来れば、開発も容易ですもの！」

「ふぅん………？」

「う、うぅ………」

　そんな訳でクランが事情を説明しても今一つピンと来ず、何か別の事情があるのではないかと勘かん繰ぐってしまう孝太郎だった。クランはそんな孝太郎に困ってしまったのだが、そこへ静香が助け舟ぶねを出してくれた。

「まあまあ、里見君もクランさんの運動不足を嘆なげいていた訳だし、丁度いいんじゃないかしら？」

「それもそうですね」

　静香はクランの真の事情をおぼろげながらに理解していた。静香も女の子。クランの微び妙みような感情には理解があったのだ。そして静香の言葉のおかげで、孝太郎は納得する。確かに理由はどうあれ、クランに運動をさせるのは賛成だった。

「………」

「頑がん張ばりましょ、クランさん」

「え、ええ。その、ありが、とう」

「ふふふ」

　クランにも静香が助け舟を出してくれたのは分かる。そして恩知らずではいたくなかったから、クランは恥はずかしさを必死で押おし殺ころして、笑顔の静香に礼を述べた。










　クランに対する格闘技の指導は、孝太郎が直接教え、静香はその様子を少し離れて見ていて問題点を指し摘てきするという形を取った。このやり方が今の三人には一番効率的な指導方法だった。

「手だけで殴なぐるなよ。そうすると腕の力しか乗らない」

「分かっているつもり、なんですけれど」

「はははっ、お前の場合はそうだろうな」

　孝太郎の指導は理り屈くつよりも身体を動かせという方針だ。これは完全な初心者には乱暴な指導と言わざるを得ない。だがクランの場合、格闘技の力学的な解析は済んでいるので、孝太郎の指導に戸惑うような事はなかった。クランは孝太郎の指導に相あい性しようのいい弟で子しと言えるだろう。

「思った通りに、身体を動かすのって、大変ですのね」

「イメージと実際の動きが完全に一いつ致ちする人間は達人だけだ。気にする事はない」

「………」

　むしろクランが戸惑っていたのは、孝太郎がいつもの意地悪をしない事の方だった。普ふ段だんの孝太郎はクランが何か失敗するとすぐにからかう。しかし今は何な故ぜかそういう反応を示さない。クランにはそれが不思議だった。

「どうした？」

「あ、いえ………別に何でも………こ、こうかしら？」

「おう、マシになってきてるぞ」

「あ………」

　孝太郎がからかわないのは、クランのやる気が分かるからだ。いくら孝太郎でも、そういう人間をからかってはいけない事は分かる。しかしそういう孝太郎の気持ちが分からないから、クランは戸惑ってしまう訳だった。

　―――でも………悪い気は、しませんわね………。よし！

　普段意地悪な孝太郎も、時折クランを褒める時があった。ＰＡＦの開発を始めた時などがそう。今の孝太郎はその時の感じによく似ていた。どうしてそうなのかは分からなくても、これが続いて欲しいというクラン自身の気持ちははっきりしている。だからクランは真ま面じ目めに練習を繰くり返かえすのだった。










　クランは言われた事を素す直なおにやっていた。もちろん初心者なので、言われた事をきちんと出来る訳ではない。だがクランの場合は格闘技の仕組みは理解しているから、出来ないのは不真面目だからではなく、身体を上う手まく動かせないだけだ。しかも熱心に頑張っているので、孝太郎は感心するばかりだった。

「クランの奴やつ、意外に頑張るなぁ。前だったらとっくに音を上げてたのに」

「クランさんだって、やる時はやるわよ」

「あいつも成長したのかな」

　孝太郎と一緒に過去のフォルトーゼにいた頃ころのクランは、体力と根こん性じようがなく、運動が苦手だった。だからすぐに歩けなくなって、しばしば孝太郎が彼女をおんぶする必要があった。それに比べると今のクランは大きく進歩して見える。今も額に汗あせをにじませながら、孝太郎に言われた通りに型の練習を繰り返していた。

「成長というか、乙女の事情かしら」

　孝太郎と一緒にクランを眺めていた静香は、クランの事情が分かっている。そしてその事に気付かないでいる孝太郎に、仕方ないなあという意味の笑え顔がおを向けていた。

「乙女の事情？　そんな可愛かわいらしいタマじゃないと思うんですが」

「ふふふ、里見君が私と組み手をやれば分かるわよ」

「組み手？　どうしてですか？」

「いいからいいから。いくわよ！」

「おっとっ!?」

　孝太郎が気付かないままではクランが可哀かわい想そうだ―――そう考えた静香は、笑顔のまま孝太郎に殴りかかった。ここからは少しだけ笑顔の質が変わる。孝太郎との組み手は楽しいし、ちょっとした悪いた戯ずら心もあった。

「お、大家さんっ、ちょっとっ、加減して下さいっ！」

「イ・ヤ・で・すっ♪」

「おわわっ!?」

　静香は爽さわやかな笑顔のまま、怒ど涛とうのような連続攻こう撃げきを繰り出す。

　―――流石さすがは大家さんっ、ついていくだけで精せい一いつ杯ぱいだ！

　孝太郎は必死でそれを防ぎ続ける。クランの指導中なので静香は火か竜りゆう帝ていの力を使っていないが、それでも孝太郎は防戦一方だった。静香が日々積み上げてきた努力は、半はん端ぱなものではないのだ。しかし大変ではあっても、とても楽しかった。普段の生活の中では、本気を出していい機会はそうそうなかったから。

「ふふ、見て、里見君」

「えっ？」

　ここで何故か静香の攻撃が緩んだ。そして視線でチラッと横の方を示す。攻撃が緩んでいたので、孝太郎には静香の視線を追う余よ裕ゆうがあった。静香の視線の先には、型の練習をしていたクランの姿があった。

「………」

　クランは拳を前に出した状態でピタリと動きを止め、じっと孝太郎と静香達たちの方を見つめていた。

　―――どうしたんだ、クランの奴………？

　そしてクランの眼鏡めがねの向こう側にある瞳には、どこかもどかしげな光が宿っている。それは孝太郎が見た事のない、不思議な瞳だった。

「まだ分からない？　じゃあ………こんな感じでどうかしら？」

「わぁっ!?」

　孝太郎がクランに気を取られた隙すきをつき、静香はタックルを仕し掛かけた。しかしこのタックルは奇き妙みようなものだった。真正面から孝太郎に飛び付き、首筋にしがみつく。それはまるで、恋こい人びとの腕うでの中に飛び込むかのようだった。

「なっ、なにをなさってっ!?」

　その瞬しゆん間かん、クランの瞳が限界まで見開かれた。そしてぴったりと寄より添そう二人の姿を見た事で、これまで以上にもどかしげな表情を作る。手が所在なく動き、口は何度か開閉されたが、言葉は出てこなかった。

「大家さん、一体何のつもりですか!?」

　驚おどろいていたのは孝太郎も同じだ。だが孝太郎の場合は、静香がいきなり抱だき付ついてきた事に純じゆん粋すいに驚いていただけだった。

「これなら分かるんじゃない？」

「えっ？」

　そんな孝太郎に対して、静香は再び視線でクランを示した。孝太郎は先程と同じように視線を追う。すると表情が強こわ張ばり、もどかしげにしているクランの姿が見えた。

「………あっ………」

　クランは孝太郎と静香の視線が自分に向いている事に気付き、慌あわてて目を伏ふせた。そして誤魔化すように型の練習を再開する。クランの顔は真っ赤だった。

「あいつ………」

「もう分かったでしょ？　クランさんは里見君に構って欲しいのよ。でも意地っ張りでしょう、ティアちゃんに負けないくらい」

「あのクランがな………」

　ようやく孝太郎にも静香が言わんとしている事が分かってきた。今のクランの姿は、友達に声をかけたくてかけられないでいる子供のようだった。研究室に籠こもって他人を拒きよ絶ぜつしてきたクランだから、大きな進歩と言えるだろう。

「あいつも俺おれと同じで、変わろうとしているって事か………」

「そうなると思うわよ。でもクランさんの場合は、女の子の部分も変わろうとしているから、ちょっと事情は複雑なの」

　静香は少しだけ身体を離し、孝太郎に笑いかける。ようやく分かったか男の子め―――それはそんな意味の笑顔だった。

「そっか、あいつも女の子なんだよな………」

「あら里見君、私も女の子なんですけどっ!?」

「おわっ!?　なんでっ!?」

　話を理解して貰もらえた事で一度は納得したものの、孝太郎の視線がクランに行ったまま全く帰ってこないので、再び乙女タックルを敢かん行こうする静香だった。
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　クランが本格的に格闘技の練習を始めるにあたり、まず動き易いスポーツウェアを買いに行く事になった。

　実はクランは運動向きの服を持っていなかった。手持ちの中では研究用の作業着が一番動き易いが、安全第一で頑がん丈じような生き地じでできているので、ごわごわしてスポーツのレベルでは動き難にくい。そこでちゃんとしたのを買いに行こうという話になったのだ。

「何もここまで本格的にやらなくても………」

　だがクランは少しだけ渋しぶっていた。ウェアを買ってしまうと目に見えて大きな変化が起こり、これまで避さけてきた事を始めるんだと明確に示される。彼女にはそれが照てれ臭くさかった。

「何事もまずは形からって言うからな。丁度いい機会だろ」

「嫌いやがるのはウェアを見てからでも遅おそくはないと思うの。見るだけならタダだし」

　だから今は、孝太郎と静香が二人でクランを引っ張っていくような状態だった。どうせやるならちゃんとやろう。体育会系の二人はそんな意見で一致していた。

「でも………向いていないような気がしますし………」

「やっているうちに考え方だって変わってくるわよ。新しい事を始めるんだもの、不安はあって当然だわ」

「大家さんの言う通りだぞ。何事もやってナンボだ。お前が科学が得意なのも、始めてから分かったんだろうが」

「それはそうですけれど………」

　クランは横目でちらりと孝太郎を見る。孝太郎に構って欲しいクランだが、無様な姿を見られるのは恥ずかしい。単に新しい事が不安というだけでなく、そういう乙女の事情もあって怖おじ気けづいている訳なのだが、それを孝太郎に言う訳にもいかない。クランとしては難しいところだった。

「………あなたは単にスポーツ用品店で野球の道具が見たいだけじゃありませんの？」

　そんなクランに出来た事は、ちょっとした憎にくまれ口ぐちを叩いて抵てい抗こうするぐらい。その視線にもありありと恨うらみがましい感情が現れていた。

「それが無いとは言えない」

「ぬけぬけとっ、本当はわたくしの事なんてついでなのでしょうっ？」

「滅めつ相そうもない。クラリオーサ皇女殿でん下かが常に最優先です」

「あなたがそういう仰おつしやり方をする時は、大たい抵ていその逆が真実ですわっ！」

「ぶつくさ言ってないで行くぞ。セールは今日で終わりなんだから」

「帰りにあなたが何を持っているかが、目に浮うかぶようですわっ！」

　もちろん孝太郎も言われっぱなしではないので、すぐにクランとの憎まれ口の叩き合いに発展する。そのおかげでクランの弱気は姿を消していたのだが、クランはその事に気付いた様子はないようだった。

　―――なんだかんだで、いい関係なのよね、この二人。ただ………。

　静香はそんな二人の様子を微笑ほほえましい気持ちで見守っていた。でも二人は共に意地っ張りなので、ぎりぎりのところで素直になり切れない。だから静香は、そんな二人の間で緩かん衝しよう材ざいになるのが、自分の役目だろうと考えていた。










　スポーツ用品店に入るなり、孝太郎は野球用品のコーナーへ飛んでいってしまった。おかげでスポーツウェアのコーナーにいるのはクランと静香の二人だけになっていた。

「皇女殿下が最優先と仰ったくせにっ、結局野球の道具が目的じゃありませんのっ！」

　クランは置いてきぼりにされた事を怒おこっていた。実は孝太郎が一緒にウェアを選んでくれるのかと密ひそかに期待していたのだ。

「まあまあ落ち着いて。それだけが理由じゃないだろうし」

「そんな訳ないですわっ、あの嬉き々きとした顔っ」

　期待してしまった分だけクランの怒いかりは深く、静香がなだめようとしても収まらない。そこで静香はもう少し踏ふみ込んで孝太郎の事情を伝える事にした。

「あの男は―――」

「クランさん、周りをよく見て」

「―――わたくしの事なんて………って、なんですの？」

「ここってウェアだけじゃなくて、下着まで扱あつかってるでしょ？」

　女性用のスポーツウェアのコーナーには、下着まで置かれていた。最近は技術の進歩が目覚ましく、吸水性が高い素材や、触さわるとひんやりする素材を使った、高機能の下着類が多数存在している。デザインも工く夫ふうされていて華はなやか、一つの大きな市場を形成するに至っていた。

「クランさんは里見君に洗せん濯たくをさせていたから意識は薄うすいんでしょうけれど、普ふ通つうは男の子は女の子の下着のコーナーには居い辛づらいものよ」

　そして高機能の下着類は、スポーツウェアと向かい合うようにして陳ちん列れつされている。結果的に年とし頃ごろの男の子には居辛い空間になっていた。

「あっ………」

　静香に言われた事で、クランはようやく周囲の状じよう況きように目が行くようになった。この場所に陳列されている商品は半数近くが下着類、加えてクランや静香以外にも女性客が何人もやってきている。おかげでクランにもこの状況は男の子には辛い事が理解出来た。

「本当なら、クランさんのウェア選びは私に全部丸投げでも良かったのよ。なのにお店まで一緒に来てくれてる。男の子としては、大分気を遣つかってくれている方だと思うわ。もっとも、マッケンジー君なら涼すずしい顔で一緒に選んでくれそうだけど」

「か、関係ありませんわっ、そんな事っ。それよりウェアですわっ！」

　クランは静香の言葉を否定すると、陳列されているウェアに近付いていく。

　―――ホント、意地っ張りって損よね………。

　だがクランの言葉からは刺とげ々とげしさが消えていたから、静香は小さく微笑むとクランの横に並び、一緒にウェアを眺め始めた。










　幾ら研究一筋とはいえ、クランも女の子。だからウェアを選ぶ最初の基準は可愛い事。そしてその上で使い易いものを、という発想になる。だから最初に手に取ったのは、色の濃こさが違ちがうピンク色の生地を複数使った、可愛らしいデザインのウェアだった。

　―――わたくしの身長や体形からすると、この辺りのデザインがいいのではないかしら………？

　クランはウェアの上着を胸に当て、近くに置かれていた大きな鏡で似合うかどうかを確かく認にんする。そのピンク色のウェアは、彼女の肌はだや髪、目の色によく合っていた。強過ぎない色しき彩さいが彼女の繊せん細さいな容姿を引き立て、可愛らしいデザインがそれをより華やかに感じさせる。最初に手にしたものだったが、これで全く問題がないと感じられるぐらい、クランによく似合っていた。

「あら、すごくいいじゃない、それ」

「そ、そう思いまして？」

「ええ！　きっとみんな可愛いって言ってくれると思うわ」

「可愛い………みんなが………」

　クランは軽く頬ほおを赤らめると、自分の身体を見下ろす。静香に褒められた事で、自分の感じ方は間違っていなかったと少しだけ安あん堵どしていた。

　―――みんなって………ベルトリオンも………？

　だがここでクランは小さな不安を感じた。みんなの中に一人だけ、違う感じ方をする人間がいるかもしれないという事に気付いたのだ。

　―――こんな格好………らしくないって、笑われてしまうんじゃ………？

　クラン自身としては、そのピンク色のウェアには一ひと目め惚ぼれに近い感情を抱いている。しかし一番褒めて貰いたい相手に褒めて貰えなかったらという不安があった。普段の彼女とはあまりにもかけ離はなれたデザインだったから。

「もっと、シンプルなウェアはないかしら………」

「他のにするの？　それ、とっても似合ってると思うけど」

「あんまり普段と違い過ぎる格好で、笑われたくありませんもの………」

　結局クランは最初のウェアを陳列用の衣装掛かけに戻もどすと、別のデザインのウェアを物色し始めた。華か美びに走らず、皇女らしいつつましいデザインがいい。そうすればきっと笑われない。格かく闘とう技ぎを始めると決めた時とは違って、彼女を前向きにさせる材料が乏しく、後ろ向きな考えがクランを支配しつつあった。

　―――これは悪い展開ね………。

　静香にはクランの胸の内がおぼろげに想像がついていた。クランが最初のウェアを陳列用の衣装掛けに戻す時、ほんの一いつ瞬しゆん野球コーナーの方を見たからだった。

　―――こうなったら………よし！

　このまま放っておくと誰だれの為ためにもならない。そこで静香はこっそりクランの元を離れ、問題の原因となっている人物に会いに行く事にした。










　部活動で野球をやる事はなくなっても、孝太郎は未いまだに野球が大好きだった。今でも休日などに時折クラスメイトと野球をやったりする。だから野球用品はいつでも使えるように準備を怠おこたらない。この日はくたびれ気味のシューズを買かい替かえようかと、シューズが並んでいるコーナーにやってきていた。

「………うむむむ………予算ギリギリか………悩なやましいところだな………」

　孝太郎が欲しいシューズは、想定していた予算の上限ギリギリの値段だった。ギリギリならそれを買えばいいかというと、そういう訳ではない。シューズはすり減ったスパイクを交こう換かんするだけに止とどめれば、グローブの手入れに使うワックスや、予備のアンダーウェアなどを買う事が出来る。限られた予算をシューズに使うか、それとも全体的なメンテに充てるか、孝太郎はそこに悩んでいるのだった。

「この靴くつを買うの？」

　そんな悩める孝太郎の背中に声がかかった。孝太郎が振り返ると、そこには静香の姿があった。彼女は孝太郎の横に進み出ると、これまで孝太郎が見つめていたシューズに目を向けた。

「大家さん………それが、どうしようか悩んでます。予算ギリギリなもので」

「あはっ、相変わらず趣しゆ味みにはアルバイト代しか使わないのね？」

「そりゃあ、親おや父じやティアのお金で買うのはかっこつかないですから」

　現在の孝太郎には、目の前のシューズなど何十足と買ってもびくともしないだけのお金がある。それは父親からの仕送りや、ティアがくれる騎き士しの俸ほう給きゆうによるものだった。だが孝太郎は自分の趣味には、そのどちらも使いたくはなかった。

　仕送りは父一人子一人の父子家庭の父親が生活と勉強の為にと送ってくれたものだ。だからそれらは家賃や学費など、高校生活に必要な事だけに使われる。これは孝太郎のプライドの問題で、父親の負担にならないように、つまり一人の男として恥ずかしくない使い方をしたかったのだ。

　ティアからの俸給も状況は似たようなものだった。孝太郎はティアの家臣になったが、お金が貰えるから家臣になった訳ではない。だからそのお金を自分の為だけに使ってしまうと、矛む盾じゆんしているように感じられてしまう。その為ティアがくれる俸給は全額が貯金され、一〇六号室の複数の人間が必要としている時にだけ利用される。みんなで遊びに行ったりとか、全員の夕食を高級肉のすきやきにするとか、そういう場合だった。

　こうした事情から、孝太郎の趣味や遊ぶ為のお金は、遺い跡せき発はつ掘くつのアルバイトからしか出ていない。だからシューズ一足にこれほど悩む訳なのだった。

　―――ふふふ、どっちもシューズぐらい買ってやりたいと思ってるでしょうに………男の子は男の子で大変ね。でも今は女の子の問題の方を………。

　静香はそうやって内心で小さく苦笑しながら、彼女が孝太郎のところへやってきた目的を果たそうと口を開いた。

「ところで里見君、悩んでいるところを申し訳ないんだけど、ちょっと相談したい事があるの。いいかな？」

「相談ですか？　構いませんけど」

　孝太郎はすぐにシューズの事を頭の中から追い出し、静香に目を向ける。孝太郎の悩みは急ぐようなものではないのだ。

「実はクランさんのウェアの事なんだけど………」

　そして静香の声は何ど処ことなく深刻そうだった。だから孝太郎としては、シューズの事は後回しで構わなかった。

「クランの？」

「ええ。クランさんは可愛いウェアが欲ほしいみたいなんだけど、自分が可愛いのを着たら似合わない、笑われちゃうって、地味なのを買おうとしてるのよ」

「あいつがそんな事を………？」

　静香の話を聞いて、孝太郎は思わず女性用のウェアの売り場の方に目をやった。売り物が邪じや魔まで上半身しか見えなかったが、クランは売り場を行ったり来たりしている。どうしようか悩んでいる様子がありありと伝わってきていた。

「きっとあの時の事が悪かったんだわ」

「あの時？」

「ほら、お料理コンクールの時の………里見君はクランさんをコンクールに参加させる為に、料理なんか無理だって笑ったでしょう？　きっとあれを気にしてるのよ」

　孝太郎は以前、クランのプライドを刺し激げきしてお料理コンクールに参加させた事があるのだが、静香はそれがクランの気持ちを後ろ向きにしてしまっていると考えていた。

「俺のせいで、あいつが………」

　その時の事は、孝太郎もよく覚えている。そして意外なところで繊細なクランなら、それもありそうだと感じていた。

「ううん、あれは里見君だけじゃなくて、私のせいでもあるわよ。運も悪かったし」

　その時の経いき緯さつや刺激の仕方、そして結末が悪かった。静香はコンクールの参加者が喉のどから手が出るほど欲しかった。孝太郎がクランをからかったのは、それを知ってクランを参加させる為だ。また孝太郎が笑っても、クランがそれなりの料理を作れていれば何も問題はなかった。ほれ見た事か、わたくしはきちんと料理が出来る―――そんなクランに孝太郎が詫わびれば済む筈だったのだ。しかし結末は不運にもナノマシン同士の戦争という大失敗。結果的にクランは新しい事へのチャレンジを恐おそれるようになった。静香の願望、孝太郎の手段、クランの不運、三さん拍びよう子しがそろって生じた不幸だった。

　そんなクランが格闘技を始められたのは、強い動機とＰＡＦの開発という言い訳があったからだ。だが可愛いウェアにはそういう後あと押おしがない。クランが二の足を踏んでしまうのは仕方のない事だろう。

「だから何とかしてあげたくて。里見君、何かいい方法はないかしら？」

「そうですね………ちょっと待って下さい………」

　静香はこのままでいいとは思っていない。静香の願いが引き起こした事だからだ。これには孝太郎も同感だった。孝太郎の場合は手段を誤っている。そこで孝太郎と静香は一いつ緒しよになって頭を悩ませ始めた。

「まず前提として、クランが本当に欲しいものを買うようにしたい」

「でも里見君、ただ買わせるだけだと、クランさんは実際に袖そでを通して里見君が褒ほめるまで不安な時間を過ごす事になるわよ？」

「かといって、俺が可愛いのを買えって言うのも嘘うそくさいでしょう？」

「そうね………それはそれでクランさんが勘繰りそうだし………何か必然になるような事情があればいいんだけど………」

　すぐには結論は出ない。予期せず傷付けてしまった埋うめ合あわせは、なかなかに難しい問題だった。

　―――やはり何かしらの代だい償しようは必要か。仕方ない。

　そこで孝太郎は覚かく悟ごを決めた。それはクランを傷付けてしまった分だけ、自分が代償を支し払はらうという覚悟だった。

「大家さん、大家さんからクランが欲しいウェアを買うように言ってくれませんか？」

「それはいいんだけど、何か理由が必要よ？」

「大家さんが同じものを買うなら、クランも安心の筈はずです」

　クランが欲しいウェアを静香も気に入り、一緒に同じものを買う。もし孝太郎がクランを笑えば、静香も気を悪くする。だから孝太郎はからかったりしない筈―――そういう風に静香に誘ゆう導どうして貰おうというのだ。だが、この方法には一つ大きな問題があった。

「でも里見君、私は今日そんなに持ち合わせがないのよ。その方法は無理だわ」

　静香は大家として収入があるが、お金を使い過ぎないように、自分で定めた小こ遣づかい制を守っている。静香は孝太郎のアイデアには賛成だったが、残念ながらその為の予算が足りなかった。

「このお金で、クランと大家さんのウェアを買って下さい」

　そんな静香に向かって、孝太郎は自身の財さい布ふを差し出した。今日は野球用品を買う為に来たので、孝太郎の財布には静香とクラン、二人分のウェアを買うのに十分な額が入っていた。

「でもこれはシューズを買うんじゃ？」

　もちろん静香も簡単には財布を受け取れない。まだ高校生の二人だから、その額は決して簡単なものではないのだ。

「男には責任を取るべき時があります」

「じゃあ、私の分は後で―――」

「プレゼントなのに、片方からだけお金を取るのはおかしいでしょう？」

「それは、そうかもしれないけど………」

　孝太郎が二人にウェアをプレゼントするというのは、クランを説得するのに十分な言い訳になるだろう。孝太郎からのプレゼントだから、二人で同じものを買うという構図に説得力が出るのだ。それなのに静香がお金を出すのでは、理屈が合わなくなってしまう。

「それに………たまには大家さんにもいい事があったっていいじゃありませんか。いつも人の心配ばかりしているんですから」

　クランへのプレゼントはお詫びの意味があったが、孝太郎は静香にもプレゼントがしたかった。家族のいない静香は、基本的にプレゼントを貰う頻ひん度どが低い筈だったから。それに静香はいつも人の心配ばかりしている。コンクールではゆりかを、今回はクランを心配していた。そんな静香に日ひ頃ごろの感謝を示し、その頑張りを讃たたえるのは、決して悪い事ではない筈だった。

「………さとみくん………」

　静香は目を丸くする。孝太郎がそんな事を考えているとは夢にも思わなかった。

　―――きっと、全然分かってないんだろうな………そんな風に言われたら、私が何を思うのか………どうしようとするのか………。絶対に見苦しくしがみつくわ………だって、里見君みたいな人は、他にはいないもの………。

　静香は嬉うれしくて泣き出しそうになっていた。だが胸に手を当てて、溢あふれ出しそうな涙なみだを必死で堪こらえる。今はただ、笑っているべき時だった。

「………高くつくわよ、里見君」

「覚悟してます」

　そうやって孝太郎に笑いかけながら、静香はつくづく思う。やはり孝太郎は、あの一言でウェアどころではないものを買ったという事に、まるで気付いていないようだと。










　クランが新しいウェアに袖を通したのは、買いに出で掛かけた日の翌日の事だった。厳密には何度か自分の部屋で試着を繰り返しているのだが、他人の目に触ふれるのはこれが初めてだった。

「あら、やっぱりよく似合うじゃない」

　そんなクランに笑いかけたのが静香だった。静香もクラン同様に新しいウェアを身に着けているのだが、まずはクランを目立たせようと以前から使っているジャンパーを羽織っている。静香なりのお詫びの印だった。

「そ、そう思いまして？」

「うん。アップにした髪かみ型がたともバッチリあってるし、可愛かわいくて元気な感じに仕上がってると思うな」

「そうですの………それは良かったですわ………」

　静香の肯こう定てい的てきな言葉に、クランはホッと胸を撫なで下おろした。実はウェアを買って帰ってから、髪型をどうするのかで悩みに悩んだ。そしてウェアを着たまま何種類もの髪型を試ためした結果、今の髪型に落ち着いた。自信があってこれと選んだ訳ではなかったから、静香の言葉に安堵は大きかった。

「お世辞抜ぬきで、とっても可愛いと思うわ」

　言葉の通り、静香は本当にクランを可愛いと思っていた。元々素材が良いのに加え、いつもドレスや研究用の白衣、作業服だったので、実際以上に華やかな印象がある。このウェアで本当に良かった、静香はそう思っていた。

「ありがとう、シズカ。そう言って貰えると………嬉しいですわ」

　クランも笑顔を作った。クランも女の子なので、可愛い格好には憧あこがれがある。だから運動用のウェアとはいえ、それを達成できた事は大きな喜びだった。それもあって、クランは静香が一緒にウェアを買いに行ってくれた事に大きく感謝していた。多少照れ臭くはあったのだが。

「これならきっと里見君も褒めてくれるわ」
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「だといいんですけれど………」

　孝太郎の名前が出ると、クランの表情が少しだけ曇くもってしまう。やはりクランにとっては過去の世界でずっと苦楽を共にしてきた相棒の評価は無視できない。それでいて苦楽を共にしてきた事自体が、孝太郎とクランの関係を男女のものから遠ざけてしまっている。今いま更さら可愛いと思って貰えるのかどうか。またらしくない事をしていると笑われるのではないか。クランの不安は尽つきなかった。

「心配しなくて大だい丈じよう夫ぶよ。私と同じ格好してるんだから、いつもみたいにからかったりはできないから」

「………言わなくても、思っていたら同じですわ………」

　静香がフォローしてもクランの表情は晴れない。むしろ時間の経過と共に、その表情はだんだん不安の色を濃くし始めていた。常に最悪を想定するのが科学者の務めだが、女の子としてはそれが大きく足を引っ張っているようだった。

　―――これは、言ってあげた方がいいのかもしれないな………。

　このままではいけない―――そう感じた静香は、秘密にしておく筈だった事を暴ばく露ろしてしまう事に決めた。

「クランさん、いい事教えてあげましょうか？」

「えっ？」

「本当は口止めされてたんだけど………実は私がこのウェアを欲しいって言ったの、里見君の差し金なの」

「ベルトリオンのっ!?」

　眼鏡の向こう側でクランの瞳ひとみが限界まで見開かれる。静香の言葉はクランが想像もしなかった事だったから、すぐには信じられなかった。だからクランはいつになく慌てた様子で早口に訊きき返した。

「どっ、どういう事ですのっ!?」

「実は里見君、お料理コンクールへの参加を決める前に、クランさんには料理が出来ないだろうって笑った事を後こう悔かいしていたらしいの」

「あの時の事を………」

　クランもその時の事ははっきりと覚えている。そしてその後の大失敗も。今の姿を不安に感じてしまう事には、その時の事が少なからず影えい響きようしている。また笑われたら嫌だという発想は、その時の経験が思い起こされて生じるものだったから。

「でも里見君は男の子だから、クランさんとのこれまでの付き合い方の問題もあって、面と向かっては謝あやまれないわけ。だから私へのプレゼントを口実にして、クランさんにもプレゼントでこっそり詫びようって事なの。男の子も大変よね？」

「そんな事が………これは、ベルトリオンのお詫び………そう、でしたの………」

　クランは反射的に自分のウェアに目を落とした。これは孝太郎がクランに女の子らしくないと言ってしまったお詫び。そしてクランに女の子らしい姿をさせる為にプレゼントしてくれたもの。その事が少しずつ心の中に沁しみ込み、クランの不安を溶とかしていった。

「で、でも今いま更さら詫わびても遅いですわっ！　わたくしの心を弄もてあそんだ事がっ、プレゼント一つで誤ご魔ま化かせると思ったら大おお間ま違ちがいでしてよっ！」

　不安が消えた事で、クランはいつもの元気を取り戻していた。直前までの後ろ向きな印象は完全に消え、まるで別人のようだった。そんなクランを見て、静香は微笑む。

「………男の子も大変だわね、これじゃあ………ふふふふっ………」

　クランは口では孝太郎を非難しているのに、その表情はとても明るい。そして自分が着ているウェアを繰くり返かえし見て、乱れや汚よごれがないかを確認している。鏡を覗のぞき込んで髪型のチェックにも余念がない。その様子からクランの本心は明らかなのだが、彼女はそれを絶対に認めない。結局は孝太郎といい勝負。二人とも素す直なおではない―――だから静香は笑うのだった。










　クランと静香は既すでに格闘技の練習場所にしている広場へやってきていたのだが、孝太郎はまだ姿を現していなかった。正確には、やってきていたのに出ていけなかった、というのが正しいだろう。

「………里見君はどうしてこんな場所に隠かくれているの？」

「大家さん………よくここが分かりましたね？」

「この辺りには里見君以外に大きな生き物の気配がないんだもの」

　静香はなかなかやってこない孝太郎を不思議に思い、クランに準備運動をさせつつ、自分で捜さがしにやってきた。そして静香の鋭えい敏びんな感覚が、物もの陰かげに潜ひそんでいる孝太郎を発見したのだった。

「出辛い？」

　静香はしょうがないなあという顔で笑っていた。孝太郎はそんな静香に向かって、肩かたを竦すくめて見せた。

「出辛いというか………何て言ってやればいいか、分からなくて」

　孝太郎はこの場所に隠れていたというよりは、クランと会う前に適切な言葉を探していたというべき状況だった。

「素直に思ったままを言えばいいのよ」

「クラン相手だと、どうにも憎まれ口が出てしまうんです」

　孝太郎は苦く笑しようすると、素直に静香の言葉に答えた。静香には素直になるのが簡単だったが、クラン相手だとうまくいかない。孝太郎もそんな自分の悪い癖くせを自覚しているので、本音と悪い癖が折り合える、ぎりぎりの言葉を探していたのだ。

「それは怒ったクランさんが可愛いから？　それともクランさんに甘あまえているの？」

「………手厳しいですね、大家さんは」

　静香は曖あい昧まいな態度を良しとせず、容よう赦しやなく孝太郎の本音に斬きり込んで来る。それは格かく闘とう家からしく一いち撃げき必殺、孝太郎の痛いところを直ちよく撃げきする言葉だった。

「どっち？」

　静香は声も視線も優やさしい。しかしそのどちらにも、筋の通った明確な意思が込められている。孝太郎はそれに抗あらがう事が出来ず、仕方なく本心を明かした。

「そうですね………多分、その両方なんじゃないかと」

「つまり里見君は、クランさんを可愛いって思ってる。この間の失言も詫びたい。でも面と向かったら違う事を言いそうで、ここで逃にげ道みちを探していたと」

「本当に手厳しいですね、大家さんは。そんなところです」

　これが格闘技の試合なら、いわゆる秒殺レベルの完敗だろう。もはや孝太郎は白旗を揚あげて降参する以外になかった。

「ふふふ、素直で宜よろしい」

　そんな孝太郎に満足した静香は、ジャンパーのポケットの中から何かを取り出し、それに向かって話しかけた。

「………そういう事みたいよ、クランさん」

「大家さんっ、それはまさかっ!?」

「ぴんぽーん、その、ま・さ・か♪」

　静香が手にしていたのは、いつもクランやティアが使っている腕うで輪わだった。そして腕輪は通信機能が起動されていて、この場所での会話をどこかへ送り続けていた。その相手はもちろん、準備運動をしている筈のクランだった。

『あの………ベルトリオン、その………』

「あ、ああ………」

　腕輪からクランの声が聞こえてくる。その声に誘さそわれて、孝太郎は反射的にクランの方を見た。すると彼女は広場の真ん中で、孝太郎の方を見ていた。その顔は真っ赤で、自分の服や髪かみの様子をしきりに気にしている。それはこれまでのクランからは大きくかけ離れた、とても女の子らしい、魅み力りよく的てきな姿だった。

『もう、何も仰らなくて構いませんから………そ、その、近くまで見に来て、下さいませんか？』

「分かった、すぐ行く。でも、言うべき事はちゃんと言うから」

『………はい………お待ちして、おりますわ………』

　その言葉を最後に、クランとの通信は途と切ぎれた。孝太郎にも、この先は面と向かって話すべきだと分かっている。覚悟を決めた孝太郎は物陰を抜け出した。広場の真ん中では、クランが胸を高鳴らせて待っている。これ以上、待たせる訳にはいかない。孝太郎はクランに向かって近付いていった。

「よし、任務完かん了りよう。まったく、二人とも世話が焼けるんだから………」

　孝太郎とクランが迎むかえた結末に満足すると、静香は腕輪をポケットにしまいこんだ。その顔は本当に嬉しそうだった。孝太郎はそんな静香の様子に気付き、小さく微笑んだ。

「結局、大家さんは最後まで人の世話ばかりですね？」

「自分だけ楽しくても落ち着かないのよ。これも大家の性しよう分ぶんかしらね？」

　静香は事もなげに笑う。それで当たり前だと考えているから、その笑え顔がおには透すき通とおるような美しさがあった。しかし孝太郎には、むしろそこが心配だった。

「それじゃあ損してばかりですよ」

「そ・れ・は、里見君には言われたくありませんっ♪」

　静香はからかうような調子で切り返した。静香から見れば、孝太郎は自分以上に損をしている。その孝太郎から損をしていると言われるのは心外だった。

「大家さん………」

　その笑顔を見て、孝太郎は静香には敵かなわないなという思いを強くする。そして同時に、幸せにならなければいけない人だとも感じていた。

「それにね、私が不幸だと思うんなら、そう思う人が対応すればいいのよ」

　静香はそう言うと、挑ちよう戦せん的てきな瞳で孝太郎を見上げる。

『私は不幸みたいなんですけど、放っておくつもりですか？』

　孝太郎にはその瞳がそう言っているように思えた。

「私にだって、きっといい事あるわよ。そう思わない、里見君？」

「………思います」

「ホラ、問題ないでしょう？」

「大家さん、あなたは………」

「んっ？」

「………いえ、何でもありません。行きましょう、クランが待ってます」

「ええ。やる事が沢たく山さんあるものね？」

「はい」

　そうして孝太郎と静香は、クランと合流すべく走り出した。これから起こる事は普ふ段だんと大して変わりがない事ばかり。お喋しやべりをしたり、格闘技の練習をしたり、あるいは多少の口くち喧げん嘩かをしたりというものだ。けれど、きっといい事があるだろう。今の三人は、その事を少しも疑っていなかった。







Episode3　今しばらく美しく







　エルファリアは特定の条件を満たした場合を除くと、言動は優ゆう雅がで知性に満ちている。しかし元々性格は独創的なので、他人に同等の振ふる舞まいを求める事はないし、自身を皇こう帝ていとして扱えと言う事もない。最低限の人と人の間にある礼れい儀ぎが守られていれば、むしろ皇帝扱あつかいされない方がいいというのが彼女の考えだった。

「ティアママ、甘あま栗ぐりならあるけど食べる？」

「アマグリってなんですか？」

「えっとね、木の実を焼いただけの甘いお菓か子し………だと思う」

「面おも白しろそうですね。是ぜ非ひいただきます」

「あいあい、待ってて～」

　暇ひまを持て余したエルファリアが一〇六号室を訪ねた時、そこには録画してあったアニメを見ている早苗とゆりか、そして家か計けい簿ぼとにらめっこしている真希の姿しかなかった。三人はエルファリアの来訪を歓かん迎げいし、お茶とお菓子でもてなそうとした。だが不幸にして、この三人の中には上流階級の人間を相手にする時の礼儀を身に付けている者はおらず、辛かろうじて真希が目上の人間への敬意の払はらい方を知っている程度だった。当然エルファリアへの対応は間違いだらけだったのだが、前述したような理由から彼女はそれに腹を立てるような事はない。逆に少女達から、単なる友達のお母さんとして歓かん待たいされている事を嬉しく思っていた。

「あーうー、えーとぉ………」

「ゆりか、なんだったらお茶を淹いれるのを代わりましょうか？」

「ホントですかぁ!?　お願いしますぅ、真希ちゃぁん！」

「あなたはお菓子を載せるお皿とか、手を拭ふくタオルなんかを用意して頂ちよう戴だい」

「はぁい、わかりましたぁ！」

　エルファリアが楽しそうに見守る中、三人の少女達は協力してお菓子とお茶の用意を進めていく。幸いな事にお菓子もお茶も、それなりのものが用意されつつある。礼儀はともかく、女の子としてはギリギリセーフの三人組だった。










　お菓子とお茶の用意が出来ると、四人はちゃぶ台を囲んでおしゃべりを始めた。今は土曜の午後で別段急がなければならない用事はない。アニメや家計簿は後回しで構わないので、三人の少女達はエルファリアという珍めずらしいお客の方に興きよう味み津しん々しんだった。

　ぱきょ

「………それでティアママ、今日は何しに来たの？」

　早苗はお菓子―――甘栗の殻からを割りながら単刀直入に切り出した。礼儀はともかく、エルファリアが何者でどういう状況なのかは早苗も知っている。急ぎの用事だと困るので、一応気を回した早苗だった。早苗の心配そうな表情からそれをおぼろげに感じ取ったエルファリアは、優しい表情で早苗に笑いかけた。

「特に用事はないのですが………強しいて言えばティアの様子を見に来た、というところでしょうか。ほら、今日なら土曜日で忙いそがしくないでしょう？」

「ふーん、そっか。………んふ～♪」

　早苗はすぐに笑顔になると、殻と薄うす皮かわを剥むいたばかりの甘栗を口の中に放ほうり込む。その笑顔は安堵した為であり、同時に甘栗が甘くて美お味いしかった為でもあった。

　ぱきょっ

「………あら、思ったより素直に割れるんですね」

「でも不器用だとああなるよ」

「………うっうっうっ………また実ごと割れちゃいましたぁ………」

「………。ゆりか、これを食べなさい」

「ありがとごじゃいましゅぅぅぅ………」

「あらあら、ふふふ………」

　見よう見まねで栗くりの殻と薄皮を取り除いたエルファリアは、早苗の仕草を真ま似ねて栗の実を口の中へ放り込む。するとエルファリアの口の中に上品な甘さと独特の風味が広がっていった。

「あら、ほんのり甘くて美味しい」

「でしょ!?」

「それに香こうばしい、いいにおいが」

「どんどん食べて！　あたしたちはまた買って来ればいいから！」

「ありがとう、サナエさん」

　自分の好きなものを気に入って貰もらえた事で、早苗はすっかり上じよう機き嫌げんだった。まるで自分が褒められたかのように喜び、しきりにエルファリアに甘栗を勧すすめる。その様子を見たエルファリアは、ティアが子供だった頃ころの事を思い出していた。

　―――子供というのは、あっという間に育ってしまうものなのですね………。

　今のティアは滅めつ多たに子供のように振る舞う事はない。心身共に成長して、立派な皇女になってしまったからだ。それがエルファリアには少し寂さびしい。だが例外的に一〇六号室では子供っぽいティアが見られる。土曜の休みにここを訪おとずれた事には、多分にそうした事情も含ふくまれていた。

「そういえばぁ、ティアちゃん達はどこへ行ったんでしたっけぇ？」

　ようやく割れていない栗の実を口に出来た事で、ゆりかは泣なき止やんでいた。

　ぺきょ

　だが次の栗はまた実ごと割れてしまい、ゆりかは残念そうに肩を落とした。そんなゆりかに苦笑しつつ、真希は愛用の手帳を開いた。

「今日は………ティアさんはルースさんと一緒に演劇部に行っています」

「あれ？　ティアは演劇から手を引いたんじゃなかったっけ？」

「相談には乗っているようですよ。原作者ですし」

「そりゃそーか」

「もしかして、演劇というのは『白銀の姫ひめと青き騎士』の事ですか!?」

　ティアの行き先を聞いて、エルファリアが目を輝かがやかせた。ティアが青騎士の伝説を演劇にした事は既に聞いている。やはりフォルトーゼ出身の彼女には見み逃のがせない話だった。

「そうですよぉ。去年みんなで台本を書く勝負をしてぇ、ティアちゃんが青騎士の話で勝ったんですぅ」

「ふふふ、あの子は青騎士の伝説だけは誰よりも詳くわしかったですから………厳密には、卑ひ怯きような勝ち方かもしれませんが」

　エルファリアは小さく苦笑する。ティアが勝てたのは、地球では青騎士の伝説を知る者がいなかった事が大きく影響している。だからもしフォルトーゼで同じような勝負をしたら、結果は違ちがっていたかもしれないと思っていた。しかしティアが勝った事が誇ほこらしくもある。母親としては当然だろう。だからエルファリアの苦笑は、最終的には嬉しそうなものへと変わっていった。

「………ほふぁ………」

　ゆりかはそんなエルファリアの笑顔に見み惚とれていた。女性らしい繊せん細さいな顔立ち、涼すずしげな眼め元もと、柔やわらかな曲線を描えがく唇くちびる。同じ女性から見ても、エルファリアはびっくりするほど美しい。どう見ても二十代半ばくらいなのに、これで一児の母だというから驚おどろきだ。エルファリアはティアの母親。決してティアの姉ではないのだ。

「どうしました、ユリカさん？」

「あ、え、えっと………」

　ゆりかの様子がおかしい事に気付いたエルファリアが、彼女に笑いかける。それで我に返ったゆりかは、慌あわてて両手をぱたぱたと動かしながら、思っていた事を口にした。

「その………エルファリアさんがぁ、とても綺き麗れいだからぁ、凄すごいなぁって………」

「あっ、それはあたしも思う！　ティアママは若くて綺麗！」

「私もそう思います。その若さと美しさの秘ひ訣けつをお訊きしたいです」

　早苗の母も若く見える方だが、エルファリアほどではない。だから早苗はその秘密が知りたくて仕方がない。真希は単純に女の子として美しくあり続けたいと思っている。少女達は三人ともエルファリアの美の秘訣に興味津々だった。

「ふふふ、これは私がどうこうというより、フォルトーゼの技術による部分が大きいんですよ」

　エルファリアにも女の子の事情はよく分かるから、素直にその秘密を明かした。またこれを秘密にしておくのは卑怯な気もしていた。

「整形でもしてるの？」

　早苗は地球的な発想でそういう風に考えた。今の地球では、見た目の若さを保つのは整形が一番なのだ。ちなみにそれが不敬であるという発想はない。だがやはりエルファリアは怒おこったりしない。楽しそうに笑いながら首を横に振った。

「いいえ、そうではなく………。ええと、私は皇帝ですから、病気になっては困りますよね？」

「うん。リーダーが寝ねてたら困る気がする」

「ですから自分で何もしなくても、周囲が私の健康に気を遣つかってくれるのです。その結果がこうなのです」

　神聖フォルトーゼ銀河皇国は、植民星まで含めると数百億の人口を誇る。その頂点に立つ皇帝が病気になれば大変な事になってしまうので、その健康管理は最優先課題となる。そこで周囲はあらゆる手段を講じてエルファリアの健康を守る。彼女が若さと美しさを保っているのは、国を安定させる為ための手段が結果的にもたらしたものなのだった。

「フォルトーゼは技術が進んでいるから、特にその傾けい向こうが強いんじゃないかしら」

　この真希の推測は正しい。若さを保てば健康に繋つながるのは明らか。そして地球とフォルトーゼには科学技術に大きな格差がある。だから若さを保つ技術は、地球のそれとは大きく異なっている。エルファリアは見た目だけでなく、実際の肉体年ねん齢れいが若いのだった。
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「偉えらいって大変だねぇ………それじゃあズル休みも出来ないんじゃない？」

「そうなんですよ。すぐに嘘がばれてしまうんです」

　エルファリアは活動的な性格をしており、しかも肉体的にも若いので、執しつ務む室しつに籠こもっていると遊びたい衝しよう動どうに駆かられる事が多い。しかし進んだ技術のせいで医い療りようスタッフに嘘が通じず、結局公務は休めないのだった。

「わたしはぁ、ズル休み出来ないとぉ、やっていけない気がしますぅ」

「………ゆりか、貴女あなたはやっぱり里さと見み君に一生面めん倒どう見て貰いなさい」

「そのつもりですぅ」

「あんた、自立する気は欠片かけらもないのね」

　だがエルファリアは、明るく元気にお喋りを続ける三人の少女達を眩まぶしそうに見つめていた。目の前の少女達は、心のままに生きていた頃のエルファリアを思わせる。彼女にとって特別な意味を持つ年とし頃ごろだった。

「どうしたの、ティアママ？」

「どうもしませんが、今の皆みなさんが少し羨うらやましくて。私が遠い昔に置いてきたものを、今この瞬しゆん間かんに体験しているんだなぁって」

　エルファリアの言葉には嘘はない。だがその言葉には一いち抹まつの寂しさが混じっている。他人の感情に敏びん感かんな早苗には、それがよく分かる。そして早苗には、それを放っておく事が出来なかった。

「じゃあさ、ティアママも続きをやろーよ」

「えっ？」

　エルファリアは目を丸くする。早苗が配はい慮りよしてくれている事は分かったが、どういう意図によるものなのかがさっぱり分からなかった。

「もっと若くなってさ、あたし達と一緒にワーワーしようよ。こっちにいる間は比ひ較かく的てきヒマなんでしょ？」

「サナエさん………」

　早苗の言葉はエルファリアの胸に大きく響ひびいた。エルファリアにとって、それはとても嬉しい言葉だった。だが、これには一つ大きな問題があった。

「ありがとう、サナエさん。でも………フォルトーゼの技術にも限界はあります。これ以上若返るのは難しいでしょう」

　早苗の申し出は本当に嬉しかった。しかしこれ以上若返るのは技術的に困難なので、実現する可能性はない。それに心の方まで若返る事は出来ない。だからエルファリアはこの時点で諦あきらめていた。

「ふっふっふ、あたし達を嘗なめて貰っては困りますなぁ、ティアママ」

　早苗はあくまで自信たっぷりだった。彼女もエルファリアの言葉の意味はちゃんと分かっている。しかし早苗にはその問題を覆くつがえすだけの算段があった。

「あたし達三人の魔ま法ほう少女の力があればっ、何年か若返る事ぐらい、ちょちょいのちょいなのですっ！」

　早苗の霊れい能のう力りよく、真希とゆりかの魔法。

　三人で力を合わせれば、永遠に美しくとまではいかないだろうが、エルファリアが過去に置いてきたものを取り戻もどせるに違いない―――早苗はその自信に満ち溢れていた。










　フォルサリア魔法王国のアークウィザードであるゆりかは、魔法の私的な利用を防ぐという任務がある。だからエルファリアを若返らせるという早苗のアイデアには反対せざるを得なかった。

「駄だ目めですよぉっ、早苗ちゃぁん！　魔法は好き勝手に使っちゃいけないんです！」

　レインボゥハートの戒かい律りつは絶対だ。根こん拠きよなく私的に魔法を利用すれば、ゆりかは解任されて借金の山だけが残る。避さけねばならない未来だった。

「じゃあ、とりあえずあたしと真希だけでいいや」

「そういう意味じゃないんですよぉっ！」

「でもゆりか、意外と根拠なしって訳でもないかもしれないわ」

　ここで真希が、早苗とゆりか、双そう方ほうの妥だ協きよう点てんを提供する。彼女の視点ではゆりかも協力できる可能性があったのだ。

「ほへ？　どういう意味ですかぁ、真希ちゃん？」

「それはね、ダークネスレインボゥがフォルトーゼにちょっかいを出すのがほぼ確実だからよ」

　フォルサリアでの決戦の後、ダークネスレインボゥの幹部達は姿を消した。エゥレクシスや真ま耶やも同時期に姿を消している事からすると、フォルトーゼへ向かったと考えるのが妥だ当とうだろう。つまり今後、フォルトーゼに関連した問題にダークネスレインボゥが絡からんでくる可能性が非常に高いという事になる。それはそのまま、エルファリアの身に魔法の悪用による危機が迫せまっているという事でもあった。

「その危機を回かい避ひする為には、常に一いつ緒しよにいて魔法でエルファリアさんを守り続ける必要があるわよね？」

「それは………そうなると思いますぅ」

　ダークネスレインボゥの襲しゆう撃げきが予想されるなら、エルファリアの護衛に魔法が必要になるのは必然だろう。これはゆりかも同感だった。

「でも常に一緒にいるのって大変でしょう？」

「それも、そうだと思いますぅ」

　ダークネスレインボゥの幹部達の魔ま力りよくに対たい抗こう出来るのは、レインボゥハートのアークウィザード七人のみ。フォルサリアや地球の防衛にも人手がいるので、恐おそらくエルファリアに回せる人間は一人か二人。それでは殆ほとんど護衛を休めないという事になる。危険な状じよう況きようと言えるだろう。

「だったら、エルファリアさんを若返らせて、身体能力を強化するっていうのは方法論としてあながち間違いじゃないと思わない？」

　若返るという事は、単に美び貌ぼうが戻るというだけではない。若い頃の体力が戻るという事でもあるから、それによって基き礎そ的てきな危険が減る。足が速くなり、スタミナが増し、打たれ強くなる。これに通常の魔法による防ぼう御ぎよ策さくをプラスすれば、人手が不足している問題は大おお幅はばに緩かん和わされるだろう。

「それは………」

　ゆりかは迷い始めた。確かに真希の言葉は筋が通っている。ダークネスレインボゥの脅きよう威いが想定される以上、エルファリアを若返らせる事は必ずしも魔法の私的利用とは言えないかもしれない。しかしどこか誤魔化しのようにも感じてしまい、ゆりかには最後の一歩が踏ふみ出せない。ゆりかは普段はいい加減だが、魔法少女という役目に関しては手を抜く事が出来なかった。そんな迷えるゆりかを決断させたのは、意外にも早苗だった。

「ねーゆりかー。レインボゥハートって、もともとフォルトーゼの魔ま法ほう使つかい軍団だったんでしょ？」

「その筈はずですぅ」

「だったらなんで皇帝に魔法使っちゃダメなの？」

「あっ………」

　フォルサリアやレインボゥハートは、元々フォルトーゼの公的組織である宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師団を前身としている。つまり本質的には今も、皇帝を守り、その希望を叶かなえる事が役目である筈なのだ。しかし皇帝から切きり離はなされ孤こ立りつしたから、余計な事をしないように戒律で自己を縛しばっている。だから道義的には、エルファリアの命や健康を守る為の魔法の使用は、何ら問題はないという事になるのだった。

「分かりましたぁ。若返りが目的ではなくぅ、身体からだを元気にする為だったらぁ、いいんじゃないかなぁって気がしてきましたぁ」

　早苗のおかげで、身体を元気にした結果として若返るなら構わないだろう―――ゆりかはそういう風に考えるようになっていた。

「よしよし、それでいいのですよ」

　早苗はゆりかの結論に満足し、無意味に自信が溢あふれる笑顔で繰り返し頷うなずいた。だが成り行きを見守っていたエルファリアは少しだけ違う意見だった。

「私は、今のあなた方にフォルトーゼに従えと言うつもりはありませんよ」

　レインボゥハートがフォルトーゼの指揮下にあったのは二千年前だ。レインボゥハート側の時間感覚で数えても数百年前まで。それなのに皇帝の為に黙だまって働けというのは乱暴過ぎる。エルファリアの感覚では無理筋だった。

「本当は最初っからぁ、ティアちゃんのお母さんには元気でいて欲ほしかったんですぅ。でもちゃんとした理由がなくて困ってただけなのでぇ、別に問題はないですぅ」

「あなた達レインボゥハートは、そういうところが不便だと思うわ」

「そういう訳でっ、ティアママ若返り大作戦始めるぞー！」

　だが結局のところ早苗達たちはエルファリアが好きなだけなので、何も問題はなかった。エルファリアの側も真正直な好意を拒きよ否ひする訳にもいかず、小さく苦笑すると頭の中から難しい考えを追い払った。そしてエルファリアは、年若い少女達としばらく楽しく過ごすだけだと考える事に決めたのだった。










　エルファリアの若返り大作戦は霊能力と魔法の二段構え。早苗達はそのうち準備に多少手間がかかる魔法の方を、先に片付ける事に決めた。

　若返りの魔法は沢たく山さん年ねん齢れいを遡さかのぼるほどに加速度的に必要とされる魔力が増大していく。一年若返るだけなら遺伝情報のエラー訂てい正せいは僅わずかで済むのだが、仮に十年とするとエラーが指数関数的に増大し、一年分で必要とされる魔力を単純に十倍するだけでは済まない。加えてゆりかと真希に扱あつかえる魔力には限りがあるし、大きな犠ぎ牲せいを伴ともなうような大規模な魔法を使う訳にはいかないので、魔法の規模は自然と小さめになる。

　そこで今回ゆりかと真希が選んだのは、植物や鉱物など、比較的手に入りやすい触しよく媒ばいを利用する方法だった。負担にならない範はん囲いで効果の最大化を図はかれば、継けい続ぞく的てきに続ける事が可能になる。その分効果は弱めで、二年から三年若返る程度になると思われた。だがまだ早苗の霊能力も残っているので、魔法だけで突とつ出しゆつした結果を出す必要はないだろうというのが彼かの女じよ達たちの考え方だった。

「………資料にはぁ、この山の中腹に自生地があるって書いてありますぅ」

　早苗達は四人でフォルサリア魔法王国を訪れていた。彼女達はここしばらくフォルサリアの治安回復の手伝いで何度も行き来しているので、吉きつ祥しよう春はる風かぜ市しとフォルサリアを繋ぐ魔法の通路は顔パスで利用できる。そして通路を抜ぬけた後は、ゆりかが資料片手に一行を先導していた。必要な触媒の中で唯ゆい一いつ備び蓄ちくがなかった、花を手に入れる為だった。

「ねぇ、ゆりか」

「なんですかぁ？」

「まさかとは思うけど、道に迷ったりはしてないでしょうね？」

「幾いくらなんでも、山道に入ってすぐ迷う程ほど器用じゃないですよぅ」

「そりゃそうか」

　資料には森の中を縫ぬうように走る山道を一時間ほど歩けば目的地に辿たどり着つくと記されている。ゆりか達は資料に添てん付ぷされた地図を参考に、山道を二時間あまり歩き続け、目的地に辿り着いた。

「ねぇ、ゆりか、怒らないから正直に言って欲しいんだけど」

「なんですかぁ？」

「本当は迷ったんでしょう？」

「そっ、そっ、そんな事ないですよぅっ！　現にちゃんと自生地に着いたじゃないですかぁっ！」

「………あやしいなぁ………」

「ほ、ほらっ、お花を取らないとっ！」

　自生地は花で埋うめ尽つくされていた。背の低い木が、純白の花を沢山付けている。それはさながら雪原のような美しい光景だった。

「マキさん、この花が必要な植物なのですか？」

「はい。この花、正確にはこの植物の葉っぱが、若返りの魔法を使う時の触媒になってくれるんです。名前は―――」

「ルブストリ？」

「御ご存ぞんじだったのですか？」

　真希は目を丸くする。まさか問題の植物の名が、エルファリアの口から飛び出してくるとは思っていなかったのだ。

「ええ。私の故郷、マスティル領にも生えている植物です」

「これが………フォルトーゼにも………」

「私達はこれをお茶にして飲む習慣があるんです」

　ルブストリの木は、フォルトーゼ本星では一度絶ぜつ滅めつしていた。だが二十年ほど前に絶滅を免まぬがれた木が見付かり、今では全土で広く栽さい培ばいされている。伝説のアライア皇女が愛飲していたお茶の葉なので、非常に人気のある品種だった。

「薬効があるからこその触媒なので、確かにお茶にして飲むのは正解なのですが………驚きです」

「ええ………私も驚いています」

　エルファリアは驚いている真希に同意しながら、目を細めてルブストリの自生地を眺ながめる。真希はそんなエルファリアの姿から何か特別な感情を感じていた。

「どうなさったのですか、エルファリアさん？」

「特に何も」

　エルファリアは笑顔で首を横に振る。

「ただ、少し不思議な気分になったのです。フォルサリアはやはり、フォルトーゼの末まつ裔えいが住んでいる土地なのだな、と………」

　フォルトーゼから吹ふき飛とばされたのは、サリアシャールの城とその周辺の土地。そこにお茶の栽培地があった記録はないから、恐らくは一緒に飛ばされた者達の誰だれかが種を持っていて、この地に植えたのだろう。マクスファーンの一派は魔法使い達と錬れん金きん術じゆつ師し達たちなので、薬効のあるお茶の種を持っていた可能性は非常に高かった。

「そっか………この花は、真なる故郷の花だったんですね………」

　偶ぐう然ぜん同じような花が咲さいていたのではなく、フォルトーゼから持ち込まれた花。真希は今、それを強く感じていた。

「真なる故郷？」

「私達はフォルトーゼの事をそのように呼んでいます」

「………マキさん、フォルサリアの人達は、フォルトーゼへの帰き還かんを望んでいるのでしょうか？」

　真なる故郷―――その言葉には、明らかに望郷の念が込められている。だからフォルサリアに辿り着いた人々は、間ま違ちがいなくフォルトーゼへの帰還を望んでいただろう。しかしその気持ちは今も続いているのだろうか？　エルファリアには気になる点だった。

「そう願う人は少なくない筈です。その反面、この場所が自分達の故郷だという思いもあると思います。だから帰りたいような、帰りたくないような、という感覚が正しいのではないかと思います」

　フォルサリア魔法王国の国土は狭せまく、生きていくには過か酷こくな環かん境きようと言えるだろう。それを豊富な魔力を背景に何とかしている状態なので、魔法を使えるかどうかや資金力によって、生活レベルに極きよく端たんな差がある。だからそういう生活から抜け出したいという思いを抱かかえている者達は多く、争いは絶えない。実際真希がそうだったから、これには疑う余地はないだろう。

　しかし既すでにフォルサリアへやって来て数百年が経たっているので、国民達はこの場所こそが自分達の故郷であるという意識も強い。厳しい土地でも自分達の故郷からは離れがたいのはいつの世も同じだった。

「では、どちらでもいいように体制を整えねばなりませんね」

　真なる故郷へ帰りたい者、帰りたくない者、見るだけ見てみたい者。きっと考え方はそれぞれだろう。エルファリアはその全すべてに対応するのが、彼かれらをこの場所へ送った責任の取り方だろうと考えていた。

「………ご配慮に感謝致いたします」

　真希はそんなエルファリアの姿を見て、皇帝というのはこういう事なのかと改めて感じていた。そして自然と頭が下がる真希だった。

「ふふふ………マキさん、あなたは悪の魔法使いだったと聞いておりましたが、そのようには見えませんね？」

「えっ………？」

「まるで………まるでそう、青あお騎き士しの伝説に出てくるカリスという魔法使いの少女を見ているような気になります」

　青騎士の伝説にも魔法使いの少女が登場する。彼女はグレバナスの配下であったが、青騎士やアライアと出会ってその道を改め、共に救国の英えい雄ゆうとなった。そして今ではカリスも国民に愛されている。エルファリアには真希の姿がそれに重なって見えていた。

「もったいないお言葉です」

　真希は自分の罪を忘れていない。いずれそれと向き合う時が来るだろうと考えている。だが、この時のエルファリアの言葉は嬉うれしかった。赦ゆるすと言って貰えたような、そんな気がしたから。

「あなたの道は険しいものかもしれません。しかし決して―――」

「きゃああぁああぁぁぁぁぁぁぁっ!?」

「大だい丈じよう夫ぶゆりかっ!?」

「あいたたたたぁ………だ、大丈夫ですけどぉ、一人じゃここから出られませぇん」

「待ってて、真希達呼んでくるから！」

「ふふふふ、あちらはあちらで、カリスを思わせる魔法使いなのですね？」

「………お恥はずかしい限りです」

「ふふふ」

「くすっ」

　いつの間にか、真ま面じ目めな話をしていられるような状況ではなくなってしまっていた。そして真希とエルファリアは顔を見合わせて笑い合うと、一緒に穴に落ちたゆりかを引き上げに向かった。










　魔法による若返りは、西洋医学的アプローチと言えるだろう。薬を使うように、魔法によって若返らせるのだ。これに対して早苗が担当する霊能力を使った若返りは東洋医学的なアプローチと言えるだろう。エルファリアが本来持っている生命力を引き出し、その結果として若返らせる訳だ。おかげで双方の手法が競合する事はなく、同時に効果が得られる訳なのだった。

「よぉし、あたし達三人で我が慢まん比べよ！」

「暑いの苦手ですぅ」

「私は意外と大丈夫かもしれません」

「ティアママは無理しないでね？」

「ふふふ、こう見えて我慢比べは得意なんですよ」

　早苗が一行を案内したのは、国道沿いにあるスーパー銭湯。そのサウナとお風ふ呂ろを利用して血行を良くした後、早苗が霊能力でマッサージしつつ、霊能力そのものも注ぎ込む。そうする事でエルファリアの生命力を引き出そうというのだった。

「もしかして、ティアママもティアと一緒で勝ち負けには拘こだわる方？」

「勝つまでやる方です」

「あいわかった、その勝負受けて立とう！　ではでは、みんなで突とつ撃げきダー！」

　四人が最初に入ったのはサウナ。乾かん燥そうした百度近い空気で満たされた部屋は、すぐに彼女達の身体を温め始めた。

「この程度ならぁ、大丈夫そうな気がしますぅ」

「エルファリアさん、フォルトーゼにもサウナはあるんですか？」

「ありますよ。薬草のオイルを火にくべるくらいの違いはありますけど」

「最初にこっから出た人がコーヒー牛乳おごりだからね！」

　季節が秋に差さし掛かかった事もあり、夕方になると大分気温が下がる。少女達は外をしばらく歩いて身体が幾らか冷えていたので、最初は暑いなと感じるだけだった。だが、その余よ裕ゆうは幾らも続かない。一分もしないうちに暑さが身体の中に浸しん透とうし、全身から汗あせが吹き出し始める。一いつ旦たんそうなると、体感する暑さは当初のそれとは別次元だった。

「………あ、あづい………もう無理ですぅ………」

「出てもいーよ。あんたがコーヒー牛乳おごる事になるケド」

「………それも無理ですぅ………」

「嫌いやならもうしばらく頑がん張ばりなさいな、ゆりか。一応レインボゥハートのアークウィザードでしょう？」

「………真希ちゃぁん、こんなのアークウィザードは関係ないれすよぅ………」

「あらあら、ふふふっ」

「………エ、エルファリアさんはぁ、まだ平気そうですねぇ………」

「そりゃ、あんたと比べたら誰でも我慢強いわよ」

「私は仕し事ごと柄がらポーカーフェイスが得意なので」

　ゆりかはこの時点で既に泣き言が出始めていた。早苗も暑がってはいるが、もうしばらくは大丈夫だろう。真希は我慢強いので少し顔が赤くなっただけで、あまり様子に変化が見られない。エルファリアはもっとで、汗が出ている以外は普ふ段だん通りだった。

「………あ、あのぉ、本当にコーヒー牛乳おごらないと駄目ですかねぇ………？」

「駄目に決まってるでしょ。そういうゲームなんだから」

「………晩ばん御ご飯はんのおかずを一品提供する方向で何とかなりませんかねぇ………？」

「ウッ、晩御飯次し第だいだけど………う～ん………」

「確かキリハさんが今晩はすきやきか野菜炒いためかというような話をしていましたから、エルファリアさんがいらっしゃるので高確率ですきやきではないかと」

「あんたがネギ、あたしが肉なら手を打つわ」

「そっ、そんなの酷ひどすぎますぅっ！　それだけは勘かん弁べんして下さぁいっ！」

「何かを我慢すればいいのよ。暑さか、コーヒー牛乳か、肉か」

「究極の選せん択たくという訳ですね。頑張って下さい、ユリカさん」

「ふぁい………」

　ゆりかはほぼギブアップも同然の状態だったが、泣き言を言いながらもそこから意外と粘ねばり続け、最終的に十分近く耐たえ続けた。しかし結局は暑さと肉を諦め切れず、コーヒー牛乳をおごる羽目になったゆりかだった。










　サウナから出た四人はシャワーで身体を洗った後、大おお風ぶ呂ろへ移った。大風呂はぬるめの温度になっていたのだが、既にサウナで身体の芯しんまで温まっていた四人には気持ちがいい温度だった。むしろお喋しやべりをしながら入浴するには、このくらいの温度の方が長居し易やすいだろう。

「うっうっ、コーヒー牛乳………」

「もう諦めなさいって。あんたは負けたのよ」

「ゆりか、あなたにしては頑張った方よ」

　一番初めにサウナを出たのは、もちろん我慢が苦手なゆりか。次いでじっとしているのが苦手な早苗。その次は真希だが、どちらかと言えば彼女はエルファリアの体調を考こう慮りよして勝ちを譲ゆずった状況に近い。最後にサウナを出たエルファリアは、その瞬間まで涼しげな表情をしていた。ポーカーフェイスもここまで来れば芸術的だった。

「それにしても、ティアママはティアとおんなじで根こん性じようあるね！」

「逆じゃないですかねぇ？　ティアちゃんがぁ、エルファリアさんとぉ、おんなじなんですよぉ」

「ふふ、確かに私の根性はティアに受うけ継つがれていると思いますよ」
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　ティアの名前が出ると、エルファリアの笑え顔がおの雰ふん囲い気きが変わる。やはり彼女も人の親だから、娘むすめの事は可愛かわいくて仕方がない。笑顔が優やさしくなるのは当然だろう。しかしその直後、エルファリアの笑顔が僅かに曇くもった。

「でも………その分だけ苦労をかけているような気がします。あの子は辛つらくても頑張ってしまうから、余計な苦労をしてしまっている筈なんです」

　もしティアがもう少し弱い子であったら、軍部から守る為であってもエルファリアはティアを地球へ向かわせたりしなかっただろう。それが出来たのは、ティアが心身共に強い子だったから。無論それだけではない。幼い頃から公務を言い訳にティアを一人にしてしまった事にも、影えい響きようは少なくない筈だった。

「本当はもっと普ふ通つうの女の子のように、のびのびとさせてあげたかった………それが私の後こう悔かいの一つです」

　皇こう帝ていの娘として生まれ、しかも心身共に強かった事がティアの不幸だった。それが結果としてエルファリアとティアの間に距きよ離りを作った。ティアが幼子のように泣き叫さけんでいれば、エルファリアはティアの傍そばにいたに違いないのだ。

「大丈夫だよ。ティアはこっちで友とも達だち沢たく山さん出来たもの。あたし達や、今日みたいに演劇部の人達とか」

「ルースさんだって一緒ですぅ」

「私達だけの時は、ティアさんも結構子供っぽい事を仰おつしやるんですよ。だからきっと、エルファリアさんが思う程には不幸ではない筈です」

「………ありがとうございます、皆さん」

　目元を拭ぬぐいながら微笑ほほえむエルファリア。その姿を見て、早苗達三人は改めて彼女の美しさを思い知る。姿形ではない。内側から溢れ出る意思が、彼女を美しくさせている。こういう母親を持つティアが、思わず羨ましくなってしまう程だった。

「いいなぁ、ティア。あたしもママに甘あまえてこようかなぁ」

「うちのお母さんはぁ、こんなに綺麗じゃないですぅ。ぐぅたらだしぃ。でも………会いたいなぁ………」

「………お母さん、かぁ………」

　少女達の声のトーンが僅かに落ちる。表情もほんの僅かに曇った。それを感じて、エルファリアは気付く。早苗は幽ゆう霊れい時代にずっと両親に会えなかった。ゆりかはナナと出会った時から親と離れて暮らしている。孤こ児じの真希は両親の顔を知らない。親というものに対して特別な思いのある三人なのだった。

　―――特に、マキさんとユリカさんは………。

　強い衝動に駆られ、エルファリアは自然と身体が動いていた。彼女はすぐ近くにいたゆりかと真希を両りよう腕うでで強く抱だき締しめる。

「えっ、あっ、あれっ？」

「エルファリア………さん？」

　ゆりかも真希も、この状況に戸と惑まどっていた。どうしてこうなったのかが分からない。だがこうしてエルファリアに抱かれていると気持ちが安らぐ。親のぬくもりを知らない真希でさえ、母親とはこういうものだろうかと思えるくらいに。

「………何でもありませんよ、何でも………ふふふ………」

　左右の腕うでにゆりかと真希を抱いたまま、エルファリアは笑う。今エルファリアが何をしているのかという事には、明確な答えが存在している。だが、この場でその答えを口にすると途と端たんにその意味が崩くずれてしまいかねない。世の中には明確にしない方がいい事が、沢たく山さん存在しているのだった。

「何でもありませんけれど………時々、あなた達をこうして構いませんか？」

「えっとぉ、あのぉ………はいぃ………」

「………別に構いません………というか、むしろ、その………」

　ゆりかと真希にもエルファリアの気持ちは伝わっていた。そして彼女があえて意図を曖あい昧まいなままにしてくれている意味も。だから二人は遠えん慮りよがちに手を伸のばし、エルファリアを抱き返した。それこそが今のゆりかと真希が、エルファリアに対して感じている全てだった。

「えへ、えへへ………ずるいぐらいにカッコいいなぁ、ティアママって………あたしも後でママに甘えてこよっと………」

　この時、早苗だけは蚊か帳やの外だった。だがそうあるべき事だったから、早苗には少しも文句はない。むしろ早苗は強く感じている。こういうエルファリアの為になら、どんな事でもしてあげようと。おかげで早苗の霊れい力りよくは高まる一方だった。だからきっと早苗によるエルファリアの若返りは、成功するに違ちがいなかった。










　早苗達三人のやる気が半はん端ぱではなかった事もあって、若返りの魔法や霊能力は絶大な効果を挙げた。それはもちろん大きな犠牲を伴わない範囲での話だ。しかし三人の頑張りでその限界に近い結果を得ている。エルファリアは明らかに数歳さい若返っていた。

「いいじゃないっ、これなら二十歳はたちで通るわ！」

「やりましたぁっ、やりましたよエルファリアさぁんっ!!」

「だーいせーいこ～～～うっ!!」

　この成功に、早苗達はエルファリアを囲んで大喜び。いつも元気な早苗とゆりかだけでなく、普段は落ち着いている真希まで感情を露あらわにしている。今の三人にとっては、エルファリアはもう単なる友人の母親ではなくなっていた。

「………昔の私は、こんな風だったんですね………」

　エルファリアも驚おどろいていた。ざっと見ただけでも明らかに肌はだの張りや艶つやが違うのが分かる。十代のそれとまではいかないものの、二十歳と言っても通る様な状態だった。もちろんそれは表面だけに限った話ではない。身体の全体、そして内側にまで及およんでいる根本的な変化だった。身体を動かすと、動作にキレがある。そうなると内臓の機能なども大きく回復している事は間違いないだろう。ゆりかと真希の魔法が悪い部分を治し、早苗の霊能力が本来の生命力を引き出した結果だった。

「十代の子供がいるようには見えないよ、ティアママ！」

「ありがとう、サナエさん。それにマキさんとユリカさんも」

「一時的に記き憶おくを封ふう印いんすれば、本当にその身体に合わせた年齢に戻る事も可能ですが」

「それでは皆さんの事を忘れてしまいます。これ以上の高望みは止やめておきます」

「はい」

「ほえぇ～～、若くなっても綺き麗れいなんですねぇ～～～」

　そして最大の変化は見た目の印象だろう。これまでのエルファリアも美しかったが、今はその方向性が大きく変わっている。内側から溢れ出す生命力が、エルファリアを輝かがやかせているのだ。攻こう撃げき的てきな美しさというべきだろうか、ティアの雰囲気にぐっと近付いたという表現が一番相応ふさわしいだろう。

「当たり前じゃん。若くなって不細工になる訳ないっしょ」

「バランスってあるじゃないですかぁ。そこだけちょっと心配だったんですよぅ」

「その心配は杞き憂ゆうだったみたいね。まあ、服は合わなくなっているかもしれないけど」

「ふふふっ、確かにそんな気がしますね」

　エルファリアは笑いながら自分の身体を見下ろす。今の彼女は印象が大分活動的になっているので、大人びた服が多少イメージに合わなくなっている。それこそティアの服が似合うに違いないだろう。もしくは、クローゼットの奥おくにしまいこんである、想おもい出での服が。

「よぉし、最後の仕上げだっ！　みんなっ、ティアママをこーでぃねーとするぞっ！」

『おー！』

　今の若返った姿に相応しい服装を。早苗達三人は最後の最後までエルファリアに付き合うつもりだった。

「行きますよぅ、エルファリアさぁん」

「急いで急いで、みんな帰ってきちゃいますから！」

「あらあら」

　三人はぐいぐいとエルファリアの背中を押おして『青騎士』へ続くゲートを潜くぐった。時刻は夜にさしかかろうとしている。もうすぐ一〇六号室の住人達が帰ってくるから、急いで仕上げなければならなかった。










　アルバイトを終えて帰ってきた時、珍めずらしい声が孝こう太た郎ろうを出で迎むかえた。

「おかえりなさいませ、レイオス様」

　孝太郎を出迎えたのはエルファリアの声だった。彼女の声は六畳間の方から聞こえてきている。孝太郎は玄げん関かんのドアを潜ったばかりなので、まだ彼女の姿は見えていない。しかしその声を聞き間違う程、浅い付き合いでもなかった。

「エル？　お前来てたのか」

「はい、久しぶりにお顔を拝見しに参りました」

　孝太郎は靴くつを脱ぬぐといつも通りの足取りで六畳間へ向かう。だが六畳間に入った時、そこで目にしたものはいつもとは大きくかけ離れた光景だった。

「エ、エル!?」

「はい、レイオス様。お久しぶりです」

　六畳間にはエルファリアが一人きりだった。彼女はちゃぶ台の近くで、座ざ布ぶ団とんに座すわっている。この部屋ではよくある光景だろう。しかしエルファリアの姿が普段とは大きく異なっている。だから孝太郎は最初、自分が居い眠ねむりをして夢でも見ているのかと思った。何な故ぜなら彼女は、孝太郎が二十年前の世界で出会った時と同じ姿をしていたから。

「お、お前っ、一体どうしたんだその姿は!?」

　孝太郎は混乱する。思わず一度自分の頬ほおを抓つねった程だった。それで夢ではないと確かく認にんした後、孝太郎はエルファリアの姿を注意深く見つめた。巧こう妙みようなメイクや、何らかの仕し掛かけかと思ったのだ。だがどうやらそれも違うらしい。メイクや仕掛けどころか、僅かだが顔の輪りん郭かくが変化していたのだ。体形にも同様の違いがあった。明らかにエルファリアは若くなっている。服装もかつてのものを着ていたから、その印象は更さらに強まっていた。まるで想い出の中から飛び出してきたかのような―――今のエルファリアは、そう表現するしかない姿をしていた。

「実はユリカさんとマキさん、サナエさんの三人が若返らせてくれたんです」

　エルファリアはちらりと孝太郎の背後、押おし入いれに目を向けた。三人の少女達はそこに隠かくれており、息を潜ひそめてエルファリアと孝太郎を見守っている。それは二人だけにしてやろうという配はい慮りよだった。

「若返り!?　魔ま法ほうと霊れい能のう力りよくでって事かっ!?」

「はい。といっても完全ではなく、少しずつ効果は薄うすれていくようですが」

　エルファリアは事情を説明しながら照てれ臭くさそうに笑う。身体と服装に引ひき摺ずられてか、かつての気持ちが胸の中に戻もどって来ていた。エルファリアは感じている。ああ、自分はこんな気持ちで孝太郎と向かい合っていたのか、と。そしてこうも思った。出来ればこの気持ちを、ずっと忘れないようにしたい、と。

「それに完全にあの頃ころに戻れた訳でもないのです。少し、年上に見えているのではありませんか？」

「バーカ、男にそこまで区別がつくもんか。お前ら女の子と一緒にするなよな」

　厳密にはエルファリアの身体的な年ねん齢れいは、孝太郎と出会った時のそれよりも少し上だ。だが男である孝太郎は、そこまで女性の姿を細かくチェックしている訳ではない。大まかな印象が同じであれば、同じであると感じる。その辺りは女性とは違う部分だった。

「あら、女の子って言って下さるんですね？」

「言葉のあやだ。まったくお前ときたら………何でも都合よく解かい釈しやくするんだから」

「今だけは、本当に女の子ですもの。ふふふっ………」

　エルファリアは目を細め、可か憐れんな笑え顔がおを作る。それは確かに、女の子と呼ぶに相応しい笑顔だった。ちょっと照れ臭くなった孝太郎は、思わずその笑顔から顔を背そむけてしまう。それを感じたエルファリアは、ちょっと意地悪がしてみたくなった。

「ところでレイオス様、どんな部分が普段の私と違っていますか？」

「えっ、えーとだな………」

　こう問われてしまえば、孝太郎はエルファリアを見つめざるを得ない。だから彼女は、胸の中に蘇よみがえ　っている二十年前の想いを込めて、孝太郎に笑いかけた。

「………えと、き、綺麗なのはそのままだけど、明るく元気な感じかな。あとは………なんだか懐なつかしい気分になるよ」

「私もです」

　エルファリアはスカートの裾すそをつまんで、その場でぐるりと一回転する。どの方向から見ても、やはりそれは孝太郎の想い出の中にいる彼女そのものだった。

「………」

　回転を終えて再び向き合った時、孝太郎は沈ちん黙もくしてエルファリアを見つめていた。しかしどうしてか、少し前までの照れ臭そうな雰囲気や、懐かしげな眼まな差ざしが消えてしまっていた。今の孝太郎はどこか残念そうな表情をしている。それが気になったエルファリアは事情を尋たずねた。

「どうしました、レイオス様？」

「ん？　ああ、なんでもないよ」

「そういうお顔ではありませんけど。よかったら理由を教えて下さいませんか？」

「人がせっかく気を遣つかって、黙っていようと思ったのに」

「聞きたいです。レイオス様の悪口って本当に許せない相手と、一定以上仲良しの相手にしか出ないじゃありませんか」

「しょうがないなぁ………」

　孝太郎はエルファリアの笑顔に根負けし、頭を掻かきながら何を残念に思っていたのかを明かす事に決めた。やはりエルファリアには敵かなわない、そんな事を思いながら。

「若くなったお前は少しシュッとした印象になって、元気で明るい感じがするようになったと思う」

「それが残念なのですか？」

「当たらずとも遠からずってところだ。シュッとして元気で明るい感じになったから、その………だな」

「その、なんですか？」

「その………いつものあったかくて優しい感じがどっか行っちまった」

　本質が変わった訳ではない。だが見た目の変化が、孝太郎にそのように感じさせる。それを孝太郎は残念に思っていたのだ。

「………あったかくて………やさしい………」

「そ、それだけだっ！」

　再び恥ずかしくなった孝太郎はエルファリアに背を向けた。これは実質、いつものエルファリアのあったかくて優しい感じが好きだったと告白するに等しい。この年齢の男子としては恥ずかしい状じよう況きようだった。

「………レイオス様………」

　自分だけが歳を取ってしまった。エルファリアはずっとそれを残念に思っていた。しかし今の孝太郎の言葉で、歳を重ねる事が決して悪い事ばかりではない事に気付かされた。孝太郎はちゃんと、普段のエルファリアの良い部分を見ていてくれたのだ。

「でしたら次に若返らせて貰もらう時には、ここまで若くならないようにします」

「………好きにしろ」

「はい。好きに致します」

　こうしてエルファリアは自分だけが歳を取ってしまった事に悩なやむのを止めた。それは彼女自身の為ためというだけでなく、目の前の孝太郎の為でもあった。

　―――それに………あの子達を抱き締めてあげるには、この姿は若過ぎる………。

　そして何より、押入れの中で息を潜めて成り行きを見守っている、三人の少女達の為であるのだった。







Episode4　恋する修学旅行







　里さと見み孝こう太た郎ろうという少年を交際相手として見る場合、大きく二つの欠点が目に付く。その二つの欠点のおかげで、昔からクラスメイトの女の子達たちには人気がなかった。嫌きらわれてはいないのだが、交際する相手として意識されていなかったのだ。




　一つ目の欠点は、表面的な問題だった。孝太郎の本質はとても真面目で義ぎ理り堅がたい人物なのだが、親しい友人達との付き合い方が雑過ぎた。友人達とは頭の悪い会話を繰くり返かえし、態度も乱暴だった。親友の賢けん治じに至っては、喧けん嘩かになる事も少なくなかった。男同士ならその意味も感じ取れるのだろうが、根本的に考え方が異なる女の子の視点では、それは単に暴力的に見えてしまう。また身体からだが大きい事もその印象を強めていた。そしてその事が女の子達が孝太郎を交際相手と考える時に、心理的なブレーキとして働く。要するに孝太郎は女の子達に、交際相手にするには怖こわいと思われていたのだ。

　二つ目の欠点は、一つ目の欠点を乗のり越こえた先にあった。小中高と十年以上の時間があるので、孝太郎が決して怖い人間ではないと気付いた女の子は少数ながら存在している。しかしそういう女の子達だからこそ、孝太郎が心の奥の方では他人を拒きよ絶ぜつしていると気付いてしまう。だから彼かの女じよ達はそこよりも先へ足を踏ふみ出す事が出来なかった。特に周囲に話を聞いて孝太郎の家庭問題を知ってしまうと、なおの事そうだった。




　こういう事情から、孝太郎はこれまで女の子達から人気がなかった。表面的には怖いと思われ、内面的には拒絶されていると思われていては、そうなって当たり前だろう。

　だが今、その状況に変化が起こりつつあった。今年に入った頃から、孝太郎の雰囲気が少しずつ変わり始めていたのだ。これまでとは違って、孝太郎は他人を受け入れようという意思を見せ始めていた。

　孝太郎の事が気になっていた女の子達は、その原因を演劇だと思っている。演劇に協力し、必要に迫せまられて不特定多数の他人と触ふれ合あううち、心を開くようになったのではないか、と。実際は六畳間の少女達に侵しん略りやくを受けたからなのだが、本質的には正解と言っていいだろう。加えて演劇そのもののおかげで認にん知ち度どが上がり、孝太郎を好きになる女の子は急激に数を増やしていた。

　表面的にも、内面的にも、孝太郎を取り巻く環境は大きく変化しつつある。そしてその事に気付いている少数の女の子達は、それをチャンスだと考えながらも、同時に危険だとも思っていた。自分より先に、誰かが孝太郎に告白してしまったら―――その危機感は、日を追うごとに大きくなり続けていた。

　しかし自分から孝太郎へ告白するには度胸が要いる。何か自分の勇気を後あと押おししてくれるような、きっかけが必要だった。そのきっかけとしては、日常を離はなれた大きなイベントなどが理想的と言えるだろう。










　吉きつ祥しよう春はる風かぜ高こう校こうでは、二年生の秋に修学旅行がある。二泊はく三日の日程で、有名な観光地を回るのだ。もちろん修学旅行なので、半分くらいは勉強に関かかわる場所になる。だがそれを差し引いても、親元を離れての旅行は、生徒達にとって嬉しい出来事だった。

「センセー、バナナはおやつに入りますかー？」

「バナナはおやつに含ふくみません。………っていうか、高校生にもなって、おやつの値段の制限なんてないわよ！　好きなだけ持ってらっしゃい！」

「はーい、センセー」

　ホームルームで注意事じ項こうを説明している担任の教師と、生徒の一人のやり取りに、教室全体が笑い声で満たされる。いつもなら笑えないようなちょっとした冗じよう談だんも、修学旅行を目前に控ひかえた高こう揚よう感が楽しく感じさせる。旅行の出発は明日。生徒達の興奮は頂点に差し掛かっていた。

「………里見さん、里見さぁん」

　クラスメイトと一いつ緒しよになって笑っていた孝太郎の制服の袖そでを、隣となりの席に座っているゆりかがクイクイと引っ張った。孝太郎がそちらを向くと、ゆりかは真しん剣けんなまなざしで孝太郎を見つめている。そして真剣なまなざしのまま、孝太郎の耳にそっと囁ささやきかけた。

「バナナはおやつに入りますかぁ？」

「先生も言ってたろう。バナナはおやつに入りません」

　吉きつ祥しよう春はる風かぜ高こう校こうの修学旅行に関する決まりでは、おやつの持ち込みに関して制限は設けられていない。しかしゆりかにだけは制限が存在していた。一日あたり五百円、三日分で千五百円という制限だった。

「じゃあじゃあ、バナナチップはどうですかねぇ？」

「バナナチップは………」

「バナナがいいなら、いいんじゃないですかねぇ？」

「いや、やっぱりバナナチップはおやつだろう」

　ゆりかは丁度自分のお金を使い切ってしまっているタイミングで修学旅行を迎むかえようとしていた。修学旅行だと分かっているのに、限定版のコミックスと関連グッズを買ってしまったのだ。おかげでゆりかは修学旅行の資金を孝太郎に頼たよっている状態にあり、お金の使い道には孝太郎による厳しい監かん査さが入る。無む駄だ遣づかいはさせて貰えなかった。

「なぁんでですかぁっ!?　バナナチップも立派にバナナじゃないですかぁ!!」

「バナナチップを許可したら、次はどうせチョコバナナだろう？　分かってるぞ、お前の魂こん胆たんは」

「ううぅっ!?」

　しかしゆりかも簡単には引き下がらない。何とか孝太郎の監査を掻い潜くぐろうと、必死で無い知ち恵えを絞しぼり、抜ぬけ道みちを探し続けていた。だが今の所、あまりいい結果は得られていないようだった。










　孝太郎とゆりかのやり取りを、賢治は少し離れた場所から見つめていた。話の内容までは分からないが、二人の親密さは感じられる。孝太郎という人間を良く知る賢治だから、それをいい傾けい向こうだと思っていた。

「ねえ、松まつ平だいら君」

　そんな時、賢治に声がかかった。

「うん？」

「………あの二人って、やっぱり付き合ってるの？」

　声をかけてきたのは隣の席に座っている女の子だった。名前は柏かしわ木ぎ汐しお里り。賢治の記憶によれば、小学校はどうだったか分からないが、中学校は間ま違ちがいなく同じだ。明るく朗ほがらかな可愛い女の子なので、きちんと記憶に残っていたのだ。

「特にそういうような事はないみたいだけど」

「そうなの？　あの感じはそういう風には見えないんだけど………」

　汐里の疑問は孝太郎とゆりかの距離感だった。肩かたを寄せ合って内ない緒しよ話ばなしをする姿、その時の表情、時折飛び出す物理的なツッコミなど、ただのクラスメイトの距離間ではない。汐里はその距離感をむしろ幼おさな馴な染じみ、もっと踏み込んで恋こい人びと同士のそれのように感じていたのだ。

「俺おれはどっちかというとティアちゃんの方が怪あやしい気がするけどなあ」

「確かに、それも感じないではないです」

　二人の視線がティアの方を向く。先さき程ほどからティアは自分の席から孝太郎とゆりかにちらちらと視線を送っていた。気にしているのは明らかだろう。それに孝太郎とティアは日常的に殴なぐり合いの喧嘩をしている。それで関係が険悪にならない辺りも、孝太郎とティアの関係を怪しむ根こん拠きよの一つとなっていた。

「そうは言っても、二人と同時に付き合うような器用な奴やつじゃないぞ？」

「そうなんだよね………私も、それがいつもの結論です」

　汐里はそんな言葉で賢治との話を終えた。そして軽く俯うつむいたまま何事かを考え続けている。しばらくそんな彼女の様子を見ていた賢治は、ある結論に至った。

　―――どうやら柏木さんはコウの事が好きみたいだな………しかも表面的な部分の話じゃなくて………。

　去年に比べると、孝太郎は女の子達の間で人気が上じよう昇しようしていた。それは演劇でやった青あお騎き士し役の影響だった。だが賢治が汐里から感じ取ったのは、そういう表面的な意味での好意ではない。恐おそらくは孝太郎の幼年期と、その後の人格形成の過程を知っているからこその好意だ。汐里とは中学時代も一緒だったので、賢治はその可能性が非常に高いと考えていた。

　―――おいコウ、お前の決断が遅おくれているせいで、周りが焦あせり始めてるぞ。このままだとお前、本当に大変な事になるぞ………？

　賢治は孝太郎の気持ちがゆりかやティアを含む特定の少女達に向いている事を知っている。それでいて決めかねている事も。そしてそれ故ゆえに、孝太郎と特定の少女達の距離は驚くほど近い。その輪の外にいる女の子達に、疑問を抱かせるほどに。それを放置するとどうなるのか―――賢治はそこを心配していたのだが、ゆりかに説教を続けている孝太郎はまるでその事には気付いていなかった。










　修学旅行が目前になると、足りないものを買っておく必要がある。そこで孝太郎達は学校の帰りに馴染みの商店街に足を延ばしていた。

「孝太郎孝太郎、おこづかいちょーだい！」

　早さ苗なえは笑顔全開で孝太郎に両手を差し出す。早苗は幽霊時代の名残なごりで、今も孝太郎からおこづかいを貰っている。金額的には大したものではないが、今回のような大事な時の為に貯ためてあるので、要所でかなり役に立っていた。







[image: ]







「ちょっと待て、えーと………」

　孝太郎は携けい帯たい電話のメモ機能を呼び出す。そこには幾いくつかのメモが書き込まれており、そのうちの一つに『早苗』というタイトルのメモがあった。孝太郎は携帯を弄いじって、そのファイルの中身を表示させた。

「先月分までの残りがこれだから、今月分を足すと………三千四百二十円か」

「はやく、はやく！」

　待ち切れないのか、早苗は両手をパタパタと振ふって孝太郎を急せかす。

「はいはい、とりあえず三千円な」

「やった!!　いってくるねー!!」

　孝太郎が早苗の手の上に三千円を乗せてやると、彼女はそれを握にぎり締めて弾はじかれたように走り出す。その姿はまるで子供のようだった。

「気を付けろよー！」

「はーい！」

　そしてこういう早苗の姿ゆえに、孝太郎はおこづかいを打ち切れずにいた。早苗は人間に戻ったし、家族からもおこづかいは貰っている。けれどこういう無む邪じや気きで愛らしい姿を見られるなら、もうしばらく続けてもいいだろうと思わされてしまうのだ。

　―――結局、俺もティアと同類か………。

　これはティアが孝太郎に俸ほう給きゆうを与あたえたがるのと同じだと言える。その行こう為いが生み出す関係が好きなのだ。その事を自覚して、孝太郎は思わず苦く笑しようした。

「………」

　そんな孝太郎と早苗のやり取りを見ていたのが真ま希きだった。真希は商店街の角を曲がって消えていく早苗を見送ると、自分の手の平に目を落とした。そして手の平をじっと見つめた後、孝太郎の顔と見比べる。

「どうしたんだ、藍あい華かさん」

　孝太郎はそんな真希の様子に気付いて、事情を尋ねる。すると真希は顔を真っ赤にして両手を胸の前で握り締めた。

「あ、え、えと………」

「うん？」

「………そ、そのぉ………」

　真希は真っ赤な顔のまま下を向くと、握り締めていた両手を孝太郎の方へそっと差し出し、ゆっくりとその手を開く。

「あの………」

　ぱた、ぱたぱた

　そして真希は酷ひどく恥はずかしそうにその手を振った。そんな彼女の姿は、孝太郎に少し前の早苗の姿を思い出させた。

　―――そういえば、藍華さんともそういう約束だったっけ………。

　今の真希はサトミ騎き士し団だんの会計係なので、きちんと給料が出ている。しかし普通の家庭に憧あこがれる真希は、給料は数字だけの事にして必要に応じて孝太郎からおこづかいを受け取る形式を望んだ。そして真希は今、早苗の真ま似ねをして孝太郎におこづかいをくれと要求しているのだった。

「幾らいるんだい？」

「えと、早苗さんと同じで」

「もっと持ってってもいいぞ？」

　真希の場合、早苗のような純じゆん粋すいなおこづかいとは少し事情が違う。もう幾つか上の桁けたまで持っていく権利があった。

「………あの、同じがいいんです」

　しかし真希はそれをしない。本当は純粋なおこづかいが欲ほしいからなのだが、それを言ってしまうのは迷めい惑わくなのではないかという遠慮がある。だから同じ額がいいと遠回しに表現する真希だった。

「そっか。じゃあ………はい」

「ありがとう、里見君。大事に使うから」

　真希は孝太郎から三千円を受け取ると、本当に嬉うれしそうに笑った。だが彼女はどこかに買い物に行く気配はない。お金を自分の財さい布ふにしまった後も、真希は孝太郎の隣で微笑んでいた。

　―――なんだか、こう………もうちょっとなんだよ、もうちょっとだけ………。

　真希は元々真ま面じ目めという事はあるのだが、過去の負い目を感じているのか、どうにも最後の一歩が踏み出せずにいる。おかげで他人に甘え切れないというか、遠慮してしまっているような事が多かった。

「大事になんか使わなくていいんだよ」

「里見君？」

　そこで最後の一歩は孝太郎が手を差し伸べて埋うめる事にした。人はそう簡単には変われない。孝太郎は経験上、その事を良く知っている。だったら気付いた人間が手伝ってやる必要があるだろう。孝太郎は真希の手を引いて走り出した。

「ホラ、俺おれ達たちも行くぞ、無駄遣いしに！」

「あ………う、うんっ！」

　そして真希は孝太郎に手を引かれて走り出した。彼女は孝太郎に遅れないよう、スピードを上げる。本当は自分が前に出なければいけないんだろうな、という事は真希にも薄うす々うす分かっている。しかし急にそういう風には出来そうになかったので、とりあえずは孝太郎の手を強く握り返した。

「ふふふ、今のはポイント高いですぞ～、里見君～♪」

　静しず香かは上じよう機き嫌げんで孝太郎と真希を見送った。そして自身も軽いステップを刻んで二人の後を追う。日ひ頃ごろから真希を心配している彼女なので、この結末には満足だった。

「そのポイントが高いというのは、真希にとってか？　それとも汝なんじにとってか？」

　そんな静香の隣にキリハが並ぶ。キリハの表情は静香に負けないくらい明るく、そしてステップも軽かった。

「両方♡」

「ふふ、気持ちは良く分かる」

　静香とキリハにとって、真希が抱かかえている心の問題は常に気になっている事だ。おかげで好きになった男の子が他の女の子と仲良くしているにもかかわらず、むしろ頼たのもしいと感じている二人なのだった。










　明けて翌朝、修学旅行当日。孝太郎と六畳間の少女達は出発の時を迎えた訳なのだが、実は二人だけ一緒に行かない者達がいる。それは二年生ではない晴はる海みと、そもそも高校へ通っていないクランだった。

「………このわたくしに留守番をさせて、みんなで遊びに行くと仰おつしやいますのね？」

「仕方ないだろ、学校行事なんだから」

「クラン、寂さびしいならそう言えばいいじゃろうに」

「ティアミリスさんっ、わたくしは寂しくなどありませんわっ！　ただ皇女を置いて平気で遊びにいく騎士に腹を立てているのですわ！」

「それでクラン、お土産みやげは何がいい？」

「結構ですわっ!!」

　修学旅行が近付くにつれ、クランは徐じよ々じよに機き嫌げんが悪くなっていた。単純に一人で孝太郎達の帰りを待つのが寂しいのだ。また修学旅行組が盛り上がっているのに、自分だけがその感情を分かち合えない事も寂しい。特にクランがパートナーと考えている孝太郎が浮うかれまくっていたから、なおの事その感情に拍はく車しやがかかっていた。兄や姉の修学旅行を羨うらやむ妹の感情というあたりが、今のクランの感情に最も近いものだろう。

「落ち着いて下さい、クランさん。私も一緒にお留守番なんですから」

　今の所クランの味方は晴海だけだ。晴海は三年生なので修学旅行には行かない。だから今回はクランと一緒に留守番で、この機会に健康診しん断だんを行う予定になっていた。

「ハルミは物分かりが良過ぎますわ！」

「でも、いい子にしていないとお土産買って来て貰えなくなるから」

「………既すでにお土産で買収されていますのね」

「里見君、私のお土産はチョコクッキーでお願いします」

「桜さくら庭ば先せん輩ぱいはチョコクッキー、と。ほんでクラン、お前は？」

「だから結構ですわっ!!　ふんっ!!」

　意地っ張りなクランは素す直なおに好意を受け入れる事が出来ず、ぷいっと孝太郎から顔を背けた。すると彼女の目には窓と、その向こう側にある太陽が映る。太陽はそこで秋らしい柔やわらかな光を放っていた。しかし不満げに頬を膨ふくらませているクランの心には、そんな太陽の美しさは届かないようだった。










　孝太郎達を見送った二人は、軌き道どう上に停てい泊はく中のクランの宇宙戦せん艦かん『朧ろう月げつ』に移動した。健康診断用の装置は『朧ろう月げつ』に備え付けられているものを使っている。クランが直々に調整したものなので、その性能は折り紙付きだった。

「いつもありがとうございます、クランさん」

　晴海は言葉通り、クランに深く感謝していた。晴海はクランのおかげで地球よりもずっと進んだ医い療りよう技術を利用出来る。身体が弱い晴海にとって、それは本当に心強いものだった。だから晴海は診断装置の中で横になったまま、クランに感謝の視線を向けていた。

「済みませんわね、ハルミ。本当は多くの人を救いたいでしょうに」

　礼を言われたにもかかわらず、クランは晴海に詫わびた。クランの技術があれば、きっと多くの人間を救う事が出来るだろう。例えば病院にいる晴海の知り合いの子供達を治ち療りようしてやる、というような事だ。しかし正式な国交がない地球とフォルトーゼだから、技術の利用に関しては慎しん重ちようにならねばならない。全すべてを平等に救う事が出来るならいいが、クランの力と時間には限りがある。厳密にルールが存在しない状況では、誰だれを助けて、誰を助けないのか、その線引きはとても難しい。

　そこでクランは技術の利用に関して自ら指針を設けた。それは過去の世界での行動指針をそのまま流用している。目の前に偶ぐう然ぜん現れた不幸は救ってもいいが、積極的に不幸を探そうとしてはいけない、というものだ。

　その指針に照らせば、クランは晴海を助ける事が出来る。晴海が目の前にいるからだ。しかし病院にいる子供達を救いに行く事はない。それは彼女が無限の力と時間を持つ全能の女め神がみではないが故の苦肉の策だ。クランはこの指針を守る事で、彼女が勝手に命の価値を決めてしまわないようにしたのだった。

「誰もクランさんを責める事は出来ません。私だって魔法を使えば子供達を助けられるんです。でも、それをしていません。クランさんと同じです」

　シグナルティンの魔ま力りよくを操あやつれる晴海にも、子供達の病気を治す事が出来る。それをしないでいるのはクランと同じ理由からだ。そしてそれはレインボゥハートの、魔法の使用に関する制限ともよく似ている。人助けであっても、好き放題に力を使ってはいけない。大きな力には、同じだけの大きさの責任が伴ともなうのだった。

「私達に出来るのは、子供達が偶然目の前にやってくるように祈いのる事ぐらいでしょう」

「………そうですわね………人の身では、それが限界ですわね………」

　子供達が目の前で苦しんでいれば、晴海もクランも救う事が出来る。子供達がその幸運を引き当てるのを祈るぐらいは、二人にも許されているのだった。

　ピー

「診断が終わりましたわ。………暗い話はここまでに致いたしましょう」

「それはそれで暗い話が始まるかもしれませんけど」

「あはは、大だい丈じよう夫ぶですわ。今回は全部青判定ですもの」

　晴海の健康診断は二段階だ。一段目は総合的な検査装置を使って行われ、その結果次し第だいで二段目の個別な精密検査に移る。身体が弱い晴海はしばしば一段目で黄色判定―――要注意が出て二段目の検査に移る。しかし今回は一段目が全て青判定―――異常なしだったので検査は終しゆう了りようだった。










　一方その頃、修学旅行に向かった孝太郎達は埋うめ立たて地ちにある科学技術館にやってきていた。吉きつ祥しよう春はる風かぜ市しからここまでは、バス・飛行機・バスと乗り継ついでやってきた。空港も埋め立て地にあるので、科学技術館までの移動は僅わずかなもの。到とう着ちやくしたのは昼過ぎの事だった。

　ぐぅ

　バスから降りて科学技術館の敷しき地ちに入ってすぐ、孝太郎のお腹なかが鳴った。すると偶然真横に居たルースがその音を聞き付け、くすくすと笑い始めた。

「サトミ様、もうお腹が空いたのですか？」

　ルースは周囲にクラスメイトがいるので孝太郎をおやかたさまとは呼ばない。彼女は二つの呼び名を状況に合わせて器用に使い分けていた。

「どうやら機内食では足りなかったみたいですね」

　孝太郎は自分のお腹をさすりながら小さく苦笑した。時間を効率的に使う為に、昼食は飛行機の機内で済ませている。だが育ち盛りの孝太郎には十分な量ではなかったようで、お腹は更なる食べ物を要求していた。

「それではこちらを」

　ルースは自分の鞄かばんに手を入れると、小さな包みを幾つか取り出した。それはプラスチックの袋ふくろで小分けになったバウムクーヘンだった。

「おっ、助かります」

　孝太郎は笑顔でそれを受け取った。丁度このくらいの量が欲しかったのだ。

「食べるならお急ぎ下さい。建物内は飲食禁止となっておりますので」

「いただきまーす！」

　建物までの距離を確かく認にんした孝太郎は、ルースに礼も言わずに袋を開けてバウムクーヘンを次々と口の中へ放ほうり込んでいく。ルースはそれを笑顔で見守った。ルースなら食べるのに数分かかる量だが、孝太郎にかかればあっという間だった。

「こちらをどうぞ、サトミ様」

　ルースは孝太郎が食べ終わったのを見計らい、今度は小さなボトルを差し出す。それは飲料水のミニボトルだった。

「ありがとうございます」

　バウムクーヘンが口の中の水分をあらかた奪うばっていった後なので、孝太郎は丁度飲み物が欲しいと思っていたところだった。孝太郎は迷わずボトルを受け取り、ごくごくと中身を飲み干していく。

「ごちそうさまでした」

「包みとボトルをこちらへ」

　ルースは空っぽの両手を孝太郎に差し出す。ゴミを受け取り、後で処分するつもりなのだ。だが流石さすがの孝太郎もこれは遠えん慮りよした。

「これぐらい自分でゴミ箱に捨てますよ」

　お菓か子しとボトルを貰うまではいい。だがそのゴミの始末まで任せてしまうと、孝太郎には自分とルースの関係を歪ゆがめてしまうように思えた。ルースは孝太郎に仕える使用人ではないのだから。

「おやかたさまにゴミを持たせたままでは、騎士団の格が下がります。わたくしの事を思うなら、それは是ぜ非ひこちらにお渡わたし下さい」

「ウッ」

　ルースは笑顔で孝太郎の痛いところを突つき、反論を封ふうじた。ルースが騎士や騎士団に対してどれだけ強い思い入れを持っているのかは、孝太郎もよく知っている。そこを攻せめられてはどうしようもなかった。

「………では、お願いします」

「はい、お任せ下さい」

　ルースは孝太郎からゴミを受け取ると、自分の鞄にしまい込んだ。その姿は妙みように楽しげだ。家事が趣しゆ味みのルースだから、こういう事をするのが嫌いではないのだ。そしてそれとは別に、もう一つ彼女を楽しくさせる要因があった。
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　―――嘘うそを言って申し訳ありません、おやかたさま。本当はお慕したいしている殿との方がたに、何でもして差し上げたいのです………。

　実は騎き士し団だん云うん々ぬんは方便だった。ルースは単に想おもいを寄せる男性の役に立ちたい、世話を焼きたい、というだけなのだ。けれどそういう風に言ってしまうと孝太郎が困る。しかし言わないと使用人のように見えてしまう。そこで騎士団を引き合いに出し、孝太郎の立場を守りつつ反論を封じた。これはルースの願望と気き遣づかいが絡からみ合った行為だった。

「ルースさんは………」

「はい？」

「………いえ、何でもないです」

「そうなのですか？」

　孝太郎はそんなルースの気持ちを理解している訳ではない。ただ、どうしてこんな事でも楽しそうにやってくれるんだろうかと不思議に思っているぐらいだった。

「そうだルースさん、後でここの売店で俺が食べちゃった分のお菓子やなんかを補ほ充じゆうしましょう」

「まだ十分にありますので、大丈夫です」

「いいからいいから」

「………サトミ様？」

　しかし孝太郎はそれがとても得え難がたい事であり、当たり前だと思ってはいけないという事は分かっていたから、自分なりのやり方で感謝を示した。










　孝太郎達が訪おとずれた科学技術館は、常設展示と企き画かく展示の二つで構成されている。

　常設展示は科学技術の発展を地球や人類の歴史と並行して解説しているもので、科学技術全体が発展していく様子を大まかに解説する内容となっている。

　そして企画展示は、常設展示とは違ちがってよりピンポイントな内容となっている。宇宙技術や船せん舶ぱく技術など、狭せまい範はん囲いの科学技術の歴史を深く掘ほり下さげて展示しているのだ。もちろんそういう展示なので、企画展示の内容は数すうヶか月げつごとに変へん更こうされ、来る度に違った内容を楽しむ事が出来る仕組みだ。そして今の企画展示はゲームの歴史。孝太郎達のような若者にも興味が持てる、楽しい展示だった。

「マッケンジー、これはどうやって遊ぶんだ？」

「ええとだな、その四つのスイッチで、上下左右に動かすらしい。そしてその隣のボタンでミサイル発射だ」

「ややこしいな。コントロールは一つにまとめてくれよ」

「十字のコントロールキーが開発されるのは、この二十年後らしい」

「昔の人達は、この面めん倒どうな操作で満足してたんだなぁ」

　現在の統合されたゲーム機とは違って、昔のゲーム機はソフトウェアだけでなく、ハードウェアまで専用のものを必要としていた。おかげでゲーム機はゲームごとに全く違う形をしている。中にはオシロスコープ―――電気信号を波形として見る為の装置―――に無む理り矢や理り幾いくつかボタンを付けたような物さえある。そうした形状の違いはゲームの技術が発達していくにつれてなくなっていくのだが、初期の頃ころの自由な形状はこの企画展示の大きな見どころの一つとなっていた。

「やっぱりこういうのになると、男の子は目の色が違うわねぇ」

　静香はゲーム機にへばりついている孝太郎や賢治の姿を楽しそうに見つめていた。静香も今の世代の少女なのでゲームは嫌いではない。しかしこの時代のゲーム機は妙にメカメカしく、可愛かわいらしさに欠ける傾向があった。また映像表現もシンプルで、やはり可愛らしさには欠ける。結果的に女の子は少しだけ興味を持ちにくくなってしまっていた。静香が積極的に参加しないでいるのは、そういう理由からだった。

「それとティア殿どのだな」

「あれは例外でしょ」

　キリハの指し摘てきに静香は肩を竦すくめる。実はゲーム機にへばりついているのは男の子達だけではなかった。ティアも一緒になって大おお騒さわぎの最中だったのだ。

「フッハッハッハッハッハァッ!!　コータロー、ゲームでわらわに勝とうなどと百年早いわぁっ!!」

「おのれぇっ、ゲームは動体視力と反射神経が全てではない事を教えてやるっ!!　マッケンジー！」

「おう！」

「汚きたないぞコータロー!!　パートナーが強過ぎるではないかぁっ!!」

「ナッハッハッハッハッハァッ、人望の差だなぁっ!!」

「それは………そうでもないと思うぞ、コウ」

　ティアはフォルトーゼの大学で古代のコンピューター史、とりわけゲームの歴史を専せん攻こうしていた。つまり星は違えど、ティアはこの企画展示の申し子のような存在だった。おかげでどのゲームにも強い思い入れがあり、そして生来の負まけず嫌ぎらいがそれに拍車をかけている。この企画展示を一番楽しんでいるのは、間違いなくティアだろう。

「ティア、なんだったらあたしが一緒にやったげようか？」

「頼む！　そなたの力が要る」

「あいあいさー！」

「ああっ、汚いぞ!!　早苗を使うなんて!!」

「ふっふーん、人望の差じゃのう～♪」

「コウ、東ひがし本ほん願がんさんもゲームが得意なのか？」

「ゲーム自体はそれ程得意じゃないんだが、あいつ自身が特別なんだ。ちょっとでも気を抜くとあっという間にやられるぞ！　たまには本気出せ、マッケンジー！」

「分かった、面おも白しろくなってきた！」

　雰ふん囲い気きは友とも達だち同士で遊びに出で掛かけた時に近いだろう。だが故郷の町にいる時のように時間を気にする必要はないし、また遠くへ来ている事が特別の高揚感を与えている。おかげでゲームで大騒ぎしている孝太郎達の印象は、いつもより楽しげ―――というより子供っぽかった。見守る少女達がそれを微笑ほほえましく思うのは無理もないだろう。










　検査が予定よりもずっと早く終わってしまったので、晴海とクランは『朧ろう月げつ』の豪ごう華かなラウンジでお茶の時間を楽しんでいた。クランが晴海の検査をするようになって結構な時間が経たっているので、この検査後のお茶は既に定例行事となっていた。

「………ところでハルミ、修学旅行って、一体どういうものなんですの？」

　結果的にだが、晴海はクランにとって親しい友人と呼べる相手になっていた。孝太郎とキリハに関しては別格だが、それを除けばクランが一番親しいのは晴海で間違いない。おかげでクランは、他ほかの人間が相手では訊ききにくい事でも、晴海には訊く事が出来るのだった。

「フォルトーゼにはなかったんですか？」

「あったかもしれませんけれど、わたくしは学校に通っておりませんでしたから」

「頭が良過ぎるって、そういう事が起こるんですね………おっとっと」

　クランから説明を求められた晴海は、両りよう腕うでを組んで考え込んだ。これまで晴海は修学旅行がどんなものなのかをきちんと考えた事がなかったので、頭の中で一度知識を整理する必要があった。

「ええと………修学旅行っていうのは、勉強や社会経験としての価値もありそうな場所へ旅行に出かける学校行事です」

「勉強や社会経験？」

　ピンと来なかったようで、クランは軽く首を傾かしげる。

「オペラを鑑賞したり、お菓子の工場を見学したり、というような感じです」

「なるほど、純粋な遊びとは違う場所ですのね」

「でも私達学生の側からすると、単なる旅行に行く気分だったと思います」

「もしかして、勉強というのはタテマエですの？」

「若じやつ干かんそういうニュアンスは強いですね。ふふふ………」

　晴海は楽しそうに笑うと、紅茶の入ったカップに口を付ける。自分で淹いれた紅茶の味は満足のいくレベルに仕上がっていた。

「ちなみにハルミの時はどんな旅行でしたの？」

　修学旅行というものがおぼろげながらにイメージ出来るようになったクランは、その実例を知りたいと思うようになっていた。やはり出掛けて行った孝太郎達の事が気になっているのだ。

「私の時は神社やお寺がメインでしたね。古都巡めぐりというか」

「随ずい分ぶん渋しぶいセレクトですわね」

「渋過ぎて不満だった人が多かったみたいです。でも二日目は大きなテーマパークに出掛けたから、全体としては満足だったという声が多かった気がします」

「へぇ………」

　クランは紅茶を飲みながら晴海の話に聞き入っている。紅茶の味は素す晴ばらしい物だが、今のクランにはその味はちっとも伝わっていなかった。

「………それと………やっぱり旅行に出かけるって事で、みんないつもとは少し気分が違うみたいで………そのぉ………」

　これまでは順調に話を続けていた晴海が、ここで突とつ然ぜん口くち籠ごもる。そして軽く顔を俯かせると頬ほおを赤らめた。

「すっ、好きな人に、こくはくをする人が、いつもより多かった、です」

　晴海が絞り出すようにそう囁ささやくと、クランはクラシックなメガネの向こう側で大きく目を見張った。

「こっ、こくはくぅっ!?」

「………あの、はい………」

「………あ、はうぅ………」

　そしてクランも顔を赤らめ、照てれ臭くさそうに俯く。二人共恋れん愛あい沙ざ汰たには免めん疫えきがない上に、自分にも告白したい相手が居たりする。おかげで脳のう裏りに妙にリアルなイメージがちらついてしまい、しかもそれを受け流す事が出来ない。結果的に晴海とクランは数十秒に及およぶ長い沈ちん黙もくを続ける事となった。

「………そ、それじゃあ………」

　その長い沈黙を破ったのはクランだった。多少時間を経た事で、修学旅行での告白の何たるかを知りたいという欲求が、一時的に高まっていた照れ臭さを上回ったのだ。

「ハルミも、その………告白をした、とか………された、とか………ですの？」

　クランは顔を伏ふせ気ぎ味みにしたまま、上うわ目め遣づかいで晴海の表情を窺うかがう。すると晴海はその視線から逃にげるように視線をそらしつつ、首を小さく左右に振った。

「………私はそのぉ………告白する相手が、りょ、旅行に来ていなかったので、自分からは………」

「それはそう、ですわ、ね」

「でも、二度ほど、告白を、されました」

「どう、なさいました、の？」

「あの………丁てい重ちように、お断りを、しました。だって、その………」

「あ、そ、そうですわね、あはは、あははははっ！」

「………ふふ、ふふふふふふっ、ふふ………」

　ここで二人は一いつ緒しよになって笑い始める。しかしそれは楽しくて笑っているというのではなく、この重くて照れ臭い空気を何とかしたいという、誤ご魔ま化かし笑いだった。しかしここでもやはり好こう奇き心しんが勝つ。ひとしきり笑ったところで、クランは再び口を開いた。

「じゃあ、今いま頃ごろ………向こうでは？」

「………タイミングや雰囲気も問題ですから、何か楽しい事があった直後とか、夕方以降になるんじゃないかと………」

「キィやティアミリスさんなんかは、間ま違ちがいなくありそうですわね」

「そう思います」

　キリハとティアは同じクラスに限らず人気がある。それは男子だけではなく、一部の女子まで含ふくまれる話だ。この機に告白しようという人間はきっと多いだろう。

「でしたら………ベルトリオンも？」

「………ウッ………」

　それがクランにとって最大の関心事。そして晴海もまたそうであったから、思わず息を呑のんでいた。

「………さ、さとみくんは、えんげきのあとから………にんきが、ありますから………そういうことも、おこるんじゃ、ないかと………」

「………そ、そんな………」

　晴海は再び絞しぼり出すように囁いた。自分達の与あずかり知しらぬところで、孝太郎が誰かから告白を受けている。それを想像すると、晴海もクランも胸の奥おくに漠ばく然ぜんとした不安が広がっていく。孝太郎の性格と生おい立たちからすると、告白を受け入れる可能性は限りなく低いのだが、だからといって安心は出来なかった。

「………まさか修学旅行が、そんな破は廉れん恥ちなイベントだったとは………」

「決して全体的な事ではないんですけど、旅行で勇気が出る人がいるというか………」

「そういう気持ちは、分からないではありませんわ」

「私も、そうです………」

　二人の間に再び沈黙が訪れる。二人共間違いなく女の子なので、恋をする気持ちは分かる。勇気が出ない苦しみも。だからイベントで気分が高こう揚ようしている時に、思い切ってという気持ちは良く分かる。そしてよく分かるからこそ、不安なのだった。

「………ハルミ、ここはこちらも思い切って………こっそりと様子を、見に行ってみませんこと………？」

「えっ？」

「ここでじっと帰りを待つより、気持ち的に、そのぉ………」

　不安に耐たえ兼ねたクランは、行動を起こす事にした。修学旅行の実態を知ってしまった今、じっと帰りを待つのは不可能だった。しかし一人で行くのも不安なので、晴海の同行を求めた。危ない橋を一緒に渡ろうという提案だった。

「確かに、そうかもしれませんが………」

「ハルミも休日な訳ですし」

「………でも………」

　クランの提案は晴海にとっても魅み力りよく的てきなものだった。唯ゆい一いつの問題は、覗のぞきなどという事をやっていいのかという道義的な問題だろう。晴海には、素敵な女の子はそれでも信じて待つのではないかという想いがあったのだ。

「ハルミ、待っていては何も起こりませんわ。時にはこちらから動かなくては」

　だが、このクランの言葉が晴海を決断させた。晴海は常々、受け身の自分を問題視していたので、この言葉は無視出来なかった。晴海は大きく頷うなずいた。

「分かりました、ちょっとだけ、見に行ってみましょう」

「そうそう、ちょっとだけ、ちょっとだけですわ」

　こうしてクランと晴海は孝太郎達たちの後を追う事に決めた。追っていってしまえば『ちょっとだけ』では済まないのは明らかなのだが、今の二人にとって『ちょっとだけ』という言葉は気持ちを軽くしてくれる魔ま法ほうの言葉だった。










　好きな男の子がいる女の子にとって、修学旅行というのは一つのチャンスだ。いつもとは異なる環かん境きようなので、いつもなら話さない相手であっても偶然や何かの用事を装って気軽に声をかけられる。そして帰れば距離を戻せるから、後に引き摺るリスクも少ない。

　孝太郎の事が気になっている柏木汐里という少女にとっても、今回の修学旅行は大きなチャンスだった。そもそも彼女は孝太郎にあまり存在を意識して貰もらえていない。ただのクラスメイトの一人という認識だろう。だから汐里はまずその状じよう況きようを打破し、何とか親しく会話出来る所まで持っていきたいと考えていた。

「………今度こそ、里見君に声をかけなくちゃ………」

　残念ながら科学技術館では思ったように結果を出せなかった。常設展示を見ている間は孝太郎にも話し掛かける隙すきがあった。だが汐里が勇気を出せないうちに、一行は企画展示の方へ移ってしまった。そしてそれが悪かった。企画展示で扱あつかっているゲームの歴史は、孝太郎を含む多くの生徒の心を鷲わし掴づかみにした。そのせいで孝太郎達の興味はゲームに集中してしまい、話し掛け辛づらい状況になってしまった。既に仲が良ければその輪の中へ入っていけたのだろうが、今の汐里には難しかった。

「………この博物館ならきっと大丈夫の筈はずよ………」

　そこで汐里は次の機会を待つ事にした。科学技術館にいるのは昼から夕方前まで。そこからは江戸歴史博物館に場所を移す。展示が日本の歴史であれば、ゲームの企画展示の時ほどには孝太郎も興味はないだろうから、ずっと話し掛けやすい筈だった。

「マッケンジー、なんであいつらキャーキャーしてんだ？」

「コウ、ちょっとくらい流行を追うとかしろよ。………少し前から歴史ブームなんだよ。武将を美化したゲームやアニメなんかが、大流行を巻き起こしたんだ」

「へぇ………何でもやってみるもんだなぁ………」

「本物がハゲでも絵が良ければ大人気なんだ。ファンタジーの一種だろう」

「肖像画なんて大昔からそんなもんだ。時代の変化に合わせて、絵の質が変わっただけじゃないか？」

「コウにしては鋭い意見だな。そういう風に考えた事はなかった」

　汐里の想像は当たっていて、孝太郎を始めとする男の子は江戸歴史博物館に入ると落ち着きを取とり戻もどした。むしろ騒ぎ始めたのは女の子で、このところの歴史ブームの影えい響きようを受けて各展示の前で黄色い声を上げていた。この事は汐里にとって望ましい状況かもしれない。他の女の子の注目を浴びてしまう可能性が幾いくらか減るからだ。あとは孝太郎が一人になる機会があるかどうかが勝負だった。

「コウの言う視点に立つとだ、女の子達のセンスは大分変わったんだな」

「昔はこの肖像画のような姿が美形だった訳だからな」

「って事はだ、学年主任の山やま岡おかセンセーは戦国時代に行くとモテモテだろうな」

「………俺おれがなんだって？」

「やべっ!?」

「ちょっと来い松平！　いい機会だから、じっくり話をするぞ！」

「えぇぇっ!?」

「あ～あ。いってらっしゃ～～い！」

「この薄情者ぉ～～～～!!」

「………日頃の行いが悪いんだよ、お前は」

　幸運な事にそのチャンスは早いタイミングで訪れた。孝太郎と一緒に展示を回っていた賢治が学年主任の逆げき鱗りんに触れ、連れていかれてしまったのだ。あの様子だとしばらくは帰ってこないだろう。だが安心は出来ない。ここ一年程ほどは孝太郎の周囲には常に人がいるようになっていた。放っておけばすぐに誰かがやってきてしまうだろう。汐里は素す早ばやい決断を必要とされていた。

「勇気を出さなきゃ！　このままじゃ何も始まらないもの！」

　ぱちん

　汐里は自分の両頬を叩たたいて気合いを入れる。孝太郎は気付いていないが、彼女は小学校の頃からずっと孝太郎の事を見つめて来た。最初は孝太郎の事情を知らず、反発心もあった。だから男の子として好きになったのは中学校に入った頃なのだが、それでももう何年も孝太郎を見つめて来た計算になる。ここで何もしなければ、またずっと見つめるだけの生活に戻ってしまう。そうならない為ためには、今こそ行動が必要だった。

　―――言わなきゃ、今日こそ！　絶対に！

　汐里は孝太郎に向かって歩き始めた。たったそれだけの事なのに、彼女は必死だった。女の子が好きになった男の子に告白するには一大決心が必要だ。その決心をして彼女はここにいる。一歩また一歩と孝太郎に近付くにつれ、心臓の鼓動が速まり、鼓動が頭の中からまともな思考を追い出していく。それでいて悪い結果の想像だけは消えてくれない。不安は大きいが、それでも足は止めない。このままでは駄だ目めだという強い想いが、彼女を突き動かしていた。ほどなく汐里は孝太郎の近くに辿たどり着ついた。そして汐里は孝太郎の目の前で両目をぎゅっと閉じる。そして震える声で懸命に話し掛けた。

「あっ、あのっ、里見君、ちょっといいかなっ？」

　その口から飛び出したのは、この数年いつか言おうと思いつつも、ずっと言えずに来た言葉。何度も繰くり返かえし練習した、ごく当たり前の言葉だった。










　晴海とクランが孝太郎を見付けたのは、汐里がまさに孝太郎に話し掛けた瞬しゆん間かんの事だった。二人はどうしたものかと首を捻ひねったのだが、孝太郎が見知らぬ少女―――汐里と向かい合っていたのでとりあえず話し掛けるのは止やめにした。本来二人はここに居ない筈の人間なので、どうして来たんだと孝太郎に叱しかられるのも怖かった。

『どうした、柏木？』

『知ってたんだね、私の名前』

『そりゃ同じクラスだからな』

『そ、そっか………』

『それでどうしたんだ？』

『あ、えっとね………』

　晴海とクランは孝太郎に見付からないよう慎重に近付いていく。孝太郎と汐里の会話を邪じや魔まする訳にはいかなかった。

「………何を話してらっしゃるのやら」

「この距離では聞こえませんね」

「ここはこれで聞いてみましょう」

　クランは鞄の中から何かの装置を取り出し、その先端を孝太郎達の方へ向ける。この装置は遠くの音を聞く為の集音機だ。形状からその機能に思い至った晴海は、軽く眉まゆをひそめた。

「それで盗み聞きをするんですか？　里見君に悪いんじゃ………」

「ハルミ、あなたはどうしてここへいらしたんですの？」

「それは………ふぅ………分かりました、聞いてみましょう」

　孝太郎が誰かに告白を受けたりしていないだろうか。そしてその事に心動かされてはいないだろうか。晴海とクランがここへ来たのは、そういうちょっとした不安に駆かられての事だ。その解消には、盗み聞きや盗み見がどうしても必要になる。そういう部分には潔けつ癖ぺきな晴海だが、今回ばかりはそうも言っていられなかった。

『あのね、里見君。良かったら私も一緒に展示を見てもいいかな？』

『そんなの俺に許可を貰うような事じゃないだろ。俺の家じゃあるまいし』

『………それは、その………いいなら、いいんだけど………』

『駄目な訳ないだろ』

「あの子………本当に里見君に………？」

「………予感が的中してしまいましたわね」

　集音機からは孝太郎と汐里の会話が明瞭に聞こえていた。それも汐里が懸命に孝太郎にアプローチをしているところだった。だがあいにく孝太郎は汐里の言葉の意味には気付いていない。表現が多少遠回りだったせいだろう。しかし盗み聞きをしている二人には、その意味ははっきりと伝わっていた。

「………どうしましょう、クランさん………このままじゃ里見君は………」

「ベルトリオンがあの子と？　ま、まさかそんなっ………で、でも………」

　晴海とクランの胸に、少し前までは漠然としていた不安が、はっきりとした実感を伴うものとしてずっしりと重く圧し掛かる。二人共孝太郎が抱かかえている心の問題は簡単には解決出来ないと重々承知している。しかしあの少女にそれが出来ないと、誰が言えるだろう？　あるいは今でなくても、いずれそれが起こるとしたら？　やってくるのは孝太郎が自分達の前から消えるという未来。それを意識すると、これまで感じた事のない不安や焦あせりが晴海とクランを苛さいなみ始めていた。

　だが―――

『こんにちは、レイオ―――いえいえ、コータロー様』

『ああっ、エル、てめえっ、こんなところで何してやがるッ!?』

『こんなところで会うなんて、奇遇ですねぇ』

『嘘つけ、この野郎!!』

『里見君、知り合いなの？』

『ああ、こいつはティアの―――』

『姉です。いつもティアがお世話になっております』

　―――どこからともなく姿を現したエルファリアのせいで、孝太郎と汐里の会話は決定的な局面を迎える前に途と切ぎれた。

「よ、よかった………」

「今回ばかりは感謝しますわ、エルファリアさん………」

　晴海とクランはその場にへなへなと座り込んだ。エルファリアの登場でさしあたっての破滅―――正確には二人の主観では破滅に等しいという意味だが―――は回かい避ひされた。普ふ段だんはトラブルを持ってくる事が多いエルファリアだが、今回に限っては頬擦りして感謝したいくらいだった。

「………何があったのだ？」

「それは里見君が―――って、ハッ!?」

「キッ、キィッ!?　どうしてここにっ!?」

「どうしてもこうしてもないな。ここの見学の真っ最中だ」

　そして晴海とクランがキリハに見付かってしまった事で、汐里が孝太郎と話をする機会は当分先送りになるだろう。しかしそれが晴海とクランにとって幸運かどうかは、意見が分かれるところだった。










　結果から言うと、晴海とクランは孝太郎達に同行する事になった。二人共それぞれの力で変装したり姿を消したり空を飛んだり出来るので、制服を着ていれば基本的に旅行に紛れ込むのは簡単な事だった。しかしもう一人の方はそういう風にはいかなかった。

「………という訳だから、さっさと帰れ、エル」

「嫌いやです」

「お前自分が誰だれなのか分かってるのか!?」

「ティアちゃんの姉、エルちゃまです！」

「ふざけてる場合か！　今お前に万が一の事があったら、何百億もの国民が路頭に迷うんだぞ！」

　エルファリアは神聖フォルトーゼ銀河皇国の現皇こう帝ていだ。自由に観光させてやるなら、孝太郎達全員の護衛が要いる。彼女は日本の交通ルールを曖あい昧まいにしか把握していないので事故が怖こわいし、その整った容姿も街中で危険を招き寄せる一因となる。またシンプルに強盗も怖い。もちろん敵対勢力が暗殺者を送ってくる事もあるだろう。万が一があっては困るのが、銀河の半分を支配する国の皇帝なのだった。

「だったらティアやクランさんはどうなんです？　あの子達だって万が一があっては困る立場の人間ですよ？」

「あいつらはもう地球に詳しいし、自分で身を守れる！　お前みたいに厳重な警護は必要ないんだよ！」

「レイオス様がいつもそうやってダメダメ言うから、私はいつまで経っても地球に不慣れなんですよ」

「ちょっとは自分が危機的状況の皇帝である自覚を持て！　何もかも解決した後なら、幾らでも好きに遊ばせてやる！」

「その言葉に二言はありませんね、レイオス様」

　これまでは強硬に抵てい抗こうしていたエルファリアだが、何な故ぜかここで譲歩の姿勢を見せた。だがその表情は奇き妙みようなくらいに楽しげだ。孝太郎はそこに一いち抹まつの不安を感じたが、今はエルファリアを帰らせるのが大事だと判断し、頷き返した。

「………ああ」

「絶対ですよ？」

「分かってる、だから帰れ」

「嘘だったら酷ひどいですからね？」

「さっさと帰れ！」

「は～～いっ♪　ごきげんよう～～♪」

　エルファリアは逃げるようにして孝太郎に背を向けた。そして去り際に、彼女は何故かゆりかに目くばせをする。実はゆりかは既すでにエルファリアによって買収されていた。ゆりかはカップラーメン二箱と引き換えに、エルファリアに今後のスケジュールを教え、また面白そうな事が起こったら連絡すると約束した。要するに面白い事を見み逃のがさない態勢が整ったからこそ、エルファリアは簡単に退いた。恐おそらく彼女は帰った途端、喜々として転送用ゲートの調整に入るに違いなかった。

「………何か不吉な予感がしますわね」

「悪巧みでもしてそうな雰囲気でしたが………」

　すぐ横で孝太郎とエルファリアのやり取りを聞いていたクランと晴海も、去っていくエルファリアの後ろ姿から怪あやしい気配を感じ取っていた。しかしそんな二人の呟つぶやきを耳にした孝太郎は、二人に厳しい視線を投げかけた。

「悪巧みをしていたのは桜庭先せん輩ぱい達たちでしょう。ちゃんと反省して下さい」

「ご、ごめんなさい里見君っ」

「悪かったですわっ！　ちょ、ちょっと留守番が寂さびしくなってしまってっ」

　晴海とクランは孝太郎に真実を告げていない。本当は孝太郎が自分達以外の女の子に告白されたりしていないか心配して追ってきたのだが、彼かの女じよ達が実際に孝太郎に告げた理由は二人だけで留守番するのが寂しかったからというもの。流石に本当の理由は口に出来なかった。

「まあ、反省しているならいいですけれども」

「あは、あは、あはははははっ」

「き、気を付けますわっ！」

　幸いな事に、孝太郎はそれ以上の追及はしなかった。実は孝太郎は、晴海とクランが二人だけで留守番になっている状況が少しだけ気になっていたのだ。だから追って来てしまった事に対して言うべき事を言えば、それ以上は追及する必要はなかった。むしろちょっぴり安心している孝太郎だったから。

「………やれやれ、これで一安心ですわね」

　追及の魔の手から逃れたクランは、やや大おお袈げ裟さに溜め息をついた。するとそれを聞きつけた晴海は笑顔を作った。

「良かったですね、クランさん」

「怒おこられたばかりだって言うのに、妙みようにご機き嫌げんですわね」

　晴海の方は笑顔が妙に明るい。不思議に思ったクランは首を傾げる。すると晴海は弾はずんだ調子でその理由を明かした。

「実は私、里見君にこういう怒られ方するのって初めてなんです」

　晴海は先輩で、しかも品行方正。普段は孝太郎が怒らなければいけない事などどこにも存在していない。今回は孝太郎の事が心配になってルールを破った訳だが、結果的にそれが彼女の希望を叶えたのだ。

「物好きですわねぇ………」

「クランさん、悪い事って楽しいですね？」

「わたくしはもう、悪事はこりごりですわ」

　楽しそうにしている晴海、やれやれとばかりに肩かたを落とすクラン。反応は対照的だったが、二人共なんとか無事に修学旅行へもぐりこむ事が出来たのだった。










　江戸歴史博物館の営業時間は夜の八時まで。しかしスケジュール上の都合により、一行が博物館を出たのは七時だった。今夜の宿しゆく泊はく先となるホテルは、博物館からバスで高速道路を使い少し走った先の海辺にある。季節はもう秋に入っているので、海辺にやってくると夜の空気は肌はだ寒ざむい。冬の足音は刻一刻と近付いていた。

「マッケンジー、マッケンジー、見ろ！　肉を塊かたまりで貰ってきたぞ！」

「………ローストビーフってのは、薄切りにしてお洒落しやれに楽しむものだぞ？」

　ホテルには既に夕食の準備が出来ていた。夕食はバイキング形式で、好きなものを好きなだけ食べられる。そこで孝太郎はホテル自慢のローストビーフを塊で貰ってきた。これには賢治もあきれ顔だった。

「お前がどう思うかはどうだっていいんだよ。俺は心行くまで肉が食いたいんだ」

「そうですそうですぅ、肉は大きい方が正義なんですぅ」

　そんな孝太郎の尻馬に乗ったのが隣となりの席で食べているゆりかだった。ゆりかは塊ではなかったが、様々な種類の肉を持ってきている。孝太郎と似たり寄ったりだった。

「お前は野菜も食えよ」

「えええっ、なんでですかぁっ!?　里見さんと同じじゃないですかぁっ!!」

「見ろ、俺は野菜もちゃんと持ってきてる。肉しか食べないお前と同じじゃない」

「嫌ですよぅ、せっかく高そうなホテルに来てるのにぃ」

「高いも安いもあるか。食え」

　大量に食べる分には構わないが、偏食は許さない。孝太郎は自分の皿に載のっていたサラダの半分をゆりかの皿に移した。

「ああぁああぁぁぁぁっ!?　うっ、うっうっ………」

　自分の皿がサラダてんこ盛りになったゆりかは半泣きになってもそもそとサラダを食べ始める。こうなっては抵抗は無意味だという事は、ゆりかにもよく分かっていた。

「馬ば鹿かねぇ………やり方をもうちょっと考えればいいのに」

　ゆりかの向かい側に座すわっていた早苗が苦く笑しようする。早苗は孝太郎達とは違ちがってケーキを大量に持ってきており、幸せそうにぱくぱくと食べ続けていた。

「早苗、お前も人の事言えるか。お前もちゃんと―――あー、いや、それならいいや。偉えらいぞ早苗」

「えへへへへへへ～～～♪」

　孝太郎は早苗を注意しようとしたのだが、途と中ちゆうである事に気付いて逆に褒ほめた。早苗は確かにケーキばかりを食べているのだが、飲み物が野菜のスムージーだった。つまり早苗はきちんと野菜も食べている訳なので、孝太郎には文句はなかった。

　これは早苗の中に存在する『早苗さん』の影響だった。確かに最初は『早苗ちゃん』がケーキだけを食べようとしたのだが、それをするとまずいと『早苗さん』が警告。野菜のスムージーが追加された。全体としてみると早苗も成長しているのだった。

「なぁ、コウ」

　そんな孝太郎達のやり取りを見ていた賢治が、自分もローストビーフを食べながら孝太郎に笑いかける。

「ん？」

　話し掛けられた孝太郎は肉の塊にかじりついたばかりだ。孝太郎は肉をかじったまま、目だけを上げて賢治を見た。

「いつも思うんだが………お前、お母さんじみてきたよな」

「ほうかぁ？」

「いつも虹にじ野のさんや東本願さんの世話を焼いてるだろ。見るたびに可お笑かしくってな」

「笑い事じゃないろ。こいちゅら、放っておくとろくな事しにゃいんら」

「いい事だからそのまま面めん倒どう見てやれよ」

「んー、目に付くうちはにゃー」

　話が一段落した所で、孝太郎は食事に戻った。賢治はそんな孝太郎を見ながら、孝太郎はこの一年余りの間に大きく変わったと感じていた。それも良い方に。他人と積極的に関わろうとするようになっただけでも大きな進歩だ。それを改めて感じた賢治は、自身も食事を再開する。夕食はとても美う味まかった。










　夕食が済んだら各自で風ふ呂ろに入り、消灯の時間となる。だが吉きつ祥しよう春はる風かぜ高こう校こうは自主性を重んじているので、消灯はあくまで目安でしかなく、絶対厳守を求められてはいない。大浴場の混み具合の問題もあるので、そこまで細かく守らせると窮きゆう屈くつなだけなのだ。

　そんな訳で孝太郎と賢治が大浴場に向かったのは夜中の一時を回った頃ころ。流石さすがにこの時間になると生徒の数はぐっと少なくなっており、貸し切りのような状態になっていた。

「やー、騒さわいだ後の風呂は気持ちがいいなぁ」

　孝太郎は湯船に入った後、大きく伸びをした。トランプにゲーム、卓球と、修学旅行の夜には各種イベントが目め白じろ押おしだ。そして孝太郎は遊び疲れて賢治と一緒に大浴場へやってきた。一いつ旦たん休憩といった所だった。

「コウはタフだなぁ。まだ元気が有り余ってるな」

　賢治は眼鏡めがねを外し、湯気で曇くもったレンズを拭ぬぐいながら孝太郎の言葉に答える。眼鏡を外している間は孝太郎の顔が見えなくなるが、賢治には声を聞いただけで孝太郎の表情の想像が付くので問題はなかった。

「お前、何おっさんみたいな事を言ってるんだよ」

「もう運動部を離はなれて大分経つのに、やたら元気なお前がおかしいんだよ」

　賢治はそう言って笑う。孝太郎は高校に入って以降は一人暮らしをする為に野球を止やめた。賢治は見た目の良さを買われて演劇部に入った。だから中学時代には体力自慢の二人だったが、今はそれ程でもない筈だ。にもかかわらず孝太郎は相変わらずの体力を維持している。賢治が笑うのも当たり前だろう。

「お前が軟弱な事をしている間にも、体力作りは続けているからな」

　孝太郎はルースの剣術や、クランの格かく闘とう技ぎの練習相手をしている。おかげで体力の維持は出来ている。もっとも、野球の実力が落ちているのは間違いなかったのだが。

「演劇が軟弱か？」

「演劇はいいんだよ。役作りのストイックさとかは知ってるからな」

「………あれは酷かったな」

「問題はお前の私生活の方だ」

「はいはい、分かってますよ………って、おい、コウ」

　途中まではありがちな会話だったのだが、賢治はそこで気になるものを発見した。

「その身体からだの傷、どうしたんだ？」

　賢治が見付けたのは孝太郎の身体に刻まれた傷だった。孝太郎は素行が荒れていた時期があったので、元々身体に幾つか傷があった。だが今はそれに加えて、高校に入った後に起きた様々な事件により、更さらに幾つか傷が刻まれていた。その追加分は賢治が知らないものだった。

　―――しまった、油断してた………。

　夏場のプールの授業などでは目立たないように魔法で傷を隠かくして貰っていたのだが、今回はその準備を怠おこたっていた。修学旅行で風呂に入る事を失念していたのだ。

「………前からこんなもんだったろう？」

「いや、前はこんなに多くなかった気がするぞ」

　孝太郎は何とか誤魔化そうとしたが、付き合いが長い事もあって賢治は騙だまされてくれない。仕方なく孝太郎はある程度本当の事を言う事にした。

「………そんなに増えてはいないと思うが、心当たりはある」

「何かあったのか？」

「ああ。あいつらに絡からんでちょっとな」

「身体を張るような事があったって事か」

「まあな。事情は訊きくなよ？」

「分かってるって。野暮な事は言わない」

「女絡みだと途と端たんに気が利くのな、お前」

「一言多いぞ、コウ」

「ハハハハッ、済まん」

　ある程度真実を言ったのが功を奏し、賢治はそれ以上孝太郎に事情を訊かなかった。これは賢治がかつての孝太郎を知っているからこそだろう。そしてだからこそ、賢治はその先にある本題に切り込んだ。

「だがな、コウ。そうならそうで、そろそろ決めなきゃいけない時期だぞ」

「うん？　何をだ？」

「惚とぼけるなよ。あの子達たちの中で、誰と付き合うのかって話さ。流石にそろそろ決めたんだろう？」

　いつの間にか孝太郎の周りに集まるようになっていた九人の少女達。孝太郎が身体を張って守った相手が、その九人の中に何人か含まれている筈。そうであるなら、相手の方もそれなりの感情を孝太郎に向けているに違いない。お互たがいの為に、周囲の為に、関係を確定させるべきではないのか―――それが賢治が一番気になっている問題だった。

「いや、まだだ。みんなそれぞれに良い子達だから、難しくてな」

　孝太郎は首を横に振ふる。賢治は女性関係にはだらしないが、ここぞという時には一番信頼できる男だ。だから感情的な部分に限っては、賢治には何も隠す必要はなかった。

「訊き方を変えよう。居なくなって大だい丈じよう夫ぶなのは誰だ？　順番に除外していって、残った一人と付き合えばいい」

　選せん択たくが難しいなら消去法が効果的だ。必要性が乏とぼしい人間を順番に切り離していき、最後に残った一人が一番重要という事になる。

「そいつは………」

　誰が必要ないか―――それは孝太郎にとって初めての視点だった。だから賢治に突とつ然ぜんそう言われて、孝太郎は戸惑いを隠せなかった。

　―――今の俺に必要のない人間………あの九人の中でか？

　九人の顔を順番に思い浮かべていく。どの顔にも多くの想おもい出でが重なっていた。そのどれもが孝太郎にとってかけがえのない想い出だった。

「………よく分からない。そういう風に考えた事はなかった」

　結局孝太郎には結論が出せなかった。正確には必要がない人間が存在していないという結論が出たと言うべきだろう。今の孝太郎にとって、問題の九人と離れるのはとても悲しい事だ。消去法は孝太郎にとって有益な手段ではなかった。

「………コウ、お前このままだと本当に大変な事になるぞ？」

　これまでも賢治は孝太郎の事を心配して来た。女性関係についてもだ。だが問題が孝太郎達の作る輪の外にまで波及し始めている今、賢治はこれまでよりも踏ふみ込んだ意味で心配していた。輪の外にいる人間が可哀かわい想そうであり、その涙なみだが輪の中の関係を乱すかもしれない。だから賢治は、孝太郎がその危険を意識すべきだと考えていた。

「あいつらは本当にいい子達なんだ。誰もが辛つらい目に遭あって、それでも立ち上がって、周りに笑いかけている。必要のない人間なんて一人もいない。あいつらだって、お互いを必要とし合っている」

「………コウ………気持ちは分かるが、それでも………」

「自分から選べないんだから、相手が俺じゃなきゃいけないだなんて、そんな傲ごう慢まんな事は思わないさ。あいつらが幸せになってくれるんなら、どういう未来だっていいんだ。この俺を、必要だと言ってくれた子達なんだから！」

　孝太郎にも分かっている。自分が足を踏み出さなければ、九人の少女達はその場に足止めになると。そして何かの拍子に心が離れてしまうかもしれないと。気持ちを示さないままに、好きでいて貰おうなどというのは傲慢だろう。それが分かっていても孝太郎には決める事が出来なかった。それをするには遅過ぎた。既にその誰もが、孝太郎の毎日に深く広く入り込んでしまっていたから。孝太郎は少女達によって、完全に侵しん略りやくされてしまっていたから。それを引ひき剥はがすのは、当たり前の毎日の崩壊を意味する。そして孝太郎には、自分からそれをする勇気が湧かなかった。










　大浴場で孝太郎と賢治が六ろく畳じよう間まの少女達の話をしている頃。彼女達もまた、大浴場で似たような話に花を咲かせていた。ただし彼女達の場合は多くのクラスメイトが一いつ緒しよに来ているので、話題は彼女達自身の恋れん愛あいではない。クラスメイト達がそれぞれに抱えている恋愛模様が話題となっていた。

「それでどうなったのじゃ？　告白したんじゃろう？」

「………告白するつもりだったんだけど………その時女子サッカー部の後輩が通りかかっちゃって………」

「告白できなかったんだ？」

「早苗ちゃん、表現をもっとソフトにしてあげないと………」

「アリガト、静香。でも、その通りなのよ。その日は告白出来ずに帰っちゃって、その後は気合いが抜けて、怖おじ気け付づいちゃって………」

　今の話題の中心はクラスメイトの一人、女子サッカー部に所属しているショートカットの元気少女。しかし恋愛話となると日ひ頃ごろの元気さは鳴りを潜め、恥はずかしそうにその顛てん末まつを話していた。

「分かりますぅ、そういう気持ちぃ。勇気を出して宿題を始めた時とかにぃ、何かの理由で中断するとぉ、続きをやるのにまた沢たく山さん勇気が要るんですよねぇ」

「………ゆりか、恋愛と宿題を同じにしちゃ悪いわ」

「そんな事ないですぅ。恋愛も宿題もとっても大事な事ですよぅ。真希ちゃんは頭が固過ぎますぅ」

　まず一人の少女が恋愛話を披ひ露ろうし、話を聞いている者達が意見を言ったり、議論をしたりする。この場は自然とそんな事をするような雰ふん囲い気きになっていた。ちなみに恋愛話はこの女子サッカー部の少女で四人目だった。

「それで………入いり江えさんはこれからどうしたいのですか？」

「そうですわね。まずそこをはっきりさせる事が、問題解決の糸口でしてよ」

　博物館で合流した晴海とクランも、上う手まくこの場に溶け込んでいた。二人共魔法で少しだけ変装しているので、髪かみ型がたや髪かみの色が普段とは違っている。それは変装としては大したものではないのだが、修学旅行の大浴場なので他ほかのクラスの人間もいるから、それだけで十分だった。

「告白はしたいんだけど………告白の間中、勇気を保っていられるかどうかが心配で」

「なんなら私が代わりに言ってあげようか？」

「シズカ様、他人が代わりに告白するのは統計的に見て有効な手段ではありません。やはり告白は自分でした方が良い結果になるようです」

「そっかぁ………難しいわね」

「ねえ、倉くら野のさん。どうしたらいいかな？」

　そして複雑な問題が持ち上がった時、頼りになるのはやはりキリハだった。人の心の機微に通じたキリハは、ここまでの話の多くに適切な解決法を提示していた。

「告白中に勇気を保てるかどうかが不安なら、問題を分離してしまうのはいかがでしょうか？」

　キリハはクラスメイトの前では優等生少女の猫かぶりをしている。今回もそれを継続しつつ、鮮あざやかな答えを提示した。

「問題の分離？」

「はい。まずは告白の手紙を書きます。すると渡すかどうかの一いつ瞬しゆんだけ、勇気を出せばいいという事になります」

「なるほど！　流石は倉野さん、その手で行くわ！」

「注意点はメールでの告白は避さける事」

「ふむふむ、それは何故なの？」

「メールだとどうしても文面が固く見えてしまいます。それを解消する為に絵文字を使うと、今度は他のメールと印象が似てしまうんです」

「ああ………確かに」

「そして一番重要なのは、手紙を手て渡わたしする事です。告白される方にも都合があります。郵送や下駄箱に入れておくのでは誰の告白なのかピンと来ない事があるでしょうし、悪いた戯ずらかもしれないと感じる事もあるでしょう」

「私の気持ちがぼんやりしちゃうのね」

「はい。そうしたマイナスの心理を払ふつ拭しよくする為には、誠実な態度で全力で手渡しするという行こう為いが有効なのです」

「結局は伝え方が重要って事か………うん、分かった。手紙の手渡しでやってみる！」

「健闘を祈ります」

「うん！　本当にありがとう、倉野さん！」

　恋愛話を披露していた少女は、その瞳ひとみに涙を滲にじませてキリハの手を握にぎり締め、上下に激しく揺ゆさぶった。やはり告白は重大事件だ。そして周りにいる少女達にとって、それは他ひ人と事ごとではない。明日は我が身だから、キリハはもちろん、その場にいる多くの少女が彼女の健闘を祈っていた。

「………あのぅ、次は私が相談してもいいかなぁ？」

　けれど次に披露される恋愛話が、その風向きを変える。そっと手を挙げて遠えん慮りよがちに発言を求めたのは、柏木汐里という名前のクラスメイトだった。










　汐里が手を挙げた瞬間から、クランと晴海は緊きん張ちようと不安に包まれた。

「ハルミ、あの子は確か」

「はい、さっき里見君に………」

　二人には汐里の顔に見覚えがあった。博物館で孝太郎の姿を見付けた時、その傍そばに居たのが汐里だった。その時の孝太郎と汐里の会話には、まだ告白めいたものはなかった。だが懸命にアプローチをかけている雰囲気は感じられた。そしてそれが正しいなら、今まさに汐里が口にしようとしている恋愛話は孝太郎に関するものの筈はず。クランと晴海は彼女の口からそれが語られる事を恐れていた。

「………私には………その、ずっと前から、好きな人がいて………」

　汐里は恐る恐るといった雰囲気で自分の恋愛について語り始めた。だが相手の男性の名前は口にしない。汐里は相手の名前を明かさないまま、相談をするつもりなのだ。おかげでクランと晴海は何とも言えない気持ちで話を聞き続けなくてはならなかった。

「でも私は最初、その人の事が嫌きらいだったんです」

「どうしてですかぁ？」

　ゆりかが無む邪じや気きに訊き返す。ゆりかには汐里が誰の事を言っているのかがまだ分かっていない。おかげでこれまでの相談者四人に対するのと同じ反応をしていた。

「乱暴で、愛想が悪くて………怖い人だったから………」

「なら、そっとしておけばよかったじゃない」

　早苗もそうだった。早苗は汐里の本気の愛情を感じ取っていたが、それが誰に向けられたものなのかまでは分からない。ゆりか同様にこれまで通りに対応していた。

「うん………だから実際、最初の何年かはあまり話した事がなかったんだ」

「という事は、その方とは随ずい分ぶん前からお知り合いだったのですね？」

　ルースは汐里の言葉の裏に含ふくまれている関係の長さは感じ取ったものの、やはりそれが誰に対するものなのかまでは感じ取れていなかった。

「小学校の頃からずっと同じクラスだったの。でもあの人の方は、私の事なんて覚えていないでしょうけど」

　汐里は自じ嘲ちよう的に笑う。もっと早く行動に出ていれば良かった、彼女の胸の中にはそんな後こう悔かいが少なからず存在していた。

「転機は、彼かれが野球を始めた時だったと思う」

　野球―――その単語が汐里の口から飛び出した時、これまで軽く俯き気味で思いを巡らせていたキリハが弾はじかれたように顔を上げ、汐里の顔を見た。この時キリハの胸にはまさか、という思いが湧き上がってきていた。

「彼が怖い人だったのは家庭に原因があったんです。それで他人を遠ざけて………でも野球を始めた事で他人との接点が出来ました。そこから彼は少しずつですが変わっていったんです。そのうち沢山の友達や、親友と呼べる人も出来て………」

　汐里がそこまで話した時、六畳間の少女達は全員が、彼女が誰の事を話しているのかを悟った。そしてやはり全員がその事に驚おどろき、絶句していた。

「………そんな事をずっと近くで見ていたからかな。私はいつの間にか彼の事が好きになってしまっていて………私も彼の役に立てるんじゃないかなんて、そんな事を思うようになって………でも勇気がなかったから、今まで何も出来なくて………」

「シ、シオリ、まさかそなたが話しているのは―――」

　真っ先に黙だまっていられなくなったのは、やはりティアだった。せっかちな彼女は、明確な答えを求めた。だが答えが欲ほしかったのは他の八人の少女も同じだった。

「―――コータローの、事か？」

「………うん。やっぱりティアさん達も昔の里見君の事を知ってたんだね。実は前からそうなんじゃないかって思ってたんだ………」

　汐里は一度目を丸くして驚いたものの、すぐに軽く頬ほおを染めて頷うなずいた。最近はティア達が孝太郎と親しい事は汐里も良く知っている。だからティア達なら知っていてもおかしくはないだろうと思っていたのだ。

「それで………思い切って訊きたいんだけど、里見君って、誰かと付き合ってるの？」

　汐里が相談したかったのは実はこの部分だった。ティア達が孝太郎と仲が良い事は彼女も知っている。しかしその先へ至った人間がいるのかどうか、そこまでは彼女にも分からない。だからどうしても彼女にはそこを確かく認にんする必要があった。

「それは………誰とも付き合っていない筈じゃが………」

　ティア、そして他の八人の少女の胸の中でどんどん不安が膨ふくれ上あがっていく。だが孝太郎には付き合っている人間がいると言う訳にはいかない。孝太郎に恋こい人びとがいない事は紛まぎれもない事実だったから。

「そっか………よしっ！」

　ティアの答えを聞いた汐里は、一度大きく安あん堵どした後、決意に満ちた表情を作った。

「ど、どうしたんですかぁ？」

　そんな汐里の様子を見て、ゆりかは恐る恐る尋たずねる。すると汐里はゆりかとは真逆の力強い言葉できっぱりと断じた。

「私、この修学旅行の間に里見君に告白する！」

　現状で孝太郎と一番親しいティア達が知らないなら、孝太郎には間ま違ちがいなく恋人は存在していないだろう。ならば告白しても誰も傷付ける事はない。彼女が躊躇ためらう理由は、もうどこにも存在していなかった。

『えええぇぇぇぇえぇえぇぇぇぇぇっ!?』

　これまで侵しん略りやく者しやの少女達は考えた事もなかった。自分達以外に、孝太郎の事を好きになる人間が現れるという事を。表面的な意味ならそれが起こるだろう事は予想していた。演劇の影えい響きようで、孝太郎のファンは間違いなく存在していたから。だが、真の意味で孝太郎を好きになる人間が現れる事は想定していなかった。自分達以外はそこに気付いているとは思わなかったから。だから汐里の出現と、彼女が孝太郎へ告白するという宣言は、侵略者の少女達を震しん撼かんさせた。










　修学旅行二日目。この日は有名なテーマパークへ行く事になっていた。吉きつ祥しよう春はる風かぜ高こう校こうの修学旅行は完全に勉強の為ためのものという訳ではなく、三日間のうち一日は完全に遊ぶだけの日が設定されている。この日がまさにそうで、みんなでテーマパークを楽しみ、想い出を残す日だった。そして一行は、テーマパークへ向けてバスで移動する最中だった。

「………もし、里見君があの子の告白を受け入れたらどうなるのかしら………」

　バスの最後尾の席で、真希がポツリとそう呟く。その声は小さく、すぐ近くにいる侵略者の少女達八人にしか届いていない。その言葉を聞いた八人は大おお真ま面じ目めな顔で黙り込んでしまう。周囲がテーマパークの話題で盛り上がっているのに、彼女達は逆に盛り下がっていた。突然現れた汐里と、彼女の言葉が気になってしまい、テーマパークを楽しむような状じよう況きようではなくなってしまっていたのだ。

「そっ、そんな事ないよっ!!　孝太郎だよ!?　孝太郎がそう簡単に女の子に引っ掛かる筈ないって!!」

　早苗はその重たい空気を必死に打ち破ろうとした。だが早苗は自分で口にした言葉を信じ切れていない。汐里がきちんと孝太郎の事を把は握あくしている事は昨日の会話で明らか。また早苗は霊れい能のう力りよくによって汐里が孝太郎へ向けている感情が本物である事も知っている。それを否定するという事は、自分達たちにも孝太郎の心を動かせないと認める事に繋つながる。だからどうしても早苗の言葉は空虚に響ひびいてしまうのだった。

「………そう思いたいけど………柏木さんは、私達が知らない里見君を知っているんだよね………それがどう影響するのか………」

　そしてたった今静香が指し摘てきした部分こそが、彼女達が一番恐れている事だった。

　侵略者の少女達は既に一年以上孝太郎と一緒に過ごしている。だから誰よりも孝太郎を良く知っているという自負があった。唯ゆい一いつの例外は賢治ぐらいだろう。しかし賢治は男性であるから、少女達はいつか賢治に勝たねばと思いつつも、危険視はしていなかった。それこそ時間の問題だと考えていたのだ。

　そこへ現れたのが汐里だった。彼女はこれまで、六畳間の少女達程ほどには孝太郎との付き合いはなかった。しかしその反面、汐里は小学校から孝太郎を見つめ続けてきた。六畳間の少女達は特定の期間の孝太郎を知っているだけだが、汐里はその何倍もの期間の孝太郎を知っている。その意味においては、一番孝太郎を知っている女の子だった。そうした事が少女達を不安にさせていたのだ。

「………しかしベルトリオンが、良く知らない女の子を急に受け入れるとは考え難にくいのではありませんの？」

　孝太郎が積極的な対人関係を望まない傾けい向こうにあるのは少女達は良く知っている。クランはそれゆえに短期的には問題がないのではないかと思っていた。より正確には、思いたかった。

「だとしたら、急ではなければおやかたさまは受け入れるかもしれないという事になるのではありませんか？　卒業まではまだ一年以上残っております」

　ルースもクランの指摘には異論はない。しかし問題はまだ時間が多く残されているという事だった。確かに短期的には問題ないかもしれないが、ここから友達関係が始まって、一年余りをかけて恋愛関係に発展しないとは言い切れない。

「………一年以上過ぎれば、コータローはシオリと殴なぐり合あいの喧けん嘩かをするようになるかもしれない………そうじゃな、それがないとは言えないじゃろう………」

　ティアはそう呟きながら拳こぶしを握り締める。高校生活が残り一年余りという事実が少女達を更に不安にさせていた。彼女達と孝太郎の関係もまた、一年余りの時間の中で築かれたものだったから。

「………想像もしていませんでしたね………私達が足踏みしている間に、他の女の子が後を追ってくるだなんて………」

　この晴海の言葉が、少女達の問題の本質だろう。少女達は自分達と孝太郎の事しか意識していなかった。時間をかけて孝太郎を癒いやしてあげられればいいとしか思っていなかったのだ。そこへ大外から姿を現した汐里。青天の霹へき靂れきとはこの事だろう。

「でもでもぉ、桜庭先輩、この場合はぁ、後を追ったのはぁ、私達の方なんじゃないですかねぇ………？」

　時間移動に関する諸もろ々もろの事情を除けば、ゆりかが言うように先に孝太郎を好きになったのは汐里の方だろう。加えて孝太郎の主観では、先に出会ったのは汐里になるだろう。後追いはむしろ六畳間の少女達の方なのだ。

「物の道理としてはそうなるな。我らは昨年孝太郎と出会い、それぞれに彼を好きになった。そして今になって女の子は自分達だけではないと気付いて慌あわてて―――」

　キリハは晴海とゆりかの言葉を自分なりにまとめようとした。だが、その途中で不意に言葉を切った。

　―――待て、何かがおかしい………この違和感は何だ………？

　晴海とゆりかが口にした言葉をまとめていく中で、キリハはなんとも言えない違和感を覚えた。感情的には二人の言葉には全くの同感だった。キリハ自身も同じように感じていたからだ。しかし全体を眺ながめた場合、何かが破は綻たんしているように感じられる。しかしそれが何なのかを汲くみ取とれず、キリハは困こん惑わくしていた。感覚的には合っているのだから、破綻を探すのは難しかった。

「どうしたのじゃ、キリハよ」

　突然口をつぐんだキリハを不思議に思い、ティアがその顔を覗のぞき込む。キリハはそこで考え事を打ち切り、小さく微笑ほほえんだ。

「いや、何でもない。気のせいだろう」

　まだ違和感の出所は分かっていない。しかしこのまま考え続けても必ずしも答えが出るとは限らない。ここは違和感よりも目の前の問題に集中するべきだろうと考え、キリハは話を元に戻した。

「ともかく、我ら以外にも女の子が存在していると理解した以上、何もしないでいるのは愚おろかだろうな」

「具体的にはどうするのじゃ？」

「短期的には問題がないのは確かだろう。ここはまず、汐里の出方を見よう」

　孝太郎が電でん撃げき的に汐里に心動かされる心配はないだろう。それに関しては六畳間の少女達自身が苦労している事が証しよう拠ことなる。時間的に余よ裕ゆうがある場合には、相手の性質を観察したり出方を見るのが戦略の基本だ。そこで少女達は汐里の様子を見る事に決めた。少女達が初めて遭そう遇ぐうした、恋こい敵がたきの様子を。










　ホテルからテーマパークまではそう遠くない。しかし有名な観光地なので渋じゆう滞たいに嵌はまってしまい、結局は数十分の時間を要した。スケジュール的には渋滞まで織り込み済みだったので、孝太郎達がパークのメインゲートに到とう着ちやくしたのはオープンする時間の十分ほど前の事だった。

「やっぱりここは金かかってるなぁ。中に入る前から雰囲気作りはバッチリだ」

「コウ、そういう事は思ってても言わない方がいいぞ」

「なんでだ？」

「女の子達はその雰囲気に乗りたいんだ。あえてそれを逆さか撫なでする事もないだろう」

「………流石は夢の国だなっ！」

「そうそう、お前も分かってきたじゃないか」

　孝太郎と賢治は二人で並んでメインゲートを見上げていた。メインゲートはそれ自体が既すでにテーマパークの一部として作られており、レンガ造りのファンタジックな外見をしている。またパークの外周を走る園内列車はそのままファンタジーアニメに出てきそうなデザインをしていた。降り立った時から既にファンタジーの世界にいるという、徹底した雰囲気作りが成されているのだった。

「ところでマッケンジー、今日はこれからどうする？」

　昨日は一緒に回っていたので、孝太郎は一応賢治に同行するかどうかを尋ねた。薄うす々うす賢治がどう答えるのかは分かっていたのだが。

「今日は約束がある」

「だと思った」

　案の定、賢治は同行しないと答えた。女の子と一緒に回る約束があるのだ。流石にこの夢の国を孝太郎と回ろうとは思わない賢治だった。

「いい機会だから、お前も誰だれか誘って一緒に回ればいいだろ」

「誰かって言ってもなぁ………」

　賢治の言葉を聞いて、真っ先に頭に浮うかんだのはやはり六畳間の少女達だった。だがそのうちの一人を誘うとなると、厄やつ介かいな問題だ。一人を選べないから困っている孝太郎なのだから。

「ねぇ里見君、だったら私達と一緒に行かない？」

　考え込んだ孝太郎に声がかかる。顔をそちらへ向けると、そこには昨日少しだけ話をした汐里の姿があった。汐里の傍には数人の男女の姿もある。孝太郎も良く知っているクラスメイト達だった。

　―――それも良いかもしれないな………。

　六畳間の少女達から誰か一人を選べないなら、クラスメイトとの親交を深めるのも悪くない選択だろう。修学旅行の想い出が、全すべて九人の少女達とのものだけになってしまうのも、それはそれで不健全なのだから。

「ありがとう、柏木。そうさせて貰もらうよ」

「うん！　今日は楽しもうね！」

　こうして孝太郎はクラスメイト達とテーマパークを回る事に決めた。その選択は孝太郎にとってはごく自然な流れであったのだが、近くでそれを見ていた賢治は違う見解を持っていた。

　―――案外、柏木さんがコウを射止める目があるかもしれないな………。

　孝太郎は確かに九人の少女達を大切に思っている。だが大切に思うあまり、誰も選べずにいた。しかし柏木汐里という少女はその手前に居るものだから、結果的に孝太郎は特に意識せずに彼女を選択している。恋愛に関しては経験豊富な賢治だから、そうした事から自然な交際に発展する可能性を熟知していた。だから孝太郎が最終的に汐里を選んでしまう事も十分に有り得るだろう、そんな風に考えていた。










　そして賢治と同じ事を心配していたのが、孝太郎と汐里の後をつけている六畳間の少女達だった。彼かの女じよ達は物もの陰かげに隠れながら、時には科学や魔ま法ほうの力を駆使して、孝太郎達の数十メートル後ろをついていっている。この距離であれば、クランが手にしている集音機が十分に孝太郎と汐里の会話を拾う事が出来るのだった。

『次はアレか。ジェットコースター的な』

『里見君は確か高い所大丈夫だったよね？』

『ああ。………っていうか、何で知ってるんだ？』

『中学の体育祭で、里見君ピラミッドの天てつ辺ぺんに居たじゃない』

『あれ、柏木あん時も同じクラスだったっけ？』

『ひどいなぁ、ずっと同じクラスだったよぉ！』

『そうだったのか』

『もー、失礼しちゃうなぁ………』

『悪い悪い』

　孝太郎と汐里の会話は明るく元気、しかも楽しそうだった。それはただのクラスメイト同士のやりとりというよりも、もう一歩踏み込んだ雰囲気に移行しつつある。何とか孝太郎との距離を詰めたいと願う、汐里の強い想いがそうさせていた。

「なんだかぁ、いい感じの雰囲気ですねぇ」

　ゆりかが愛読している少女漫画では、今の孝太郎と汐里のやりとりは、関係が順調に進展している時に出てくる類たぐいのものだ。その事がゆりかの不安を強くしていた。

「そう思うよ。汐里はらぶらぶ光線を凄すごい出してるし、孝太郎も汐里と仲良くなろうとしてるみたいだし」

　そしてゆりかの言葉を早苗が裏付ける。早苗の霊視によれば、汐里の感情は一心に孝太郎に向けて注がれていた。やはり彼女の気持ちは本物なのだ。孝太郎の方は汐里に対してまだクラスメイトに向ける以上の感情は持っていないようだが、せっかく誘って貰ったので邪じや険けんに扱うつもりもないらしい。仲良くしたいと思っているのは間ま違ちがいなかった。

「もしシオリ様がこのままアピールを続けたら、もしかしたらおやかたさまは………」

「考えたくない事じゃが………どう思う、キリハ？」

「………汐里はこの旅行中に告白すると宣言している。少し急ぎ過ぎだと思うが………孝太郎がどう反応するかは、我にも想像がつかない。それに告白が今後の関係を変化させていく可能性も十分にある」

　少女達は自分達と孝太郎の間には強い絆きずながあると信じていた。だから孝太郎が汐里に簡単に心奪われたりしないと思っている。しかし自分達が足踏み状態にある事も重々理解していた。だからこの旅行中の告白と、その後の時間経過が、汐里にも孝太郎との絆を生む可能性を否定出来なかった。

「………もし里見君が………柏木さんと付き合うような事になったら………一体どうなるのかしらね………」

　これまで静香は自分の将来が漠ばく然ぜんとだが想像出来ていた。孝太郎が誰を選ぼうと、このまま皆で騒がしくも楽しく暮らすのだろうと思っていたのだ。しかし汐里の登場がその想像を掻かき消してしまった。孝太郎が汐里を選んだ場合の未来が、静香にはまるで想像出来ない。それは多かれ少なかれ、他の少女達も同じだった。

「………里見君が私達を要らないと言ったら………その時は多分、私は………」

　孝太郎が汐里を選んだら、一番困った状況に陥おちいるのは真希なのかもしれない。彼女には帰る場所がない。孝太郎のいる場所こそが彼女の帰る場所なのだ。その孝太郎が汐里を選んだとしたら―――そう思うと、真希は胸が潰つぶれてしまいそうだった。

「かといって、ベルトリオンとあの子の関係を邪じや魔まする訳にはいきませんわ………そんな非道な事は許されませんもの………」

　ではどうするのかという事になるが、さしあたっては手詰まりだった。クランの言う通り、孝太郎と汐里の関係はあくまで二人のもの。結論は二人が出すべきであって、クラン達が邪魔してしまう訳にはいかなかった。もし邪魔してしまえば、自らの気持ちに悪意の曇くもりを生じさせる。それだけは、少女達には出来なかった。

「やっぱり信じて待つ以外に、方法はないんでしょうか………」

　晴海はそう言って大きく溜め息をついた。汐里の邪魔をする訳にはいかない以上、孝太郎が自分達を選んでくれるように祈いのるしかない。少女達の気持ちはその方向に傾き始めていた。

「………あなた達、そんな弱気な考え方をしていたら、あの娘こにレイオス様を取られてしまいますよ？」

「母上!?」

　だが少女達を心配してやってきたエルファリアはそうは思っていない。エルファリアの考えでは、少女達にはまだやるべき事が沢たく山さん残っていた。










　エルファリアは昨晩のうちに、内通者であるゆりかから汐里の事を聞かされていた。加えて六畳間の少女達が汐里の出現に悩なやんでいるという事も。その事を心配したエルファリアは少女達に会いにやってきたのだった。

「ですが母上、この状況ではわらわ達には何も出来ませぬ！」

「確かに、この場においてはそうでしょう。見守るしか方法はありません」

　汐里の邪魔をしないという点に関しては、エルファリアの考えも同じだった。本気であるならなおの事、後悔するようなやり方は避けなければならないのだ。エルファリアが考える対策は、この場を去った後の事だった。

「あなた方が為すべきは、今後、これまでよりも強く自分の気持ちを示す事。たった今、あの娘が必死になってやっているように」

　仮に修学旅行中に汐里が孝太郎に気持ちを告げようとも、孝太郎の性格上、すぐにはどうこうなったりはしないだろう。汐里が六畳間の少女達に追い付くまでには、まだ多くの時間が残されているのだ。そして汐里が追ってくるなら、同じかそれ以上のスピードで前へ進めばいい。確かに邪魔は許されないが、同じ事をする分には問題はない筈だった。

「しかしエルファリア陛下、私達たちが気持ちを強く示すといっても、里見君の方の気持ちの問題もあります。あまり無茶な事はしたくありません」

　晴海も出来得るならエルファリアの言う通りにしたい。しかし孝太郎が気持ちの深い所で、まだ他人との繋がりを信じ切れていないなら、気持ちを強く示す事が孝太郎を追おい詰つめる事になりかねない。それをしたくないというのが晴海の考え、そして少女達の総意だった。

「………あなた達は本当に優しい子達ですね。そして本当にレイオス様の事を大切にしている」

　エルファリアは自分を見つめる十八の瞳に優しく笑いかけた。かつての自分と同じ瞳が十八も並んでいる。それが眩まぶしくもあり、懐なつかしくもあった。

「その気持ちは私にもよく分かります。あの方こそ、誰よりも幸せになって貰わねばなりません」

「でしたら―――」

「ハルミ、あなた達には一つだけ間違いがあります」

　なおも言い募る晴海に、エルファリアはそっと首を横に振ふった。すると晴海、そして他の八人の少女が目を見張った。

「間違い、ですか？」

「あなた達は、あの方の進歩を少なく見積もり過ぎているのです。………これはあなた達の毎日が、レイオス様と近過ぎるせいでしょうね」

　何事も昨日と今日の違いは小さい。少女達のように常に近くで孝太郎を見ていれば、何も変わっていないように感じられてしまうだろう。しかしエルファリアは違う。二十年前の世界で出会った孝太郎と、再会した時の孝太郎には明らかな違いが感じられた。そしてそれからの数すうヶか月げつ、時々顔を合わせる孝太郎は、少しずつだが印象に変化があった。それはある程度距きよ離りがあるからこそ、感じ取れた変化だった。汐里がそうであったように。

「今のレイオス様はもう、あなた達が自分で思っている程ほどには、あなた達を遠ざけようとは思っていません」

　その孝太郎の変化を引き起こしたのは、間違いなく目の前の九人の少女達だ。彼女達との毎日が孝太郎の心を少しずつ癒し、印象に変化を引き起こしたのだ。

「だからあの方を信じて踏ふみ込みなさい。あなた達は自分で思う以上に、レイオス様のお役に立っているのですから。必要と、されているのですから………」

　だからエルファリアは信じている。少女達がこれまで以上の繋がりを求めても、孝太郎が拒きよ否ひするような事はないだろうと。それが許されるぐらいには、少女達は孝太郎にとって特別の存在であるだろうと。










　孝太郎達が訪おとずれたテーマパークは広大な敷しき地ち面積を誇ほこる。おかげでパーク内には大きな人工湖と、そこを周遊するフェリーまで存在している。ただし流石さすがに物には限度があり、フェリーはデザインこそ豪ごう華か客船をイメージしたものだが、大きさはそれほどでもない。他の観光地の湖にある遊覧船と大差ない大きさだった。このフェリーは湖を一周してくるのにそれほど長い時間はかからない。しかし他のアトラクションに比べるとペースが格段に遅おそく、のんびりとした時間を過ごしたい人達に人気だった。そしてこのフェリーは、誰にも邪魔されない時間を必要としていた汐里にも、ありがたいアトラクションだった。

「あれ、みんなはどこ行ったんだ？」

　孝太郎がフェリーの上部デッキへ上がると、そこには汐里の姿しかなかった。周囲には孝太郎達と関係のない他の来園者はいたものの、一緒に回っていたクラスメイト達の姿が見当たらなくなっていたのだ。

「みんなは後ろの甲かん板ぱんにいるわ。ほら、あそこ」

　きょろきょろとクラスメイト達を探している孝太郎に、汐里は彼らがいる場所を指し示した。孝太郎がデッキから顔を出してそちらを見ると、二つ下のフロアに一いつ緒しよに船に乗ったクラスメイト達の姿が見えた。

「あー、いたいた。柏木、すぐにあっちへ行こう」

　何か手違いでもあったんだろう、孝太郎はそれぐらいにしか思っていない。だからすぐに汐里に背を向け、クラスメイト達の所へ向かおうとした。

「待って、里見君」

　しかしそんな孝太郎を汐里が引き留めた。彼女は孝太郎の右手を掴つかむと、自分の方に引き寄せる。

「うん、どうした？」

　孝太郎は足を止め、汐里の方へ振り返る。すると彼女は引き寄せた孝太郎の手を両手で固く握りしめた。

「みんなが下のデッキに行ったのはね、私の為ために協力してくれたからなの」

「どういう事なんだ？」

「実は私………里見君に話したい事があって………」

　汐里は軽く目を伏せる。その伏せられた目、薄うつすらと紅潮した頬、孝太郎の手を胸むな元もとでぎゅっと握り締める両手。孝太郎はそれらによって彼女が何を言おうとしているのかをおぼろげに感じ取った。おかげで孝太郎の方も顔が強こわ張ばり、緊張し始めていた。

「あの………私ね………？」

　汐里はちらりと視線を上げて孝太郎を見ると、恐る恐る話し始めた。ずっと言いたかったけれど、今日まで言えずに来た事を。

「里見君は覚えてないかもしれないけど………私は小学校の頃ころからずっと里見君と一緒のクラスで………それでずっと、里見君の事を見てたんだ」

「………そうか」

　残念ながら孝太郎の記き憶おくの中にある汐里は、高校と中学のものだけだ。それ以前の事は思い出せない。だがそう言ってしまうのは冷たい気がしたから、孝太郎はあえてその事は口にしなかった。

「だから里見君のお母さんの事も知ってるし、お父さんと色々あったのも………他人とあんまり仲良くしたくない事も、分かってるつもり」

　孝太郎が荒れていた期間を知っているから、汐里は間接的にだが孝太郎に関する情報を持っている。そして孝太郎が心の奥おく底そこで他人を信用しきれていない事は、そこから推測したものだった。

「………それなのに何とか他人に優しくしようともがいている里見君に気付いてしまった時から、目が離せなくなって………でもどう声をかけていいのかが分からなくて………勇気が出なくて………」

　孝太郎は心の奥底では他人を信じきれていないものの、それでも他人を受け入れようという努力は続けていた。何度も衝しよう突とつを繰くり返した果てに賢治を受け入れたように。それが汐里が心こころ惹ひかれた理由だった。

「けれど高校ももうすぐ三年生で………このまま卒業になったら、会わなくなっちゃうだろうし………だから勝手だとは思ったけど、里見君に伝える事にしたの。何もせずに後悔するような事には、なりたくなかったから！」

　フオーン

　船の汽笛が鳴る。それは周遊コースの半分を通過したという合図。汐里に残されている時間はそう多くはない。そして汽笛に背中を押されて、汐里は今日までためこんできた気持ちを解放した。

「ずっとあなたが好きでしたっ!!　どうか私とお付き合いして下さいっ!!」

「柏木………」

　汐里の気持ちはきちんと孝太郎に伝わっていた。それは表面だけの気持ちではなく、心の底からの気持ち。汐里は孝太郎の事情をきちんと知っていて、それでも手を差さし伸のべてくれている。問題があるなら共に乗り越えようという覚かく悟ごがあるのだ。その上での言葉。決していい加減に答えてはいけない言葉だった。

「ありがとう、柏木。君がそういう風に思っていてくれて、嬉うれしかった」

「里見君！」

「だが………君とは付き合えない。すまない」

　本気の想おもいを、真しん摯しにぶつけて来た汐里。そんな彼女の気持ちを拒きよ絶ぜつしなければならないのは、孝太郎にとって大きな苦痛だった。しかしたとえそうであったとしても、孝太郎はそう答えなければならなかった。いい加減な気持ちで汐里と付き合えば、きっと彼女を傷付ける事になるだろうから。

「………どうして………ど、どうして、なの………？」

　汐里は孝太郎の答えを聞き、両の瞳ひとみからぽろぽろと涙なみだを溢あふれさせる。声は掠かすれ、今にも泣き出してしまいそうだった。そうもなるだろう。彼女は本気だったのだから。だからこそ孝太郎は、自分の気持ちを正直に告白した。

「実は俺おれにも、気になっている奴やつらがいるんだ」

「気に、なっている、人………？」

「ああ。高校に入ってから出会った奴らなんだけど………あいつらが俺を、今の俺にしてくれたんだ。まだはっきりとは分かっていないけれど、俺の一番大事な人間は、あいつらの中に居る筈はずなんだ。だから、君とは付き合えない」

　孝太郎にとっては、やはり六畳間の少女達は特別な存在だった。彼女達は現在の孝太郎の構成要素の一部として深く食い込んでしまっている。そんな状態では、孝太郎は他の女性を選ぶ事が出来ない。孝太郎の特別な女性は、あの九人の中に居る筈だった。

「俺は………今の自分の事なら、好きになれそうな気がしてる。そういう風に感じられるようにしてくれた奴らを、忘れてしまうのは難しいよ」

「それは、ティアちゃん達の事………ですよね？」

　汐里には孝太郎が言っている人々に心当たりがあった。高校に入ってからの孝太郎の事も見つめてきたから。その可能性がある人々はそう多くはない。普ふ通つうに考えれば、いつも一緒に騒さわいでいるティア達というのが妥だ当とうだった。

「そうだ。あいつらとは色々あったんだよ」

　孝太郎はきっぱりと頷いた。本気の汐里には嘘うそはつけなかった。

「俺には、あいつら以外からは選べそうにない。もっとも、俺がフラれてしまうというか、愛想を尽かされてしまう可能性は大いにあるんだが………」
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　九人の少女達は、多かれ少なかれ孝太郎に対して好意を示してくれている。しかし孝太郎が自分の本当の気持ちを見み出いだすまで、彼女らの気持ちが継続している保証はどこにもない。そこは孝太郎も覚悟の上だった。

「君が俺なら、諦あきらめるかい？」

「………いいえ。だから私はここに居ます」

「本当にすまない、柏木。決して君が嫌きらいな訳じゃないんだ」

「分かっています………ちゃんと、分かっています………」

　汐里にも孝太郎の気持ちは良く分かる。自分の本当の気持ちを見出すのに時間がかかる事も、難しいと分かっていても諦められない事も。実際に汐里は、そうやってこの場所に立っていたから。だから汐里は大おお粒つぶの涙を流しながらも、孝太郎の言葉を受け入れるしかなかった。










　そのティア達はフェリー乗り場の近くで孝太郎達が帰ってくるのを待っていた。今の彼女達は孝太郎達の様子を覗のぞいてはいない。汐里が告白を始めそうになった時から、船上の様子を見るのに使っていた無人機のマイクとカメラを切ってしまった。流石に彼女達も告白そのものを覗くほど悪あく趣しゆ味みではなかった。

「どうなったんでしょうねぇ～」

　このゆりかの呟つぶやきは少女達全員に共通する思いだった。彼女達はカメラを切ってからの十分余りの時間を、不安と焦あせりが入り混じった感情を抱かかえて待ち続けなければならなかった。それは自分の身体からだの一部が引き千切られるかもしれないという時の不安や焦りに近いものだった。

「………恋人同士になる、まずは恋人候補から、それともごめんなさいか。このどれになったのかで今後が変わってくるものね………」

　静香は湖を囲む柵さくに寄りかかり、小さく溜め息をつく。六畳間の少女達は孝太郎が自分達を大切に思ってくれていると信じているし、仮に孝太郎が汐里にどう答えようとも短い期間ですぐにどうこうなるとも思っていない。しかし自分達が知らない孝太郎を知っている汐里という存在は、少女達にとって未知なる脅きよう威いだ。この先は気が抜けない日々が続く可能性が高く、告白の結果そのものに対する感情に加えて、この部分からも不安と焦りが生じていた。

「しかしどうなったにせよ、わたくし達がベルトリオンにする事は同じですわ」

　そんな負の感情を掻き消したくて、クランは自分に言い聞かせるようにそう言った。エルファリアに諭さとされた少女達は、既に今後の方針を決めていた。これまで以上に積極的に自分達の気持ちを出す。孝太郎と汐里がどうなったにせよ、その方針は堅持される。誰かが追ってくるなら、同じかそれ以上の速度で先へ進まねばならない。今は気落ちしている暇ひまなどなく、強い気持ちで進むべき時だった。

　フオーン

　そんな時、フェリーが汽笛を鳴らしながら乗り場の近くへ戻もどってきた。少女達の視線は自然と乗り場の桟さん橋ばしへ近付くフェリーに吸い寄せられる。孝太郎と汐里がフェリーから降りてくるのは、これから数分後だ。少女達はそれまでの時間を、黙だまってフェリーを見つめたままで過ごした。

「みんな、孝太郎が降りてきたよ」

　最初に孝太郎達を見付けたのは早苗だった。純じゆん粋すいな視力はティアが一番だが、人探しとなると霊波が見える早苗の独どく壇だん場じようだった。そして早苗が孝太郎の位置を指し示したおかげで、残りの少女達もその姿を見付ける事が出来た。

「シオリ様も一緒のようですね。………おっと、無人機がお二人を再捕捉」

「ルース、無人機はもうよい。ここからは小細工なしじゃ」

　孝太郎と汐里はフェリーから降りると、並んで桟橋を歩いてくる。そして二人は乗り場のゲートを潜くぐったところで立ち止まった。

「何か話をしているみたいですね―――あっ………」

　真希は思わず声を上げる。ここで驚おどろくべき事が起こった。汐里が孝太郎に向けて深々と頭を下げたのだ。そして彼女は孝太郎に背を向け、足早に去っていく。それに対し、孝太郎はその場に立ったまま何もせず、去っていく汐里の背中を見送った。

「………駄だ目めだったんですね、汐里さん………」

　晴海は二人の様子から結末を察し、とても悲しそうにそう呟いた。すると周囲にいる少女達も悲しげな表情に変わる。確かに少女達は汐里の存在に大きな脅威を感じていた。だがそれでも彼女の失恋を喜ぶ気にはなれない。その悲しみは痛いほど分かる。少女達もそれを恐れていたからこそ、汐里を脅威に感じていたのだから。

「………孝太郎は我らを選んでくれたのだろうか………それとも………」

　とりあえずの危機は去ったようだ。しかしキリハは必ずしも楽観視はしていない。汐里がふられてしまったのは事実だろうが、その理由までは分からないのだ。

　―――いや、待て………そうか、違和感の正体はこの部分か………。

　そしてキリハはこの結末をきっかけに、先程から感じていた違和感の正体に気付いた。それはキリハ自身と、他の八人の少女達に共通する、ある特殊な考え方だった。

　―――我らは何な故ぜ、汐里に対してだけ危機感を覚えたのだろう？　まるで孝太郎に好意を持っている人間が、自分と汐里しかいないかのように………。

　この場にいる九人の少女達は、全員が孝太郎に対して大きな愛情を抱いだいている。という事は汐里と同じで、全員が恋敵という事になる筈だ。にもかかわらず、彼女達はお互たがいに対して危機感を持っていない。そこには明確な線引きが存在していた。

　―――何故我らはそう考えてしまうのだろう？　共に長い日々を過ごした親友だからだろうか？　これはあるだろう。辛つらい戦いを一緒に潜り抜ぬけた戦友だから、という事もあるだろう。しかしそれらだけを根こん拠きよだと考えていいのだろうか？

　これは奇き妙みような状じよう況きようだった。六畳間の少女達同士の場合は、何故か根本的に汐里に対する感情とは、感じ方が異なっている。確かにこれまでの日々が少女達同士の連帯感を強めているのは紛れもない事実だろう。しかしそれが少女達と汐里の間で明確な差を生んだとする事には、キリハは少なからず抵てい抗こうがあった。

　―――もっと何か、別の理由があるのではないだろうか？　我らがお互いの存在を許してしまうような、何らかの特別な理由が………。

　ここにいる九人全員が孝太郎に愛情を抱き、しかもお互いの存在を許している。単純な確率論では、この状況はあり得ないだろう。それが起こっているのだから、キリハは何らかの事情があるのではないかと疑い始めていた。

「―――リハ、キリハ、急に黙り込んでどうしたの？」

　そんな時、何者かがキリハの肩かたを揺すった。それで我に返ったキリハは、肩を揺すっている手の持ち主の顔を見る。いつの間にか早苗が目の前にやってきており、不思議そうな顔でキリハを見上げていた。

「………いや、何でもない。気のせいだろう」

　結局、キリハはそこで疑問を放ほう棄きした。

　―――やはり、考え過ぎだろうな。むしろこの状況を作り出す要因があると考える事の方に無理がある。我らの関係にタイムスリップが介在している以上、ある程度の確率の偏かたよりは必然だろう。だから本当に偶ぐう然ぜん、あるいは、これを運命というのだろう………。

　重なった偶然に理由を求めるのは、古くから知られている人間の悪い癖くせだ。たとえどれだけ確率が低くても、起こってしまう偶然はある。仮にキツネに追われたウサギが切り株にぶつかって死んだとしよう。それが二度続けて起こったとしても、その切り株にウサギを引き寄せて倒たおす力があると考えるのは間ま違ちがいだ。キツネが幾いくら切り株の所で待ったとしても、三匹目のウサギはやってこないだろう。

「ふぅん、そっか。それよりホラ、孝太郎がこっち来るよ！」

「早苗、孝太郎を迎えに行こう」

「そうしよっ！　………怒おこられるかもしれないけど」

「その時はその時だ」

「うんっ！」

　そしてもう一つ、キリハが疑問を放棄した事には理由がある。それはたった今手を繋つないでいる早苗との―――そして他の七人との―――出会いとその後の日々が、運命以外の理由で起こったとは、思いたくないからなのだった。










　修学旅行の三日目、最終日。この日は高原にある牧場で過ごす事になっていた。この牧場は観光地として整備されていて、牧場そのものというよりもテーマパークとしての側面が強い。牧場の生き物の見学はもちろん、体験コーナーや工場の見学、レストランや土産みやげ物屋などを楽しむ事が出来る。孝太郎達にも興味がある事が盛り沢だく山さんだった。

「コータローや、羊狩りの体験とかは出来ぬのかのう？」

「そんなバイオレンスな体験コーナーはこの場所にはない！」

　ただ一人、ティアだけは若じやつ干かん不満そうだった。羊達を放牧しているエリアを囲む木製の柵にもたれかかり、軽く頬ほおを膨ふくらませている。この場所は確かに面白いは面白いのだが、あらゆるものの速度が遅く、平和的過ぎる。ティアの元気でせっかちな性格とは相あい性しようが悪かった。

「自分で捕まえた羊をジンギスカンで食べるとか、絶対楽しい筈じゃぞ」

「この柵の向こうに広がる羊達の楽園を、地獄に変えたいのかお前は」

「うむ！」

「可愛かわいく言ってもない物はない！」

「仕方ないのぉ………ならばコータロー、後でバイオレンスな何かに付き合うがよい」

「分かった分かった………しばらく我が慢まんしてろ」

「うむ！」

　だが実際の所、ティアは言うほど不満ではないし、本気で狩りがしたい訳でもない。そういう風に言えば孝太郎が構ってくれると知っているのだ。そして後で一緒に何かして遊ぶ約束を取り付けたので、ティアはとりあえず満足だった。

「おやかたさま、殿でん下か、こちらにいらっしゃいましたか」

「孝太郎、ティア、次これに行こう！　アイスアイス！」

　丁度ティアの機き嫌げんが直ったところに、ルースと早苗がやってきた。そして小走りに近付いてきた早苗が孝太郎にパンフレットを広げて見せる。

「アイスの手作り体験だって！　みんなで行こ！」

「先さき程ほど予約を入れておきましたところ、今しがた順番が回ってきたと連絡が」

　この牧場には、放牧されている牛から絞った牛乳を使って、アイスクリーム作りができるという体験コーナーがある。甘あまいもの好き、料理好きの少女達たちが主導して、参加を決めたようだった。

「みんなでか？」

「うん！　その方が楽しいでしょ！」

「十人分予約を入れてございます」

「凄い量のアイスが出来るんじゃないか？」

「いいじゃない、全部食べよー！」

「食べ切れなかった場合には『青あお騎き士し』に保管をすればよろしいかと」

「それなら平気だな。よし、行くか」

　特に問題はなさそうだったので、孝太郎はアイスクリーム作りに参加する事にした。すると笑顔になった早苗が更さらに近付いて来る。

「孝太郎孝太郎」

「はいはい」

　早苗は慣れた様子で孝太郎の背中によじ登る。そこは自分の為ための場所だと言わんばかりだった。

「あっちだよ」

「おう」

　孝太郎は早苗を背負ったまま、彼女が指さす方向へ歩き始める。そのすぐ後にはティアとルースの主従が続く。ルースはちらっと孝太郎達の方を見て微笑ほほえむと、ティアの耳元に囁ささやきかけた。

「………出で遅おくれてしまいましたね」

「よい。後で遊ぶ約束をしてある」

「それは宜よろしゅうございました」

　そうしてルースとティアが笑い合った時、先を行く孝太郎と早苗が残りの少女達と合流した。少女達は体験コーナーの前で孝太郎達が来るのを待っていた。

「遅かったじゃない、里見君。もう少しで始まっちゃうところだったわ」

　静香が笑顔で出迎える。口では批判めいた事を言ってはいるが、それはあくまで会話のきっかけに過ぎない。それが分かっているから、孝太郎も軽い調子で応じた。

「すいません、大家さん。早苗が思ったより重くって」

「嘘ばっかり。本当はあたしとくっつけて嬉しいくせにぃ」

「良いなぁ、早苗ちゃん。里見君っ、今度私も背中に乗せて？」

「大家さんが軽い日なら」

「酷ひどいなぁ、最近はずっと軽いわよっ！」

「嘘だよ。昨日お風ふ呂ろ場ばの体重計に乗って、五百グラム増えたって嘆なげいてた」

「早苗ちゃんっ！　もぉ～～～」

「えへへへ～～～」

　早苗は孝太郎の背から降りると、そのまま静香と他愛のないお喋しやべりを始める。孝太郎はその様子をしばらく眺ながめていたのだが、途と中ちゆうで二人の近くにいるゆりかが難しい顔をしている事に気が付いた。

「どうした、ゆりか？」

「あのあのっ、里見さぁん、アイスってどのくらい食べるとご飯一食と同じになりますかねぇ？」

「お前、アイスで食費を浮かせようとか考えるなよ」

「だってぇっ、アイスには賞味期限がないんですよぉっ!?　最大限有効的に活用すべきですぅっ!!」

　貧乏暮らしが身に染みているゆりかは、ここで作るアイスを腹の足しにしようと考えていた。貧乏はいつ襲おそってくるか分からない。明日突とつ然ぜん、食事が出来なくなるかもしれないのだ。常に備えは必要だというのがゆりかの考えだった。

「待てゆりか！　もしお前が急に貧乏になっても、今日ここで作るアイスと同じぐらいの食事は俺が絶対に何とかしてやる！　だから楽しい事で飢うえを凌しのごうなんて情けないことは考えるな！」

　だが孝太郎の目にはゆりかの考えはあまりに後ろ向きで、悲しく映った。

　―――もしかしたらゆりかも俺と同じで、こういう部分で他人を信じ切れていないのかもしれないな………。

　このまま放置すればゆりかは駄目な方向に進む。孝太郎としてはそれを見過ごす訳にはいかない。ここは断固阻止の構えだった。

「ホントですかぁっ!?」

　すると孝太郎の言葉を聞いたゆりかはその両目を輝かがやかせ、両手を胸の前で組んで祈る様な雰ふん囲い気きで孝太郎ににじり寄ってくる。

「出会った頃から里見さんの事が大好きでしたぁっ!!」

　そしてゆりかは孝太郎の手を握にぎり締めると、上下にぶんぶんと大きく振った。救いの神発見、その目はそう訴えていた。

「ちなみにゆりか、とりあえずの危機は俺が助ける約束だからって、アイスはその更に先の危機に備えて取っておこうとか考えるなよ？」

「ええぇっ、駄目ですかぁっ!?」

　ゆりかの動きがぴたりと止まる。

「駄目に決まってるだろっ!!　残しておくなら俺が全部食うからな!!」

「そんな殺せつ生しようなぁっ!!　お慈じ悲ひをっ、お慈悲を～～～～!!」

　ゆりかは孝太郎に抱き着くようにして懸命に訴える。しかし孝太郎は断固拒否。それはゆりかをずっと助けてやるという意思表示でもある訳なのだが、彼女がそれに気付いた様子はなかった。










　実際にアイス作りが始まると、そこからは料理が得意な顔触れの独壇場だった。またアイス作りは比ひ較かく的てき工程がシンプルなので、失敗する要素も少ない。得意な者が不得意な者をカバーする事で、どのアイスも順調に完成へ近付いていた。

「里見君」

「はいよ」

　孝太郎は真希と一緒にアイスを作っていた。孝太郎の料理の実力は可もなく不可もなくといったところ。そこでやはり料理の腕うでがそこそこの真希がペアの相手となっている訳なのだった。

「あとは―――」

「任しとけ、力仕事は得意なんだ」

　孝太郎と真希の料理風景は不思議だ。二人の交わす言葉の数は非常に少ない。感覚的に似ている部分が多いのか、不思議と相手が何を思っているのかが分かるのだ。おかげで作業はとてもスムーズに進んでいる。大おお騒さわぎになっている早苗やティアとは対照的と言えるだろう。そんな訳で二人は一番初めに、最終工程である材料を低温に保ったまま撹かく拌はんを続けるという作業に移っていた。

「ところでさ、藍華さんってチョコレートが好きなのかい？」

　ここからは基本的に混ぜるだけだ。だから撹拌用の装置に付いている棒をぐるぐると回しながら、孝太郎は横に立っている真希に語り掛かけた。

「えっ、どうしてですか？」

　真希は不思議そうに首を傾かしげる。

「だってこれ、チョコレートのアイスだろ。真っ先にこれを選んだし、それにバレンタインデーの時もチョコをくれたろ。だからチョコが好きなのかなって」

「それは………」

　そんな孝太郎の言葉に、真希は軽く頬を赤らめると、恥はずかしそうに目を伏ふせた。そして遠えん慮りよがちに事情を話し始めた。

「………チョコレートが好きというか………里見君がチョコレートなら食べられるのを知ってたから………それで………」

「俺が？」

「………ええ………どうせならその………食べて貰もらいたかったから………」

　バレンタインデーの顛てん末まつで、真希は孝太郎がチョコレートを食べられるという事を知っていた。だから何のアイスを作るかという段階で、真希は迷わずチョコレートを選んだという訳なのだった。

「一緒に作ってるんだから、何味でも食べるよ」

「一緒に作る事になったのは、あくまで結果論だもの………」

「ああ、うん、そっか。だったら頑張らないとな」

「………うん、お願い」

　それっきり二人は会話を止やめ、孝太郎は黙もく々もくと装置の棒を回し続けた。真希の言葉は好きですと言っているに等しく、孝太郎の方もその事にちゃんと気付いている。照てれ臭くさくなった二人には、しばらく時間が必要だった。










　完成した五種類のアイスは、どれも美お味いしく出来上がっていた。その中で特に出来栄えが良かったのが、ヨーグルトのアイス。晴海とクランのペアが作り上げたものだった。

「クランが作ったというだけで、多少嫌いやな予感はするんだ」

「そんな事を言っていられるのは今のうちだけですわよ」

　普ふ段だんなら孝太郎にからかわれるとすぐに激げき昂こうするクランだが、今回は違ちがった。アイスの出来に自信があるので、不敵な笑えみを崩くずさなかった。

「ちゃんと分かってるって」

「えっ………」

　しかし孝太郎がクランの強気な言葉を肯こう定ていすると、彼女は逆に拍ひよう子し抜ぬけというか、照れ臭くなってしまう。頬はちょっとだけ赤らみ、胸の鼓動が少し速くなっていた。

「桜庭先せん輩ぱいが一緒で失敗する訳ないもんな」

「くぅぅっ、だっ、黙ってお食べなさいっ！」

「ふげっ」

　しかし結局孝太郎の言葉に怒おこり出したクランは、手に持っていたアイスを強引に孝太郎の口に押おし込んだ。しかしそうしてもクランの気持ちは収まらない。

「………この男はどうしてわたくしにばかり意地悪を言うのかっ、んもうっ!!」

　クランはその場で苛いら立だたしげに地団太を踏む。よほど悔しいのか、その瞳には薄うつすらと涙が滲にじんでいる。するとそんな彼女に、一緒にアイスを作った晴海が笑いかけた。

「里見君はクランさんの事が好きなんですよ。そして何を言ってもクランさんなら許してくれるって信じてる。そうでなきゃ、この里見君がこんなに何度も意地悪な事は言いませんよ」

　意地悪は信頼の証。そしてそれをクランが理解していないからこそ、孝太郎は彼女をからかうのだ。晴海をからかわないのは、それを理解しているから。晴海にはそんな孝太郎の気持ちはお見通しだった。

「そんな訳ありませんわっ!!　単に失礼なだけですわっ!!」

　晴海に言われても、クランの感情は収まらない。元々根に持つタイプなので、怒りは炭火のように根強く燃え続けていた。

「ふふふ………里見君は欲張りだから、笑顔のクランさんだけじゃ足りないんですよね。もっともっと、色々な可愛いクランさんが欲ほしい。ねっ、里見君？」

「ふぐっ!?」

　だが晴海の言葉の直後に孝太郎が喉のどにアイスを詰まらせた事で、クランにもそれが真実であるらしい事が伝わった。

「ふぐっ、ふぐぐぅっ!!」

「………あ、後でちゃんと味の感想を聞かせて頂きますわよっ！」

　だがそれが真実なら真実で、クランには困った問題だった。顔全体を赤くしたクランは逃にげるように退散してしまう。すると後には胸を叩たたいている孝太郎と、笑顔の晴海だけが残された。

「ふぐ………んぐ。………勘かん弁べんして下さいよ、桜庭先輩」

　アイスを無事に飲み込むと、孝太郎は困った様子で肩を落とした。晴海の指し摘てきは大まかには真実だ。しかも孝太郎にとって非常に痛い真実だった。

「ふふふ、これでも悪女志望なので」

　孝太郎を困らせる事に成功した晴海は嬉しそうに笑う。基本的に他人に悪意を向ける事が苦手な晴海なので、孝太郎がクランに意地悪するのを正すという構図は、孝太郎を困らせる事が出来るほぼ唯ゆい一いつのチャンスだった。

「………後でキリハさんに文句を言わないと………」

　孝太郎はここで不満げな表情になる。黒幕の存在に感付いたのだ。

「あれ、もう分かっちゃったんですか？」

「分かりますよ、そりゃあ！」

　相手の悪事を利用して投げる、合気道タイプの悪女。こういう事を晴海が自分で思い付くとは考え辛い。キリハが晴海に吹き込んだと考えるのが一番自然だった。










　アイスを作るとお互いに味見をする事になる。すると孝太郎は高確率でクランに意地悪を言う。その時に晴海が孝太郎の本音を暴ばく露ろすると、晴海は良心を痛める事なく悪女になる事が出来、クランの怒りは消え失せる。

「―――そして汝なんじは我の所にやってくる、という訳なのだ」

　キリハはそう言いながら自分の作ったアイスを孝太郎に差し出す。孝太郎はそれを無言でかじる。キリハのアイスはバニラ味。相棒がゆりかだったので最高の出来栄えにはなっていないが、十分に美味しいアイスだった。

「参りました」

「よろしい」

　孝太郎はキリハの策略とアイス、二重の意味で降参した。完全に手玉に取られたので、白しろ旗はたを揚あげる以外になかった。

「………キリハさんと観覧車に乗るのは三度目か」

　そしてキリハが孝太郎を呼び寄せた理由も分かっているから、どうしても怒りが持続しない。キリハは観覧車の前で微笑んでいたから、どうする事も出来なかった。

「ここにはジェットコースターがないから、次点のこれで我慢した」

　孝太郎達は今、二人ずつに分かれて観覧車に乗っている。だから孝太郎はキリハと二人きりでゴンドラの中に居る。彼女は十一年前のあれこれに絡からんで孝太郎と一いつ緒しよに乗りたかったので、色々と策を巡めぐらせた訳なのだった。

「俺の事は何でもお見通しか………キリハさんには敵かなわないよ」

「そうでもない。時には不安に思う事もある」

「柏木の事か？」

「柏木？　彼女と何かあったのか？」

「………。いや、何もなかった」

「そうか」

　孝太郎は、キリハが言った不安とは、自分と柏木汐里との一件の事を指していると考えていた。そしてキリハは彼女流の心遣いから、知らない風を装った。孝太郎にはキリハが本当に気付いていないとは思えなかったから。だがどちらにせよ、これ以上は汐里の話をする必要はないだろう。孝太郎はきちんと対応した自信があるし、キリハは話す必要がないと考えているのだろうから。それよりも、キリハが望むような話をした方が実りは大きい筈だった。

「ところでキリハさん、次は何ど処こへ行こうか」

「………どうした孝太郎、今日はやけに優しいのだな？」

　キリハは嬉しそうに微笑む。孝太郎から飛び出した優しい言葉が嬉しかった。

「まさか、どこぞで悪事でもしてきたのか？」

「はははっ、その逆だよ。これまで俺は君らに何もしなさ過ぎたって気付いたんだ」

　人の感情に敏びん感かんなキリハには、言わなくてもいずれ伝わる。だから孝太郎は素す直なおに自分の気持ちを明かした。

「迷っているのだとしても、せめてもう少し、許される範はん囲いで、自分の気持ちを示すべきだったんだ」

　たとえ今は九人の少女達たちから一人を選べないのだとしても、真しん摯しに向き合うべきだ。そして選べないなりに、自分にとって九人の少女が特別であると示すべきなのだ。それこそ彼かの女じよ達が、不安にならないように。それはやはり、孝太郎に真正面からぶつかって来た汐里の影えい響きようだ。窓の外の青い空を眺めていると、孝太郎の脳のう裏りには必死で訴えかけてきた汐里の姿が思い出される。あの必死さの何分の一かでいい。せめてそれぐらいは、自分も少女達に気持ちを示したかった。

「………」

　そんな孝太郎の言葉に対するキリハの答えは沈ちん黙もくだった。不思議に思った孝太郎がキリハの方を見ると、何故か彼女は泣いていた。だが彼女の表情からは、それがどんな感情による涙なのかが読み取れない。悲しみではない、という事が分かるぐらいだった。

「どうして泣いてるんだ？」

「………済まない。自分でも………よく分からない。ただ、胸がいっぱいで………色々な感情が渦うず巻まいていて、これという………答えが、存在しないのだ………」

「悲しそうじゃないのは分かる」

「それだけは………間違いない」

「そうか。安心したよ」

「う、うぅっ………上う手まく、自分の感情をコントロール出来ない。このまましばらく、泣いていて構わないか？」

　キリハは左手で胸むな元もとを握り締め、声を殺して泣き始めた。キリハがここまで明確に感情を表に出すのは珍めずらしい事だ。だが心配する必要はない。彼女は悲しんでいる訳ではなかったから。

「好きにしろ。俺おれはアイスを食って待ってる」

　孝太郎はキリハの右手からアイスを取った。キリハは泣いていてアイスどころではなかったし、このままではアイスは溶けて落ちる。そうなってはもったいないし、さしあたってやるべき事もなかったから。

「………孝太郎」

「うん？」

「我らはみんな、汝が大好きだ」

「そうか。実は俺もだ」

「うん………」

　それからキリハはしばらく泣き続けた。孝太郎はそんな彼女を見ていて思った。もし同じ話をしたら、他ほかの八人も泣いてくれるのだろうかと。そして孝太郎は、そうならいいなと思った。何故なら孝太郎もまた、本当は泣いてしまいたかったから。そうしなかったのは、男の意地といったところだろう。だからキリハは一人で泣き続ける事になった。孝太郎がアイスを食べ終わり、コーンの部分をかじり始めても、彼女は泣き止まなかった。










　賢治が観覧車の前を通りかかったのは、丁度孝太郎達がゴンドラから降りて来た時の事だった。そしてゲートを抜けて外へ出た孝太郎達は、そこで何やら大騒ぎを始めた。距離があるので声までは聞こえないが、動きだけでも大おお事ごとらしい事は賢治にも分かった。

『孝太郎、あたしにも直接好きだとゆえー!!』

『なんだいきなり!?』

『盗み聞きしたー!!』

『なんだってぇっ!?　謀はかったなキリハさんっ!?』

『いいえっ、わたくしが勝手に盗み聞きしたのですわ!!　いい気味っ、いい気味ですわぁぁぁっ!!　オーッホッホッホッ!!』

『くそぉっ、クランめっ、調子付きやがって!!』

『私も聞かせて頂きましたよ、レイオス様』

『エル!?　お前こんなところで何してやがるッ!?』

　時にはお互いを掴つかみ合あいながら、しきりに何かを怒鳴り合っている。それでいて険悪な雰囲気は感じられない。逆に底抜けに明るい空気が漂っている。良くも悪くも、入り込む隙すきが感じられなかった。

「………やっぱり、あそこに入り込むのは難しいよね」

　賢治が孝太郎達の姿を見ながら思っていた事と殆ほとんど同じ内容の言葉が、同時に耳から聞こえてきた。驚いた賢治が声の方を見ると、そこには汐里の姿があった。彼女も賢治同様に偶然ここに通りかかったようだった。

「柏木さん、やっぱりって、君は結果が分かっていてコウに告白したのかい？」
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　賢治は孝太郎から汐里に関する話は聞かされている。だから賢治は彼女が口にしたやっぱりという言葉に注目した。玉ぎよく砕さい覚かく悟ごの告白だったというのは驚きだった。

「うん。………それでも、何もせずに諦あきらめたくはなかったから」

　何年も孝太郎を見つめて来た汐里だから、結末など最初から分かっていた。孝太郎の心は最初から九人の少女達の方に向いていた。だがそれでも募つのった想おもいは隠せず、汐里は告白に踏ふみ切った。本気でぶつからねば、ずっと後こう悔かいすると思ったから。

「きっと、私は出遅れてしまったんだと思う」

　汐里は自じ嘲ちよう的に笑った。彼女には何もかも分かっていた。どうしてこうなったのか、その理由まではっきりと。

「本当は里見君が変わり始める前に、高校に入ってすぐに、行動を起こさなきゃいけなかった。私が里見君を変えなきゃいけなかったの。そう出来なかった臆おく病びようさが、いけなかったんだと思う」

　入学直後、ティア達が現れた事で孝太郎の周囲は騒がしくなった。本当はその時に怖おじ気け付づく事無く、行動を起こさなければならなかった。それが出来なかったから、汐里の想いは届かなかった。それが全すべてだった。

「………もしあの子達が居なくても、君ならコウを救えたのかもしれないな」

　仮にティア達が転入して来なかったとしても、いずれは汐里が行動を起こした。ならば孝太郎は彼女によって救われたのではないか。賢治はそんな風に感じていた。

「アハ、何だか松平君、里見君のお母さんみたいね？」

「止めてくれよ、気持ち悪い………」

「アハハハハハッ」

　汐里の笑顔と声は明るい。彼女は真正面から本気で孝太郎にぶつかっていき、恋破れ、一晩泣き明かした。正せい攻こう法ほうで行ったのが良かったのだろう。今の彼女は孝太郎の事を吹っ切る事が出来ていた。それを感じ取った賢治は、ついつい悪い癖が出た。

「そんな事より、俺と付き合ってくれないかい？」

「失恋したばかりの女の子に言います、ソレ？」

　汐里は失望したと言わんばかりに冷たい視線を賢治に向ける。だが賢治も慣れたもの。表情一つ変えずに肩を竦すくめた。

「コウを好きになるタイプは良い子なんだよ」

「もう………悪い人だねぇ、松平君はっ。ふふふふっ」

　汐里の笑顔は清すが々すがしく、本当に美しい。賢治はそんな汐里の笑顔を眺めながら、どうやったら本当に彼女と付き合えるかを、真しん剣けんに考え始めた。ようやく理想の女性と巡めぐり合ったのかもしれない―――そんな事を思いながら。
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あとがき







　皆さんお久しぶりです、著者の健たけ速はやです。今回はＨＪ文庫が運営するＷＥＢサイト『読める！　ＨＪ文庫』で定期的に掲載している『六畳間の侵略者!?　へらくれす！』の短編が三本と、書き下ろしの中編が一本という構成です。本当は短編六本とか一気に収録しないと『へらくれす！』が溜まる一方になるのですが、流石に半分は新規の方がいいだろうなという危機感が働いてこのような構成でお届けしています。




　その新規部分である中編『恋する修学旅行』ですが、この内容は本編を進めていく上でそろそろやっておかなければならないものでした。しかしこの内容だけで一冊やるには尺が足りません。また話の進展具合からすると今ぐらいにやるべき内容にもかかわらず、孝こう太た郎ろう達は現在フォルトーゼにいます。つまり短いので別の話に組み込みたいのですが、フォルトーゼ編に組み込む事は難しく、しかしそろそろやっておかないとまずい、という非常に厄介な状況だったのです。そこで困った我々は、時系列をはっきりさせていない『へらくれす！』と一緒に出してしまえ、という作戦に出ました。

　ですがフォルトーゼ編の続きをお待ち下さっている皆様にとってはタイミングが悪いのもまた事実。そこで今回の二十三巻と次の二十四巻は刊行するペースを早め、いつもの四ヶ月ではなく三ヶ月でお届けする予定となっています。つまり一冊半の内容を六ヶ月で提供し、実質遅れを出さないという計算です。様々な要素が絡んでいるので絶対とは言えないのですが、現状はその方向で作業が進んでいます。そんな訳で、このあとがきが終わったら早速二十四巻のプロット作業に入ります。いつもより一ヶ月早いスタートです。丁度仕事の谷間にぶつかったから出来る力技です（笑）




　そろそろ大人の事情は終わりにして、この巻の内容に少し触れてみようと思います。

　短編の一本目は『バッドガール・ビギンズ』と題しまして、晴はる海みが悪女になるべくキリハに弟子入りするという内容。晴海は何故悪女を目指すのか、そしてキリハは晴海を悪女にできるのか。その辺りが見どころだと思います。

　二本目は『なぐり逢えたら』というタイトルで、クランと静しず香かが格闘技の練習をするというエピソード。クランと孝太郎の微妙な感情のもつれと、そこに介入していく静香の立ち回りが見どころだと思います。

　三本目の短編はこれまでとは構成を変えて、お馴染みの三人とゲスト一人が登場する新しいシリーズです。タイトルは『今しばらく美しく』で、早さ苗なえ・ゆりか・真ま希き、そしてゲストでエルファリアが登場。ゲストのエルファリアに絡んだ物語が展開していきます。

　最後の中編『恋する修学旅行』ですが、これは孝太郎にとって一つの転機となる物語です。そしてそれは、九人の侵略者達にとってもそうです。彼らの関係が新しい段階へ移る直前にある最後のステップ、それがこの中編の内容だと思います。外伝のような、本編のような、という結構重要なエピソードです。




　それと今回もまたＢＯＯＫ☆ＷＡＬＫＥＲさんから、電子書籍のドラマＣＤ音源付きの特装版が配信されています。今回は八・五巻の内容の前半部分になる筈はずです。幸いここまでの二本の売り上げが好調で、最後までやれる事が決まりました。これで一安心。詳細に関しては、決まり次第ＨＪ文庫さんの公式サイト等で報告させて頂きます。

　電子書籍にドラマＣＤの音源を付けて配信するというのは、今後電子書籍が普及していく上で有効な武器になっていくと思います。実際、ドラマＣＤのような特典が付く場合があるので電子書籍に手を出しあぐねているという方や、電子書籍で本作を揃えている方でもドラマＣＤが付く巻だけは現物を買う必要があったという方が結構な人数になっているようです。そういう方達の利便性を向上させられれば、電子書籍版の普及に繋がっていくんじゃないかと思います。その為にも、最後のドラマＣＤまでしっかりとお届けさせて頂こうと思います。




　そうそう、現在『へらくれす！』ではまた新しいシリーズに移り、初心に帰って侵略者同士が対決する、ＶＳシリーズが掲載されています。最新エピソードは早苗とティアが対決するもの。タイミングとしてはこの本が出た一週間くらい後に、その次のエピソードが載るんじゃないかと思います。興味がある方は是非『読める！　ＨＪ文庫』のＷＥＢサイトをご覧になってみて下さい。




　もうちょっとページがあるので、次の二十四巻について少し紹介しておきます。

　前の巻で無事に合流する事が出来た孝太郎一行。しかしそんな彼らの前に立たち塞ふさがるのは、ヴァンダリオン率いる皇国軍。ウィルス兵器に絡んだあれこれでフォルトーゼ星系全体でエルファリア派への支持が落ちず、むしろ上がっているような状態なので、反乱を恐れて皇国軍は全軍が来ている訳ではありません。しかしそれでも皇国軍はかなりの戦力があります。そんな強大な敵を前にして、孝太郎達はどう戦っていくのか。そういう普段よりも緊迫した内容になっていくものと思います。

　次巻の内容は今回とは打って変わって、という表現が似合うんじゃないでしょうか。この作品に関しては読者の皆さん一人一人で注目しているポイントが異なっているので、省略していい部分があまりありません。今後も色々な内容でお楽しみいただけるように頑張ります。




　そろそろ頃合いなので、終わりにしようと思います。最後にいつもの御ご挨あい拶さつを。この二十三巻を出版するにあたって御ご尽じん力りよく頂いた編集部の皆様、色んなアクロバティックな指定をしてもなんとかイラストにして下さるポコさん、そしてこの本を手に取って下さった読者の皆様に篤あつく御おん礼れい申し上げます。


二〇一六年　六月

健速
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